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解剖学（人体構造）               

                 

学術論文[英文] 
① 原著                

1) Osamu Kondo, Soichiro Mizushima, Nobuo Shigehara, Yasuhiro Yamada. Ritual tooth ablation in and dento-metric  

assessment of a newly discovered collective burial at the Hobi shellmound site, Aichi Prefecture, Japan.  

Anthropological Science, 2022;130：33-38. 

2) Soichiro Mizushima, Osamu Kondo, Nobuo Shigehara, Yasuhiro Yamada. Newly discovered banjo-shuseki-bo  
(square-shaped bone-pile burial) human bones from the Final Jomon Period Hobi shell-mound site, Aichi  

Prefecture, Japan. Anthropological Science, 2022;130：15-23. 

                 

学会発表 
① 国内学会                

1) 中村友香, 和久大介, 脇山由基, 渡部裕介, 小金渕佳江, 長岡朋人, 平田和明, 大橋順, 米田穣, 高橋龍三郎, 太田博樹 

. 次世代シークエンサー解析による古人骨 DNA 残存量と環境および分子因子の相関関係の研究. 第 76 回日本人類学会大会・ 

第 38回日本霊長類学会大会 連合大会, 2022. 

2) 水嶋崇一郎, 佐宗亜衣子. 廃屋墓事例の再考：神奈川県三ツ沢貝塚 A 地点. 第 76回日本人類学会大会・第 38 回日本霊長類学 

会大会連合大会, 2022. 

3) 脇山由基, 和久大介, 中村友香, 小金渕佳恵, 渡部裕介, 大橋順, 米田譲, 藤田尚, 長岡朋人, 平田和明, 高橋龍三郎,  

太田博樹. 古人骨ゲノム解析から見た千葉県縄文後晩期の婚姻システム. 第 76回日本人類学会大会・第 38 回日本霊長類学 

会大会 連合大会, 2022. 

② その他                

1) 水嶋崇一郎. 縄文人の寿命について. 令和４年度日本体育大学公開講座「健康・社会・文化を考える。」, 2022. 

2) 水嶋崇一郎. 「骨粗鬆症と骨折」を理解するための解剖学. 令和４年度日本体育大学公開講座「健康・社会・文化を考え 

る。」, 2022. 
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解剖学（機能組織）               

                 

著書 
1) 池森敦子、菅谷健、木村健二郎. 尿中 L 型脂肪酸結合蛋白(L-FABP) 臨床検査データブック 2023-2024 2023;:761-762. 

                 

学術論文[英文] 
① 原著                

1) Inoue Kazuho, Yamada Shohei, Hoshino Seiko, Watanabe Minoru, Kimura Kenjiro,Kamijo-Ikemori Atsuko.  

Glucagon-like peptide-1 receptor agonist, liraglutide, attenuated retinal thickening in spontaneously  

diabetic Torii fatty rats. BMC Ophthalmology, 2022;22(1)：206. 

2) Takayama S, Inoue K, Ogura Y, Hoshino S, Sugaya T, Ohata K, Kotake H, Ichikawa D, Watanabe M, Kimura K, 

Shibagaki Y,  Kamijo-Ikemori A.. Angiotensin II type 1a receptor deficiency alleviates muscle atrophy after  

denervation. Scientific Reports, 2023;13(1)：519. 

② 総説又は症例解説               

1) Inokuchi M, Hiroi J, Kaneko T. Why can Mozambique tilapia acclimate to both freshwater and seawater? Insights  

from the plasticity of ionocyte functions in the euryhaline teleost. Frontiers in Physiology, 2022;13： 

914277. 

2) Kamijo-Ikemori A, Kimura K. Clinical utility of tubular markers in kidney disease: a narrative review.  

Journal of Laboratory and Precision Medicine, 2022;：1-9. 

                 

学会発表 
① 国内学会                

1) 髙山卓, 井上一歩, 小倉裕司, 星野誠子, 市川大介, 菅谷健, 木村健二郎, 柴垣有吾, 池森敦子. アンジオテンシン II  

受容体（AT1a）欠損による骨格筋委縮抑制の可能性―除神経モデルにおける検討. 第 65 回日本腎臓学会学術総会, 2022. 

2) 小竹徹, 山田将平, 小倉裕司, 渡邉詩香, 市川大介, 井上一歩, 星野誠子, 田邉淳, 菅谷健, 永井義夫, 木村健二郎, 柴 

垣有吾, 池森敦子. 習慣的走運動によるサルコペニア及び糖尿病性腎臓病の進行抑制効果の検証. 第 65 回日本腎臓学会学 

術総会, 2022. 

3) 小竹徹、山田将平、渡邉詩香、市川大介、井上一歩、菅谷健、木村健二郎、柴垣有吾、池森敦子. 糖尿病性腎臓病の進行 

抑制効果を有する習慣的走運動の骨格筋への影響. 第 13 回日本腎臓リハビリテーション学会, 2023. 

② 国際学会                

1) Kotake H, Sugaya T, Shibagaki Y, Kamijo-Ikemori. Endurance exercise training prevented the progression of  

diabetic kidney disease with muscle weakness in type 2 diabetic animal models with obesity, hypertension, and  

hyperlipidemia. Kidney week 2022, 2022. 

2) Takayama S, Sugaya T, Shibagaki Y, Ikemori A.. Deficiency of Angiotensin II Type 1 Receptor Prevents Muscle  

Atrophy due to Denervation. Kidney week 2022, 2022. 

③ その他                

1) 池森敦子. 腎疾患診療における尿中 L-FABP の有用性と活用法. 金沢大学 十全医学会「第 4 回学術交流会」, 2022. 

2) 池森敦子. 運動が腎臓へ及ぼす影響ー尿中 L-FABP を使用して. 第 18 回腎・泌尿器検査研究会 学術集会, 2023. 
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解剖学（生物学）               

                 

学術論文[和文] 
① 総説又は症例解説               

1) 伊野美幸, 望月篤, 信岡祐彦, 黄世捷, 東郷建, 松本伸行. 【精神科医療における女性医師の役割と期待】医学部教育の 

視点から 現行の医学部教育および大学の女性医師支援について. 精神科治療学, 2022;37(5)：525-531. 

                 

学会発表 
① 国内学会                

1) 青木恵美子, 三輪敬蔵, 望月篤, 東郷建, 黄世捷, 佐野政子, 星野紀子, 松田隆秀, 信岡祐彦, 伊野美幸. 医科大学で 

SDGs に取り組む意義と課題. 第 54 回日本医学教育学会大会, 2022. 
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生理学（細胞・器官生理）               

                 

学術論文[英文] 
① 原著                

1) Inoue Kazuho, Yamada Shohei, Hoshino Seiko, Watanabe Minoru, Kimura Kenjiro,Kamijo-Ikemori Atsuko.  

Glucagon-like peptide-1 receptor agonist, liraglutide, attenuated retinal thickening in spontaneously  

diabetic Torii fatty rats. BMC Ophthalmology, 2022;22(1)：206. 

2) Takayama S, Inoue K, Ogura Y, Hoshino S, Sugaya T, Ohata K, Kotake H, Ichikawa D, Watanabe M, Kimura K, 

Shibagaki Y,  Kamijo-Ikemori A.. Angiotensin II type 1a receptor deficiency alleviates muscle atrophy after  

denervation. Scientific Reports, 2023;13(1)：519. 

                 

学会発表 
① 国内学会                

1) 髙山卓, 井上一歩, 小倉裕司, 星野誠子, 市川大介, 菅谷健, 木村健二郎, 柴垣有吾, 池森敦子. アンジオテンシン II  

受容体（AT1a）欠損による骨格筋委縮抑制の可能性―除神経モデルにおける検討. 第 65 回日本腎臓学会学術総会, 2022. 

2) 小竹徹, 山田将平, 小倉裕司, 渡邉詩香, 市川大介, 井上一歩, 星野誠子, 田邉淳, 菅谷健, 永井義夫, 木村健二郎, 柴 

垣有吾, 池森敦子. 習慣的走運動によるサルコペニア及び糖尿病性腎臓病の進行抑制効果の検証. 第 65 回日本腎臓学会学 

術総会, 2022. 
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生理学（統合生理）               

                 

学会発表 
① 国内学会                

1) 岡本雄希, 船瀬新王, 藤原清悦. 迷路課題における T 字分岐付近の Fm θ波の出現についての検討. 日本生体工学学会大 

会, 2022. 

2) 藤原清悦, 岡本 雄希, 船瀬 新王. 迷路の難易度と探索⾏動. 計測自動制御学会 ライフエンジニアリング部門シンポジウ 

ム, 2022. 

3) 岡本雄希, 船瀬新王, 藤原清悦. 迷路課題中に発生する FmΘ波の発現タイミングの検討. 電気学会 電子・情報・システム 

部門大会, 2022. 

4) 黒坂光寿, 洪永豊, 町田修一, 幸田和久. IL-4は細胞融合因子の発現を介して筋芽細胞融合に関与する. 第 77 回日本体力 

医学会大会, 2022. 

5) Mitsutoshi Kurosaka, Yung-Li Hung, Shuichi Machida, Kazuhisa Kohda. Roles of interleukin-4 in myoblast fusion  

via induction of myomerger expression. 第 100 回日本生理学会大会, 2023. 

② 国際学会                

1) Arao Funase, Sei-etsu Fujiwara. EEG signals related to playing maze: Example for spindle wave and Fmq.  

BMEiCON 2022, 2022. 
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生理学（物理学）               

                 

学術論文[和文] 
① 原著                

1) 高須雄一. 医科大学 1年生に対する「統計教育」の実践報告. 日本科学教育学会年会論文集 46, 2022;46：169-170. 

2) 晴山慎, 根本幸雄, 高須雄一. オンラインに対応した力学実習の構築と対面実習への適用. 大学の物理教育, 2022;28(3) 

：155-159. 

② その他                

1) 髙須雄一. 『大学の物理教育』＝大学＋物理＋教育？. 日本物理学会誌, 2022;77(11)：719-719. 

                 

学会発表 
① 国内学会                

1) 高須雄一. 医科大学 1年生に対する「統計教育」の実践報告. 日本科学教育学会第 46回年会 愛知大会, 2022. 

2) 草野広樹, 長岡央, 榎戸輝揚, 晴山慎. 月表層の水探査に向けた中性子生成および輸送シミュレーション. 日本惑星科学 

会 2022 年秋季講演会, 2022. 

3) 長岡央, 榎戸輝揚, 加藤陽,  谷口絢太郎,  辻直希,  大竹淑恵,  藤田訓裕, 若林泰生, 岩本ちひろ, 高梨宇宙, 玉川徹 

, 晴山慎,  小林泰三, 草野広樹, 池永太一, 中野雄貴, 塚本雄士, 星野健, 唐牛譲, 上野宗孝. 月・惑星の水資源探査を 

目指す中性子ガンマ線測定装置 MoMoTarO の開発. 日本惑星科学会 2022 年秋季講演会, 2022. 

4) 長岡央, 榎戸輝揚, 加藤陽, 谷口絢太郎, 辻直希, 大竹淑恵, 藤田訓裕, 若林泰生, 岩本ちひろ, 高梨宇宙, 玉川徹, 晴 

山慎, 小林泰三, 草野広樹, 池永太一, 中野雄貴, 塚本雄士, 星野健, 唐牛譲, 上野宗孝. 中性子測定による月の水資源 

探査を狙う MoMoTarO 計画. 第 66回宇宙科学技術連合講演会, 2022. 

5) 榎戸輝揚, 森本健志, 吉浦伸太郎, 本間希樹, 高橋弘充, 長岡央, 辻直希, 加藤陽, 谷口絢太郎, 中澤知洋, 晴山慎, 大 

竹淑恵, 藤田訓裕, 岩本ちひろ, 高梨宇宙, 若林泰生, 小林泰三, 池永太一, 中野雄貴, 塚本雄士, 草野広樹, 玉川徹,  

星野健, 唐牛譲, 上野宗孝. 月の水資源探査とも連携した月周辺での天文学・基礎物理の研究. 第 66 回宇宙科学技術連合 

講演会, 2022. 

6) 辻直希, 榎戸輝揚, 長岡央, 加藤陽, 谷口絢太郎, 大竹淑恵, 若林泰生, 高梨宇宙, 岩本ちひろ, 玉川徹, 晴山慎, 小林 

泰三, 池永太一, 中野雄貴, 塚本雄士, 草野広樹, 星野健, 唐牛譲, 上野宗孝. MoMoTarO 計画 − 中性子とガンマ線の測 

定を目指す検出器開発. 日本物理学会 2023 年春季大会, 2023. 

7) 榎戸輝揚, 辻直希, 長岡央, 加藤陽, 谷口絢太郎, 大竹淑恵, 若林泰生, 高梨宇宙, 岩本ちひろ, 玉川徹, 晴山慎, 小林 

泰三, 池永太一, 中野雄貴, 塚本雄士, 草野広樹, 星野健, 唐牛譲, 上野宗孝, 森本健志, 吉浦伸太郎, 本間希樹, 高橋 

弘充, 木坂将大, 中澤知洋, 山岡和貴, 仏坂健太. MoMoTarO 計画 − 月面の水資源探査と基礎科学への活用. 日本物理学 

会 2023 年春季大会, 2023. 

8) 谷口絢太郎, 榎戸輝揚, 辻直希, 長岡央, 加藤陽, 鶴見美和, 大竹淑恵, 若林泰生, 高梨宇宙, 岩本ちひろ, 玉川徹, 晴 

山慎, 小林泰三, 池永太一, 中野雄貴, 塚本雄士, 草野広樹, 星野健, 唐牛譲, 上野宗孝, 小松龍世. MoMoTarO 計画 −  

月周回軌道を使った中性子寿命の測定. 日本物理学会 2023年春季大会, 2023. 

② その他                

1) 理化学研究所, 聖マリアンナ医科大学, 立命館大学, ソイルアンドロックエンジニアリング株式会社, 量子科学技術研究 

開発機構. 宇宙使用も視野に入れた土木建築での活用を目指す次世代型の中性子水モニタの開発. 2022 年度 第 2 回 宇宙探 

査オープンイノベーションフォーラム, 2022. 

2) 辻直希, 榎戸輝揚, ⻑岡央, 加藤陽, 谷口絢太郎, 晴山慎, 大竹淑恵, 藤田訓裕, 岩本ちひろ, 高梨宇宙, 若林泰生, 小 

林泰三, 池永太一, 中野雄貴, 塚本雄士, 草野広樹, 玉川徹, 星野健, 唐牛譲, 上野宗孝. 月周辺での中性子測定で挑む 

水資源探査と中性子寿命測定. 2022 年度 RANS シンポジウム, 2022. 

3) 榎戸輝揚, 辻直希, 長岡央, 加藤陽, 谷口絢太郎, 大竹淑恵, 若林泰生, 高梨宇宙, 岩本ちひろ, 玉川徹, 晴山慎, 小林 

泰三, 池永太一, 中野雄貴, 塚本雄士, 草野広樹, 星野健, 上野宗孝, 森本健志, 吉浦伸太郎, 本間希樹, 高橋弘充, 木 

坂将大, 中澤知洋, 山岡和貴, 仏坂健太. 月の水資源探査と基礎科学への応用. 第 23回 宇宙科学シンポジウム, 2023. 

4) 榎戸輝揚, 長岡央, 加藤陽, 谷口絢太郎, 大竹淑恵, 若林泰生, 高梨宇宙, 岩本ちひろ, 玉川徹, 晴山慎, 小林泰三, 池 

永太一, 中野雄貴, 塚本雄士, 草野広樹, 星野健, 唐牛譲, 上野宗孝. 月周辺での中性子・ガンマ線の測定を目指す 

MoMoTarO の検出器デザイン. 第 23 回 宇宙科学シンポジウム, 2023. 
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生化学（生化学・化学）               

                 

学術論文[英文] 
① 原著                

1) Shiono Suzuka, Tsutiya Atsuhiro, Kaneko-Ohtani Ritsuko. Early Detection of Male-Predominant Phenotypes in the  

Pattern of Ultrasonic Vocalizations Emitted by Autism Spectrum Disorder Model (Crmp4-Knockout) Mice. Brain  

Sciences, 2022;12(5)：666--. 

2) Suzuki S, Imamura M, Mouri M, Tsuchida T, Tomita H, Matsuoka S, Takita M, Kakinuma K, Kawasaki T, Sakurai K,  

Yamazaki K, Kurokawa MS, Kunishima H, Matsuda T, Mineshita M, Takemura H, Fujitani S, Ooka S, Sugihara T,  

Kato T, Kawahata K. Serum gasdermin D levels are associated with the chest computed tomography findings and  

severity of COVID-19. Respiratory Investigation, 2022;60(6)：750-761. 

                 

学会発表 
① 国内学会                

1) 黒川 真奈絵, 佐藤 利行, 佐藤 政秋, 永井 宏平, 内田 貞輔, 有戸 光美, 高桑 由希子, 大岡 正道, 末松 直也, 川畑  

仁人, 山野嘉久, 加藤 智啓. 再発性多発軟骨炎のバイオマーカー候補となる血清ペプチドの解析. 第 66回日本リウマチ学 

会総会・学術集会, 2022. 

2) 佐藤政秋, 加藤 正樹, 佐藤 利行, 土屋 貴大, 表山 和樹, 有戸 光美, 末松 直也, 加藤 智啓, 黒川 真奈絵. 潰瘍性大 

腸炎の新規血清ペプチドバイオマーカーの網羅的探索. 第 95 回 日本生化学会大会, 2022. 

3) Suzuki S, Imamura M, Mouri M, Tsuchida T, Tomita H, Matsuoka S, Takita M, Kakinuma K, Kawasaki T, Sakurai K,  

Yamazaki K, S.Kurokawa M, Kunishima H, Matsuda T, Mineshita M, Takemura H, Fujitani S, Ooka S, Sugihara T,  

Kato T, Kawahata K.. Pyroptosis-apoptosis imbalance affects the severity and chest CT findings in COVID-19.  

第 62回日本呼吸器学会学術講演会, 2022. 

                 

     
和

文 

英

文 
            

 著  書                   

 論  文  原著   2             

    解説又は総説                 

    症例報告                 

    その他                 

 学会発表  国内学会 2 1             

    国際学会                 

    その他                 
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微生物学                

                 

学術論文[和文] 
① 総説又は症例解説               

1) 大神田敬. 臨床検査 Q&A 細菌検査で CREが検出されたら,どう対応すればよいでしょうか?. Medical Technology,  

2022;50(12)：1332-1334. 

                 

学術論文[英文] 
① 原著                

1) Watanabe Y, Okanda T, Nakamura I, Watanabe H, Nakamura H, Matsumoto T.. Prevalence of toxin genes and  

clinical characteristics of Clostridioides difficile isolates in diarrheal samples among hospitalized  

patients at Tokyo Medical University Hospital. Journal of Tokyo Medical University, 2022;80(2)：102-108. 

2) Takuro Koshikawa, Masahiro Abe, Minoru Nagi, Yoshitsugu Miyazaki, Hiromu Takemura. Biofilm-formation  

capability depends on environmental oxygen concentrations in Candida species. Journal of Infection and  

Chemotherapy, 2022;28(5)：643-650. 

3) Takuro Koshikawa, Hiroshi Miyoshi. High-resolution melting analysis to discriminate between the SARS-CoV-2  

Omicron variants BA.1 and BA.2. Biochemistry and Biophysics Reports, 2022;31：101306. 

4) Tomonori Takano, Takashi Okanda, Masanori Hirose, Yukitaka Yamasaki, Tomoya Tsuchida, Hiromu Takemura, Kimito  

Kawahata, Hiroyuki Kunishima. Diagnostic accuracy of four serological tests for COVID-19 and differences in  

antibody positivity rates based on the need for treatment or ventilator support. Journal of St. Marianna  

University, 2022;13(1)：29-37. 

5) Hiroshi Miyoshi, Masahiro Otomo, Kiyofumi Takahashi. Clomipramine inhibits dynamin GTPase activity by L-α 

-phosphatidyl-L-serine stimulation. bioRxiv, 2022;：10.1101/2022.09.09.507370. 

6) Mouri M, Imamura M, Suzuki S, Kawasaki T, Ishizaki Y, Sakurai K, Nagafuchi H, Matsumura N, Uchida M, Ando T,  

Yoshioka K, Ooka S, Sugihara T, Miyoshi H, Mori M, Okada T, Yamaguchi M, Kunishima H, Kato M, Kawahata K.  

Serum polyethylene glycol-specific IgE and IgG in patients with hypersensitivity to COVID-19 mRNA vaccines.  

Allergology international : official journal of the Japanese Society of Allergology, 2022;71(4)：512-519. 

7) Yamasaki Y, Ooka S, Matsuoka S, Tomita H, Hirose M, Takano T, Suzuki S, Imamura M, Handa H, Nishine H, Takita  

M, Minoura A, Morisawa K, Inoue T, Mineshita M, Kawahata K, Takemura H, Fujitani S, Kunishima H. Predicting  

the aggravation of coronavirus disease-19 pneumonia using chest computed tomography scans. PloS One,  

2022;3(17)：11. 

8) Suzuki S, Imamura M, Mouri M, Tsuchida T, Tomita H, Matsuoka S, Takita M, Kakinuma K, Kawasaki T, Sakurai K,  

Yamazaki K, Kurokawa MS, Kunishima H, Matsuda T, Mineshita M, Takemura H, Fujitani S, Ooka S, Sugihara T,  

Kato T, Kawahata K. Serum gasdermin D levels are associated with the chest computed tomography findings and  

severity of COVID-19. Respiratory Investigation, 2022;60(6)：750-761. 

                 

学会発表 
① 国内学会                

1) 竹村弘, 寺久保繁美, 大神田敬, 越川拓郎, 高野知憲, 國島広之. β-ラクタマーゼ半定量的検査法の開発とその有用性に 

ついて. 第 70 回日本化学療法学会総会, 2022. 

2) 越川拓郎, 阿部雅広, 篠原孝幸, 定本聡太, 名木 稔, 竹村 弘, 宮崎義継. Candida tropicalis の各酸素濃度における 

バイオフィルム形成能の評価. 第 41 回関東医真菌学会, 2022. 

3) 篠原孝幸, 阿部雅広, 越川拓郎, 定本聡太, 名木 稔, 知花博治, 宮﨑義継. Candida glabrata の嫌気環境における 

Caco-2細胞への接着能の検討. 第 66回日本医真菌学会総会・学術集会, 2022. 

4) 大神田 敬, 越川拓郎, 竹村 弘. 迅速 SNP検出法を用いたカルバペネマーゼ産生遺伝子の亜型分類の構築. 第 71回日本感染 

症学会東日本地方会学術集会・第 69 回日本化学療法学会東日本支部総会 合同学会, 2022. 

5) 越川拓郎, 阿部雅広, 宮﨑義継, 大神田 敬, 竹村 弘. Candida 属のバイオフィルム形成に与える Escherichia coli の 

影響. 第 71回日本感染症学会東日本地方会学術集会・第 69 回日本化学療法学会東日本支部総会 合同学会, 2022. 

6) 越川拓郎, 大神田 敬, 竹村 弘. 酸素濃度および大腸菌培養上清が Candida albicans のバイオフィルム形成に及ぼす影 

響. 第 90 回神奈川県感染症医学会, 2022. 
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7) 竹村 弘, 中島二如, 寺久保繁美, 越川拓郎, 大神田 敬. 各種抗菌薬の大腸菌バイオフィルム生成に及ぼす影響の検討 

. 第 90 回神奈川県感染症医学会, 2022. 

8) 永田 恵理, 大柳 忠智, 高橋 儀行, 黒沢 未希, 加峯 えみり, 志村 佳菜, 國島 広之, 竹村 弘. 重症 COVID-19 治療中に 

活動性結核の診断に至った 1症例. 第 34 回日本臨床微生物学会総会･学術集会, 2023. 

9) 大神田 敬, 松本 哲哉, 越川 拓郎, 竹村 弘. 迅速 SNP 検出法を用いた blaIMP 亜型分類系の構築. 第 34回日本臨床微生物 

学会総会･学術集会, 2023. 

10) Suzuki S, Imamura M, Mouri M, Tsuchida T, Tomita H, Matsuoka S, Takita M, Kakinuma K, Kawasaki T, Sakurai K, 

 Yamazaki K, S.Kurokawa M, Kunishima H, Matsuda T, Mineshita M, Takemura H, Fujitani S, Ooka S, Sugihara T, 

 Kato T, Kawahata K.. Pyroptosis-apoptosis imbalance affects the severity and chest CT findings in COVID-19.  

第 62回日本呼吸器学会学術講演会, 2022. 

② その他                

1) 相見 光，吉川 裕治, 福地 邦彦, 浅井 大輔, 越川 拓郎, 坂上 宏. リグニンスルホン酸塩によるウイルス不活化 

に関する検討. 第 88 回紙パルプ研究発表会, 2022. 

2) 大神田 敬. 多剤耐性菌感染モデルとしての線虫の有用性. 第 82回聖マリアンナ医科大学医学会, 2022. 

                 

     
和

文 

英

文 
            

 著  書                   

 論  文  原著   8             

    解説又は総説 1               

    症例報告                 

    その他                 

 学会発表  国内学会 9 1             

    国際学会                 

    その他 2               
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薬理学                

                 

著書 
1) 木田圭亮. がん合併心不全の栄養管理 心不全栄養バイブル 2022;:202-207. 

                 

学術論文[和文] 
① 原著                

1) 小林侑里, 根本慎司, 笠原酉介, 渡辺敏, 武市尚也, 吉沢和也, 渡邉紗都, 赤尾圭吾, 桑村雄偉, 藤村健, 鈴木規雄, 長 

田尚彦, 足利光平, 木田圭亮, 明石嘉浩. 退院時に身体的フレイルまたはプレフレイルを呈する高齢心不全患者の臨床的 

特徴. 心臓リハビリテーション, 2022;28(2)：197-203. 

2) 藤村健, 武市尚也, 笠原酉介, 吉沢和也, 根本慎司, 赤尾圭吾, 桑村雄偉, 渡辺敏, 足利光平, 出雲昌樹, 木田圭亮, 明 

石嘉浩. 経カテーテル的大動脈弁置換術後の日常生活動作能力維持に関連する因子の検討. 心臓リハビリテーション 

, 2022;28(3・4)：269-274. 

3) 藤村健, 武市尚也, 笠原酉介, 吉沢和也, 根本慎司, 赤尾圭吾, 桑村雄偉, 渡辺敏, 足利光平, 出雲昌樹, 木田圭亮, 明 

石嘉浩. 経カテーテル的大動脈弁置換術後の日常生活動作能力維持に関連する因子の検討. 心臓リハビリテーション 

, 2022;28(3・4)：269-274. 

② 総説又は症例解説               

1) 木田圭亮, 貝原俊樹, 佐々木信幸. 【第 4次産業革命がもたらすリハビリテーション医療のこれから】遠隔心臓リハビリテ 

ーション治療の現状と課題. The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine, 2022;59(4)：377-384. 

2) 木田圭亮, 村田理沙子. 特集エネルギ－代謝 心不全のエネルギ－代謝. リハビリティーション栄養, 2022;6(1)：44-49. 

3) 松本直樹. 特集 循環器薬の使い方―使い分け、モニタリング、導入・中止のタイミング ■VI 章 安全性 循環器診療で 

使ってはいけない薬. 循環器ジャーナル, 2022;70(2)：320-325. 

4) 木田圭亮, 土岐真路. レニン-アンジオテンシン系阻害薬投与時の高カリウム血症にどう対応すべきか？－最近の海外ガイ 

ドラインからの考察－. 循環器内科, 2022;91(5)：609-616. 

5) 黄世捷, 木田圭亮. 【図でわかる！ケアに役立つ！循環器のくすり 作用＆要チェックポイント】はじめに（基礎編）.  

ハートナーシング, 2022;35(8)：6-9. 

6) 鈴木規雄, 木田圭亮, 土井駿一, 明石嘉浩. 老年栄養-高齢者の低栄養,フレイル,サルコペニア】疾患と栄養ケア 慢性心 

不全の栄養障害・栄養ケア. 内科, 2022;130(2)：203-208. 

7) 木田圭亮, 鈴木規雄. 【低栄養の世界的診断基準 GLIM criteria GLIM基準[Global Leadership Initiative on  

Malnutrition]】GLIM 基準を心不全診療に生かす. 外科と代謝･栄養, 2022;56(4)：113-117. 

8) 木田圭亮, 鈴木規雄, 佐々木信幸. 【Onco-Cardiology Update】治す 今後の腫瘍循環器診療の展望 腫瘍循環器リハビ 

リテーションの可能性. Heart View, 2022;26(10)：1006-1013. 

9) 木田圭亮, 鈴木規雄, 佐々木信幸. リハビリテーションと薬剤 リハビリテーションにおける疾患・病態に応じた薬剤管 

理(2) 心不全. Journal of Clinical Rehabilitation, 2022;31(14)：1432-1437. 

③ その他                

1) 木田圭亮. 来るべき心不全パンデミックに備える―心不全における栄養療法とその展望―. BEQNEWS, 2022;45：１-２. 

2) 木田圭亮. Yell For Heart Nurse  

ピンチこそ、チーム力で乗り越えて次のステップへ. ハ－トナ－シング, 2023;36(1)：1-1. 

3) 佐瀬一洋, 木田圭亮, 志賀太郎. 特集 ここが変わった！循環器診療 最新スタンダード 

Ⅱ．循環器診療に関わる領域 

腫瘍循環器学の新しい診療ガイドラインと今後の課題. 循環器ジャーナル, 2023;71(1)：122-127. 

4) 木田圭亮. 医師が語る処方箋の裏側 

スピロノラクトンとロケルマ 

心不全で併用する狙いは. 日経ドラッグインフォメ－ション, 2023;(305)：PE001. 

5) 浅田隆太, 一村昌彦, 今井晶子, 岩田香苗, 太田有紀, 菊地佳代子, 今野浩一, 高木佳子, 寺田智子, 萩森奈央子, 堀部 

恵梨佳, 丸本芳雄. 現地開催！スタディマネジャ－/プロジェクトマネージャーつながり対話会. 臨床薬理, 2023;54(2)： 

85-88. 

                 

学術論文[英文] 
① 原著                
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1) Nogi Kazutaka, Ueda Tomoya, Matsue Yuya, Nogi Maki, Ishihara Satomi, Nakada Yasuki, Kawakami Rika, Kagiyama  

Nobuyuki, Kitai Takeshi, Oishi Shogo, Akiyama Eiichi, Suzuki Satoshi, Yamamoto Masayoshi, Kida Keisuke,  

Okumura Takahiro, Saito Yoshihiko. Effect of carperitide on the 1 year prognosis of patients with acute  

decompensated heart failure. ESC Heart Failure, 2022;9(2)：1061-1070. 

2) Kida Keisuke, Nabeta Takeru, Ishida Miwa, Shiono Takaaki, Suzuki Norio, Doi Shunichi, Tsukahara Maya, Ohta Yuki,  

Kimura Tetsuya, Morishima Yoshiyuki, Takita Atsushi, Matsumoto Naoki, Akashi Yoshihiro J, Ako Junya, Inomata Takayuki. 

 D-dimer levels in patients with nonvalvular atrial fibrillation and acute heart failure treated with edoxaban. 

 Journal of Cardiology, 2022;79(6)：759-767. 

3) Sezai Akira, Tanaka Atsushi, Imai Takumi, Kida Keisuke, Sekino Hisakuni, Murohara  Toyoaki, Sata Masataka,  

Suzuki Norio, Node Koichi. Comparing the Effects of Canagliflozin vs. Glimepiride by Body Mass Index in  

Patients with Type 2 Diabetes and Chronic Heart Failure: A Subanalysis of the CANDLE Trial. Biomedicines,  

2022;10(7)：1656. 

4) Kobayashi Tsukasa, Takeba Yuko, Ohta Yuki, Ootaki Masanori, Kida Keisuke, Watanabe Minoru, Iiri Taroh,  

Matsumoto Naoki. Prenatal glucocorticoid administration enhances bilirubin metabolic capacity and increases  

Ugt1a and Abcc2 gene expression via glucocorticoid receptor and PXR in rat fetal liver. THE JOURNAL OF  

Obstertrics and Gynaecology Research, 2022;48(7)：1591-1606. 

5) Kobayashi Tsukasa, Takeba Yuko, Ohta Yuki, Ootaki Masanori, Kida Keisuke, Watanabe Minoru, Iiri Taroh,  

Matsumoto Naoki. Prenatal glucocorticoid administration accelerates the maturation of fetal rat hepatocytes.  

Molecular Biology Reports, 2022;49(7)：5831-5842. 

6) Nabeta Takeru, Kitai Takeshi, Naruse Yoshihisa, Taniguchi Tatsunori, Yoshioka Kenji, Tanaka Hidekazu, Okumura  

Takahiro, Sato Shuntaro, Baba Yuichi, Kida Keisuke, Tamaki Yodo, Matsumoto Shingo, Matsue Yuya. Risk  

stratification of patients with cardiac sarcoidosis: the ILLUMINATE-CS registry. European Heart Journal,  

2022;43(36)：3450-3459. 

7) Haruo Suzuki, Masanori Ootaki, Shigetaka Yoneda. Molecular dynamics study on the hydrogen bond formation  

between α-hydrogen atom of L-Phe and N5 atom of FAD in the enzyme-substrate complex of the L-Phe oxidase  

reaction. Biochemical and Biophysical Research Communications, 2022;626：151-155. 

8) Kida Keisuke, Nishitani Miho, Kono Yuji, Kamiya Kentaro, Kishi Takuya, Node Koichi, Makita Shigeru, Kimura  

Yutaka, Ishihara Shunichi. Second Nationwide Survey of Japanese Cardiac Rehabilitation Training Facilities  

During the Coronavirus Disease 2019 (COVID-19) Outbreak. Circulation Reports, 2022;4(10)：469-473. 

9) Nemoto Shinji, Kasahara Yusuke, Izawa Kazuhiro P, Watanabe Satoshi, Yoshizawa Kazuya, Takeichi Naoya, Akao  

Keigo, Watanabe Sato, Mizukoshi Kei, Suzuki Norio, Ashikaga Kohei, Kida Keisuke, Osada Naohikok, Akashi  

Yoshihiro J. Relevant factors of leg strength at hospital discharge in patients hospitalized due to acute  

decompensated heart failure: multi-institutional prospective observational study. European Journal of  

Cardiovascular Nursing, 2022;21(7)：741-749. 

10) Makita Noriko, Sato Junichiro, Manaka Katsunori, Akahane Kimiko, Ito Takahiro, Yamazaki Hajime, Mizoguchi  

Akira, Hikima Yusuke, Horikoshi Hirofumi, Nangaku Masaomi, Iiri Taroh. Successful prednisolone or  

calcimimetic treatment of acquired hypocalciuric hypercalcemia caused by biased allosteric CaSR  

autoantibodies. The Journal of Clinical Investigation, 2022;7(20)：e156742. 

11) Ito Miyuki, Maeda Daichi, Matsue Yuya, Shiraishi Yasuyuki, Dotare Taishi, Sunayama Tsutomu, Nogi  

Kazutaka, Takei Makoto, Ueda Tomoya, Nogi Maki, Ishihara Satomi, Nakada Yasuki, Kawakami Rika,  

Kagiyama Nobuyuki, Kitai Takeshi, Oishi Shogo, Akiyama Eiichi, Suzuki Satoshi, Yamamoto Masayoshi, 

 Kida Keisuke, Okumura Takahiro, Nagatomo Yuji, Kohno Takashi, Nakano Shintaro, Kohsaka Shun,  

Yoshikawa Tsutomu, Saito Yoshihiko, Minamino Tohru  

Yoshihiko , Tohru Minamino. Association between class of foundational medication for heart failure and  

prognosis in heart failure with reduced/mildly reduced ejection fraction. Scientific reports, 2022;12(1)： 

16611. 

12) Dotare Taishi, Maeda Daichi, Matsue Yuya, Sunayama Tsutomu, Kida Keisuke, Kitai Takeshi, Kagiyama Nobuyuki,  

Yamaguchi Tetsuo, Okumura Takahiro, Mizuno Atsushi, Oishi Shogo, Inuzuka Yasutaka, Akiyama Eiichi, Suzuki  

Satoshi, Yamamoto Masayoshi, Minamino Tohru.. Early drop in systolic blood pressure is associated with poor  

diuretic response and prognosis in patients with acute heart failure. European Heart Journal, 2022;11(10)： 

749-757. 
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13) Nakai Kazuki, Manaka Katsunori, Sato Junichiro, Takeuchi Maki, Yamazaki Yuto, Sasano Hironobu,  

Tsurutani Yuya, Saito Jun, Nishikawa Tetsuo, Iiri Taroh, Nangaku Masaomi, Makita Noriko.  

Aldosterone-Producing Adenomas of Increased Size Are Associated With Higher Steroidogenic Activity. J Clin  

Endocrinol Metab, 2022;107(11)：3045-3054. 

14) Matsumoto Shingo, Nakamura Norihito, Konishi Masaaki, Shibata Atsushi, Kida Keisuke, Ishii  

Shunsuke, Ikeda Takanori, Ikari Yuji. Neuroendocrine hormone status and diuretic response to atrial  

natriuretic peptide in patients with acute heart failure. ESC Heart Fail, 2022;9(6)：4077-4087. 

15) Seki Tomotsugu, Murata Makoto, Takabayashi Kensuke, Yanagisawa 

Takashi, Ogihara Masayuki, Kurimoto Ritsuko, Kida Keisuke, Tamita Koichi, Song Xiaoyang, Ozasa Neiko, Taniguchi 

 Ryoji, Nishitani-Yokoyama Miho, Koba Shinji, Murai Ryosuke, Furukawa Yutaka, Hamasaki Maki, Kondo Hirokazu,  

Hayashi Hironori, Ootakara-Katsume Asako, Tateishi Kento, Matoba Satoaki, Adachi Hitoshi, Shiraishi Hirokazu.  

Cardiac Rehabilitation for Patients With Stable Ischemic Heart Disease Without Revascularization - Rationale  

and Design of a Single-Arm Pilot Study. Circulation Reports, 2023;5(3)：90-94. 

16) Shiina Kazuki, Tomiyama Hirofumi, Tanaka Atsushi, Imai Takumi, Hisauchi Itaru, Taguchi Isao, Sezai  

Akira,  Toyoda Shigeru, Dohi Kaoru, Kamiya Haruo, Kida Keisuke, Anzai Toshihisa, Chikamori, Taishiro,  

Node Koichi. Canagliflozin independently reduced plasma volume from conventional diuretics in patients with  

type 2 diabetes and chronic heart failure: a subanalysis of the CANDLE trial. Hypertension Research,  

2023;46(2)：495-506. 

17) Shiga Tsuyoshi, Suzuki Tsuyoshi, Kida Keisuke, Atsushi Suzuki, Kohno Takashi, Ushijima Akiko, Kiuchi 

 Shunsuke, Ishii Shunsuke, Murata Makoto, Ijichi Takeshi, Suzuki Makoto, Nishikawa Masako.  

Rationale and Design of the Effect of Ivabradine on Exercise Tolerance in Patients With Chronic Heart Failure  

(EXCILE-HF) Trial - Protocol for a Multicenter Randomized Controlled Trial -. Circulation Reports, 2023;5(4) 

：157-161. 

18) Kurashima Shinichi,i Kitai Takesh, Matsue Yuya, Nogi Kazutaka, Kagiyama Nobuyuki, Oishi Shogo, Akiyama  

Eiichi, Suzuki Satoshi, Yamamoto Masayoshi, Kida Keisuke, Okumura Takahiro, Nogi Maki, Ishihara Satomi, Ueda  

Tomoya, Kawakami Rika, Furukawa utaka, Saito Yoshihiko, Izumi Chisato. Trajectory of serum chloride levels  

during decongestive therapy in acute heart failure. International Journal of Cardiology, 2023;375：36-43. 

② 総説又は症例解説               

1) Sakurai Kenzo, Takeba Yuko, Osada Yosuke, Mizuno Masanori, Tsuzuki Yoshimitsu, Aso Kentaro, Kida Keisuke,  

Ohta Yuki, Ootaki Masanori, Iiri Taroh, Hokuto Isamu, Shimizu Naoki, Matsumoto Naoki. Antenatal  
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1) Shimizu J, Murayama M, Miyabe Y, Suzuki N. Gut microbe metabolite short-chain fatty acids may associate with  

development of respiratory involvement in patients with relapsing polychondritis. American College of  

Rheumatology annual meeting, 2022. 

③ その他                

1) 中田ー有光 なぎさ. 生体イメージング技術を用いた中枢性神経疾患の病態解明. 聖マリアンナ医科大学・明治大学共同 

研究会, 2022. 
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病理学（診断病理・分子病理）               

                 

著書 
1) 大橋健一、小池淳樹、冨田茂樹、原重雄.  非腫瘍性疾患病理アトラス 腎 2022;:1-436. 

                 

学術論文[和文] 
① 原著                

1) 西谷友里, 川口皓平, 工藤公介, 川口拓哉, 大林樹真, 田中邦英, 大山慧, 古田繁行, 関保二, 小池淳樹, Pringle KC,  

北川博昭. 腎発生における HNF1βの役割. 発達腎研究会誌, 2022;29(1)：21-25. 

2) 本吉愛, 小池淳樹, 津川浩一郎. BRCA1/2 病的バリアント保有者の対側乳房リスク低減手術検体における病理評価法の検討 

. 聖マリアンナ医科大学雑誌, 2022;50(2)：47-54. 

3) 頌彦尚, 中江星子, 外崎麻里, 根本仁, 大池信之, 門松香一. 骨破壊を来たした Superficial acral fibromyxoma の 1例.  

形成外科, 2022;65(7)：869-874. 

② 総説又は症例解説               

1) 大池信之, 神谷健太郎, 野呂瀬朋子, 栁澤信之, 中矢大輝. 小池淳樹. 膵神経内分泌腫瘍の病理解析と機械学習. 肝胆膵 

, 2022;84(6)：779-782. 

2) 大池信之, 神谷健太郎, 野呂瀬朋子, 栁澤信之, 中矢大輝, 小池淳樹. 【膵神経内分泌腫瘍-新たなる胎動 2022-】病理診 

断 膵神経内分泌腫瘍の病理解析と機械学習. 肝胆膵, 2022;84(6)：779-782. 

3) 大池信之、野呂瀬朋子、栁澤信之、杉野隆、小池淳樹. 【膵・消化管腫瘍の病理と分子異常】膵に発生する機能性・遺伝 

性神経内分泌腫瘍の病理診断と分子異常. 病理と臨床, 2022;40(12)：1224-1230. 

4) 大池信之,  野呂瀬 朋子, 柳澤 信之, 杉野 隆, 小池 淳樹. 【神経内分泌腫瘍-さらなる病態の理解に向けて-】膵・消化 

管腫瘍の病理と分子異常 膵に発生する機能性・遺伝性神経内分泌腫瘍の病理診断と分子異常. 病理と臨床, 2022;40(12) 

：1224-1230. 

5) 戸高明子, 野呂瀬朋子, 大池信之. 【膵癌・胆道癌 2023(上)膵癌編-基礎・臨床の最新研究動向-】上皮性腫瘍 浸潤性膵 

管癌 特殊な組織型(臨床病理学的特徴) 退形成癌. 日本臨床, 2023;81：241-246. 

③ 症例報告                

1) 梅澤早織, 小林慎二郎, 中原一有, 路川陽介, 井田圭亮, 土橋篤仁, 小泉哲, 佐藤純也, 小池淳樹, 大坪毅人. EUS-FNA で 

術前に確定診断できた TS1 の多形細胞型退形成癌の 1 例. 膵臓, 2022;37(2)：104-111. 

2) 坂本菜央, 本吉愛, 敦賀智子, 川本久紀, 津川浩一郎, 田島信哉, 小池淳樹. 心臓転移をきたした乳腺扁平上皮癌の 1 例.  

乳癌の臨床, 2022;37(3)：263-268. 

3) 長坂智裕, 方波見卓行, 山本雄太郎, 松葉怜, 清水紗智, 矢吹由香里, 有泉泰, 長宗我部基弘, 吉田一彦, 長嶋洋治,  山 

﨑有人, 笹野公伸, 曽根正勝. 乳癌、甲状腺乳頭癌を併発した副腎皮質癌の一例. ACTH RELATED PEPTIDES, 2022;33： 

19-21. 

4) 臼井創大, 内藤正規, 天野優希, 勝又健太, 菊地悠輔, 根岸宏行, 大島隆一, 國場幸均, 有泉 泰, 長宗我部基弘, 古畑智 

久, 大坪毅人. 好酸球性多発血管炎症性肉芽腫症に合併した横行結腸癌の 1例. 癌と化学療法, 2022;49(13)：1823-1825. 

                 

学術論文[英文] 
① 原著                

1) Yano M, Nasu K, Yasuda M, Katoh T, Kagabu M, Kobara H, Matsuura M, Tokuyama O, Yamawaki T, Wakahashi S,  

Noguchi T, Mizuno K, Shitsukawa K, Onohara Y, Nakabori T, Miyasaka A, Nakao T, Matsunaga T, Kunimi Y, Sakurai  

M, Uchiyama A, Itoh R, Ohike N, Hirakawa T, Watanabe T, Nishino K, Motohashi T, Ito K.. Clinicopathological  

features and programmed death-ligand 1 immunohistochemical expression in a multicenter cohort of uterine and  

ovarian melanomas: a retrospective study in Japan (KCOG-G1701s). Melanoma research, 2022;32(3)：150-158. 

2) Nishiya Yuri, Kawaguchi Kohei, Kudo Kosuke, Kawaguchi Takuya, Obayashi Juma, Tanaka Kunihide, Ohyama Kei,  

Furuta Shigeyuki, Seki Yasuji, Koike Junki, Pringle KC, Kitagawa Hiroaki. Factors influencing the development  

of multicystic dysplastic kidney(MCDK) following urinary tract obstruction in the fetal lamb. Pediatric  

Surgery International, 2022;38(6)：913-918. 

3) Morikawa Kei, Kida Hirotaka, Handa Hiroshi, Inoue Takeo, Saji Hisashi, Koike Junki, Nakamura Seiji, Sato  

Yoshiharu, Ueda Yumi, Suzuki Fumihiko, Matoba Ryo, Mineshita Masamichi. A Prospective Validation Study of  

Lung Cancer Gene Panel Testing Using Cytological Specimens. Cancers, 2022;14(15)：3783. 
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4) Motohiro Chosokabe, Yasushi Ariizumi, Junki Koike. Remote Rapid Intraoperative Diagnosis Support System Using  

the Remote Desktop. Mathews Journal of Cancer Science, 2022;7(3)：1-6. 

5) Kinoshita Kohei, Morikawa Kei, Tsuruoka Hajime, Chosokabe Motohiro, Kida Hirotaka, Handa Hiroshi, Inoue  

Takeo, Miyazawa Tomoyuki, Saji Hisashi, Mineshita Masamichi. Efficacy of combined transbronchial lung  

cryobiopsy and conventional forceps biopsy for lung malignancies: a prospective cohort study. Scientific  

Reprts, 2023;13(1)：1850. doi: 10.1038/s41598-023-29007-y. 

② 症例報告                

1) Nishi Yoshihiro, Handa Hiroshi, Tsuruoka Hajime, Inoue Takeo, Naruki, Saeko, Abe Tatsuyuki, Mineshita  

Masamichi. Successful Treatment with Radiation Therapy in an Older Patient with Endobronchial Schwannoma.  

Case Reports in Oncology, 2022;15(1)：212. 

2) Imai T, Shinohara K, Uchino K, Okuma H, Maki F, Hiruma K, Ariizumi Y, Yamano Y. Paraneoplastic cerebellar  

degeneration with anti-Yo antibodies and an associated submandibular gland tumor: a case report. BMC  

Neurology, 2022;22(1)：165. 

3) Ogawa Yukihisa, Kubota Manabu, Takagi Masayuki, Hidefumi Mimura. A feasibility study of percutaneous  

transhepatic gallbladder filling (PTGBF) in a swine model. Minimally Invasive Therapy & Allied Technologies,  

2022;：DOI-10.1080/13645706.2022.2080509. 

4) Natsumi Furuya, Junichi Hasegawa, Chika Homma, Tai Kawahara, Yuriko Iwahata, Hideyuki Iwahata, Haruhiro  

Kondo, Masatomo Doi, Junki Koike, Nao Suzuki. Novel ultrasound assessment of placental pathological function  

using superb microvascular imaging. The journal of maternal-fetal & neonatal medicine : the official journal  

of the European Association of Perinatal Medicine, the Federation of Asia and Oceania Perinatal Societies,  

the International Society of Perinatal Obstetricians, 2022;35(16)：3036-3039. 

5) Segami Kohei, Kobayashi Shinjiro, Hiwatari Masaki, Ogura Yuta, Katayama Masafumi, Koizumi Satoshi, Chosokabe  

Motohiro, Koike Junki, Otsubo Takehito. Lymph node recurrence and re-excision after primary tumor resection  

of a histiocytic sarcoma of duodenal origin : a case report. Surgical Case Report, 2022;(8)：189-194. 

6) Kohatsu.K, Suzuki T, Takimoto M, Matsui K, Hashiguchi A, Koike J, Shirai S. Granulomatous interstitial  

nephritis with CTLA-4 haploinsufficiency: a case report. BMC Nephrology, 2022;23(1)：367. 

7) Morikawa Kei, Handa Hiroshi, Ueno Junko, Tsuruoka Hajime, Inoue Takeo, Shimada Naoki, Koike Junki, Nakamura  

Seiji, Sato Yoshiharu, Mineshita Masamichi. RET fusion mutation detected by re-biopsy 7 years after initial  

cytotoxic chemotherapy: A case report. Frontiers in Oncology, 2022;：doi: 10.3389/fonc.2022.1019932.. 

8) Motohiro Chosokabe, Yasushi Ariizumi, Toshiya Kobayashi. A Case Report of an Extensively Ossified Left Atrial  

Myxoma. Surgical Case Report, 2022;5(3)：1-4. 
 

Nishiyama Kazuhiro, Morikawa Kei, Shinozaki Yusuke, Ueno Junko, Tanaka Satoshi, Tsuruoka Hajime, Azagami  

Shinya, Ishida Atsuko, Yanagisawa Nobuyuki, Akashi J. Yoshihiro, Mineshita Masamichi. Electrocardiographic  

changes in pembrolizumab-induced fatal myocarditis. Frontiers in Immunology, 2023;14： 

doi:10.3389/fimmu.2023.1078838. 

③ その他                

1) Junichi Hasegawa, Natsumi Furuya, Masatomo Doi, Junki Koike, Chika Homma, Mayumi Nieda, Yoko Nishimura, Nao  

Suzuki. Histological Assessment of the Placenta Accreta Spectrum Diagnosed with a 33-MHz Linear Probe during  

Cesarean Section. Ultrasound in medicine & biology, 2022;48(6)：1151-1156. 

                 

学会発表 
① 国内学会                

1) 工藤公介, 大山慧, 田中邦英, 川口皓平, 渡邊春花, 栁澤信之, 小池淳樹, 古田繁行, 北川博昭. 小児肝細胞癌における 

GPC3 発現の検討. 第 59回日本小児外科学会学術集会, 2022. 

2) 野呂瀬朋子, 大池信之, 刀稱亀代志, 大野幸代, 佐々木恵子, 杉野隆. 膵組織診断と細胞診断の collaboration 膵腫瘍に 

おける膵組織診と細胞診の位置づけ. 第 63 回日本臨床細胞学会総会春期大会, 2022. 

3) 田島亮, 白井小百合, 野田竜之介, 井上友彦, 小池淳樹, 市川大介, 柴垣有吾. 当院における特発性膜性腎症の臨床経過 

とその特徴. 第 65回日本腎臓学会学術総会, 2022. 

4) 北野史也, 白井小百合, 高山卓, 野田竜之介, 井上友彦, 市川大介, 小池淳樹, 柴垣有吾. IgA 腎症保存的加療例の寛解 

，腎予後および追加治療の有効性の検討. 第 65 回日本腎臓学会学術総会, 2022. 
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5) 韓蔚, 白井小百合, 高山卓, 野田竜之介, 井上友彦, 市川大介, 小池淳樹, 柴垣有吾. 扁桃摘出術，ステロイドパルスを 

行った IgA 腎症患者における 

血尿，蛋白尿の寛解因子の検討. 第 65回日本腎臓学会学術総会, 2022. 

6) 宮下紗季, 生澤竜, 島田直樹, 大川千絵, 小池淳樹, 伊藤薫, 鈴木直. 浸潤性小葉癌が卵巣に転移した 1 例. 第 63 回日 

本臨床細胞学会総会（春期大会）, 2022. 

7) 郷田敦史, 生澤竜, 那須隆二, 石井輝子, 才荷翼, 林衛, 村田莉紗, 磯崎勝, 芹澤昭彦. 細胞診スライドセミナーシステ 

ムの構築～Post COVID-19 を見据えて～. 第 63 回日本臨床細胞学会総会（春期大会）, 2022. 

8) 菊地栄次, 早川望, 生澤竜, 小池淳樹. 泌尿器科医からみた尿細胞診標本採取の現状と課題. 第 63 回日本臨床細胞学会総 

会（春期大会）, 2022. 

9) 野呂瀬朋子, 大池信之, 刀稱亀代志, 大野幸代, 佐々木恵子, 杉野隆. 膵腫瘍における膵組織診と細胞診の位置づけ. 第 

63 回日本臨床細胞学会総会（春期大会）, 2022. 

10) 森川慶, 島田直樹, 大川千絵, 木田博隆, 井上健男, 小池淳樹, 峯下昌道. 細胞診パネル検査のため ROSE を再考し再興する.  

第 63 回日本臨床細胞学会総会（春期大会）, 2022. 

11) 早川 智絵, 稲山 久美子, 干川 晶弘, 井村 穣二, 荻野 正宗, 沖津 駿介,  宇杉 美由紀, 上野 隆彦, 相田 芳夫.  

膵領域における良悪性の鑑別方法と診断上の落とし穴. 第 63 回日本臨床細胞学会総会, 2022. 

12) 佐々木真実, 草苅宏有, 奥原柚美, 赤埴由紀子, 安田玲子, 長宗我部基弘, 有泉泰. 関節液からのアミロイド検索が診断 

の一助となった一例. 第 63 回日本臨床細胞学会総会（春期大会）, 2022. 

13) 赤埴由紀子, 奥原柚美, 佐々木真実, 草苅宏有, 安田玲子, 長宗我部基弘, 有泉泰. 当院の EUS-FNAや EBUS-TBNA における 

ROSE の院内感染防止対策. 第 63 回日本臨床細胞学会総会（春期大会）, 2022. 

14) 佐々木美友, 生澤竜, 島田直樹, 大川千絵, 小池淳樹. 乳癌術後 6年に発生した粘液線維肉腫の 1 例. 第 63 回日本臨床細胞 

学会総会（春期大会）, 2022. 

15) 佐々木 貴浩, 古畑智久, 野田顕義, 小野龍宣, 西村正成, 小泉宏隆, 大坪毅人. 胃癌リンパ節転移診断における OSNA™  

法の検討. 第 47 回日本外科連合学会学術集会, 2022. 

16) 野田顕義, 古畑智久, 西村正成, 小野龍宣, 佐々木貴浩, 小泉宏隆, 大坪毅人. 偶発的に発見された胃好酸球性肉芽腫 

症の 1 例. 第 47 回日本外科連合学会学術集会, 2022. 

17) 久保こすみ, 鶴岡一, 森川慶, 半田寛, 遠藤陽, 峯下昌道. 気管支内視鏡所見にて治療効果判定のできた再発性多発軟骨 

炎(RP;Relapsing polychondritis)の一例. 第 181 回 日本呼吸器内視鏡学会関東支部会, 2022. 

18) 西川徹, 佐々木美紀, 喜多島美奈, 瀧下茉莉子, 金山益佳, 田雜瑞穂, 坂本菜央, 中野万理, 黒田貴子, 敦賀智子, 志茂 

新, 都築麻紀子, 本吉愛, 小島康幸, 川本久紀, 福田護, 津川浩一郎, 白英, 河原太, 小池淳樹. 10mm 以上の充実性腫瘤 

像を呈した DCIS 症例. 第 30回日本乳癌学会学術総会, 2022. 

19) 大井涼子, 長宗我部基弘, 黒田貴子, 永澤慧, 吉江玲子, 秋山恭子, 都築麻紀子, 志茂新, 本吉愛, 小島康幸, 津川浩一 

郎. 当院における乳腺扁平上皮癌の臨床病理学的特徴. 第 30 回日本乳癌学会学術総会, 2022. 

20) 田雜瑞穂, 小池淳樹, 小島康幸, 中野万理, 坂本菜央, 金山益佳, 黒田貴子, 敦賀智子, 志茂彩華, 志茂新, 本吉愛, 都 

築麻紀子, 白英, 西川徹, 河原太, 川本久紀, 福田護, 津川浩一郎. 当院における浸潤性小葉癌の PD-L1発現状況の検討.  

第 30回日本乳癌学会学術総会, 2022. 

21) 佐々木美紀, 西川徹, 杉山瑠菜, 山田都, 伊藤一希, 喜多島美奈, 瀧下茉莉子, 金山益佳, 坂本菜央, 田雜瑞穂, 中野万 

理, 黒田貴子, 敦賀智子, 志茂新, 都築麻紀子, 本吉愛, 小島康幸, 川本久紀, 津川浩一郎, 小池淳樹. 再発巣にて HER2 

陽転化を生じた 6 例の検討. 第 30 回日本乳癌学会学術総会, 2022. 

22) 臼井創大, 内藤正規, 天野優希, 勝又健太, 菊地悠輔, 根岸宏行, 大島隆一, 國場幸均, 有泉泰, 長宗我部基弘, 大坪毅 

人. 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症に合併した横行結腸癌の 1例. 第 44回日本癌局所療法研究会, 2022. 

23) 天野優希, 内藤正規, 大島隆一, 根岸宏行, 菊地悠輔, 勝又健太, 臼井創大, 長宗我部基弘, 國場幸均, 大坪毅人. 壁外 

性発育を示した回盲部大腸癌の 1例. 第 44 回日本癌局所療法研究会, 2022. 

24) 劉璟壬, 伊藤薫, 大原樹, 河津理, 山本紗季, 飯田瀬里香, 今井悠, 金森怜, 遠藤拓, 竹内淳, 横道憲幸, 久慈志保,  

近藤春裕, 長谷川潤一, 鈴木直, 柳澤信之, 小池淳樹, 戸澤晃子. 腹腔鏡手術で診断及び治療に至った大網妊娠の 1例. 第 

436回神奈川産科婦人科学会学術講演会, 2022. 

25) 姫井紅里, 高野祐一, 野田淳, 山脇將貴, 浅見哲史, 松原大, 吉田詠里加, 東畑美幸子, 鈴木伶佳, 遠藤利行, 高橋祐季 
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32) 杉山美沙紀, 高野祐一, 山脇將貴, 野田淳, 浅見哲史, 野呂瀬朋子, 大池信之, 長濱正亞. 乳癌胆管転移の一例. 日本消 

化器病学会関東支部第 371 回例会, 2022. 

33) 佐々木千鶴子. ラット骨格筋の神経筋接合部と運動終板の電顕観察. 第 34 回 医学生物学電子顕微鏡技術研修会および 

総会, 2022. 
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A, Nagasaka M, Akasu Y, Kaburagi K, Kikuchi T, Shibata S, Matsumoto H, Koseki A, Inoue S, Takata A, Yamano  
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9147. 
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bacteria in Japanese intensive care units: a multicenter retrospective cohort study. Antimicrobial Resistance  

& Infection Control, 2022;11(1)：119. 

4) Kimura M, Ide K, Sato K, Bang E, Ojima T, Kondo K. The relationships between social participation before the  

COVID-19 pandemic and preventive and 

health-promoting behaviors during the pandemic: the JAGES 2019–2020 longitudinal study. Kimura et al.  

Environmental Health and Preventive Medicine, 2022;：DOI-10.1265/ehpm.22-00154. 

                 

学会発表 
① 国内学会                

1) ◎木村美也子，山崎喜比古.. 未就学児をもつ母親のネガティブサポート体験と援助要請への抵抗感. 木村美也子，山崎喜 

比古. 第 48回日本保健医療社会学会大会, 2022. 

2) ◎木村美也子. 血友病周辺女性にとっての保因者である可能性が妊娠・出産・子育て経験にもたらすこと－血友病患児出 

生後の妊娠・出産と次子の性別―. 木村美也子. 第 48 回日本保健医療社会学会大会, 2022. 

3) ◎原田奈穂子, 香田将英, 木村美也子.. 障がい児のいる家庭における避難行動と支援の実態調査. 原田奈穂子, 香田将英 

, 木村美也子. 第 118回日本精神神経学会学術総会, 2022. 

4) ◎香田将英, 原田奈穂子, 木村美也子.. 障がい児の養育者における災害前後の経済状況と災害後の精神的苦痛の関連分析 

. 香田将英, 原田奈穂子, 木村美也子. 第 118 回日本精神神経学会学術総会, 2022. 

5) ◎木村美也子. 新型コロナウイルス感染症流行下における感染予防/健康行動の変化：幼い子を養育する母親を対象とした 

縦断調査による検証. 木村美也子. 第 30 回日本健康教育学会, 2022. 

6) ◎木村美也子. 幼い子をもつ母親の受援力とかかりつけ医の存在. 木村美也子. 第 63回 日本社会医学会総会, 2022. 

7) ◎白井千晶，菅野摂子，木村美也子.. アジア 9 か国における出生前検査の国際比較調査（3）出生前検査への一般的な態度 

と障害観. 白井千晶，菅野摂子，木村美也子. 第 63回日本母性衛生学会総会, 2022. 

8) ◎菅野摂子, 木村美也子, 白井千晶.. アジア 9 か国における出生前検査の国際比較調査（1）妊娠時に受けた検査の受検状 

況とその要因. 菅野摂子，木村美也子, 白井千晶. 第 63 回日本母性衛生学会総会, 2022. 

9) ◎木村美也子，菅野摂子，白井千晶.. アジア 9 か国における出生前検査の国際比較調査（2）次回妊娠時の NIPT 受検意向と 

障害観. 木村美也子，菅野摂子，白井千晶. 第 63 回日本母性衛生学会総会, 2022. 

10) ◎木村美也子，井手一茂，方恩知，尾島俊之, 近藤克則.. 高齢者の新型コロナ流行前の社会参加と流行期の感染予防/健 

康行動：JAGES 縦断研究. 木村美也子，井手一茂，方恩知，尾島俊之, 近藤克則. 第 81 回日本公衆衛生学会学術総会 

, 2022. 
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11) ◎木村美也子. 子育て期の女性におけるパンデミック下の望ましい職場の対応とは？木村美也子. 第 93 回日本衛生学会学 

術総会, 2023. 

12) ◎木村美也子. 他者からのことばに対するネガティブな受け止め方と受援力：未就学児の母親の全国調査. 木村美也子.  

第 93回日本衛生学会学術総会, 2023. 

13) ◎木村美也子, 井手一茂, 尾島俊之, 近藤克則.. 市町レベルの通いの場の新規参加率と脱落率: JAGES2016-2019縦断研究.  

木村美也子, 井手一茂, 尾島俊之, 近藤克則. 第 93回日本衛生学会学術総会, 2023. 

② 国際学会                

1) ◎Kimura M. The relationships between negative social support and capacity to receive support. Kimura M. The  

International Conference on Communication in Healthcare (ICCH) 2022, 2022. 
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法医学                

                 

著書 
1) 呂彩子, 景山則正.. 病理からみた下肢深部静脈血栓症 血管超音波テキスト 第 2 版 2022;:266-267. 

                 

学術論文[和文] 
① 原著                

1) 千葉正悦, 呂彩子, 向井敏二, 林南帆, 福岡莉里花, 飯酒盃勇鉄堅, 磯部英二, 内ケ崎西作, 奥田貴久. 口腔内液（唾液 

）中 DNAに関する研究（第 3報）. DNA 多型, 2022;30(1)：74-80. 

2) 村田久美, 呂彩子, 景山則正, 貝森崚, 水上創, 森晋二郎.. 医原性の化膿性脊椎炎の一剖検例. 法医学の実際と研究 

, 2022;65：17-21. 

                 

学術論文[英文] 
① 原著                

1) Ayako Ro, Narimasa Kageyama, Toshiji Mukai.. Cllnicopathological Characteristics of Cancer Associated Venous  

Thromboembolism (CAT-VTE) from a Medicolegal Autopsy. Annals of Vascular Disesses, 2022;15(2)：101-106. 

2) Hideto Suzuki, Ayako Ro, AyaTakada, Kazuyuki Saito, Kino Hayashi.. Autopsy findings of post-COVID-19  

vaccination deaths in Tokyo Metropolis,. Legal Medicine, 2022;59：102134. 

3) Masatoshi Ito, Natsuko Fujii, Saori Kohara, Shuho Hori, Masayuki Tanaka, Christopher Wittwer, Kenta Kikuchi,  

Takatoshi Iijima, Yu Kakimoto, Kenichi Hirabayashi, Daisuke Kurotaki, Henning J. Jessen, Adolfo Saiardi,  

Eiichiro Nagata. Inositol pyrophosphate profiling reveals regulatory roles of IP6K2-dependent enhanced IP7  

metabolism in the enteric nervous system. JBC, 2023;：102928. 

4) Marie Yoshikawa, Sho Torii, Kazuki Aihara, Masatoshi Ito, Norihito Nakamura, Satoshi Noda, Ayako Yoshikawa,  

Sayo Utsunomiya, Gaku Nakazawa Md, Yuji Ikari. Differences in Biologic Drug Effects and Distal Particulate  

Embolization in Three Paclitaxel-Coated Ballons for Femoropopliteal Lesions in a Rabbit Model. Sage Journal,  

2023;：10.1177. 

                 

学会発表 
① 国内学会                

1) ◎呂彩子, 千葉正悦, 景山則正, 鷺盛久, 大出透乃, 井川亨, 一場一江, 向井敏二. 法医病理診断における唾液腺組織の 

有用性の検討（2）脂肪細胞の増加. 第 106 次日本法医学会学術全国集会, 2022. 

2) ◎千葉正悦, 井川亨, 大出透乃, 一場一江, 鷺盛久, 呂彩子. カフェインとその代謝物のヒト有機アニオントランスポー 

ター及びヒト有機カチオントランスポーターを介した体内動態について. 日本法中毒学会 第 41 年会, 2022. 

3) ◎呂彩子, 景山則正, 千葉正悦, 鷺盛久, 井川亨, 大出透乃, 一場一江. 生死産の鑑別に苦慮した水中分娩児の１剖検例 

. 第 91 回日本穂医学会関東地方集会, 2022. 

4) ◎千葉正悦, 太田昴矢, 鉄堅, 磯部英二, 内ケ崎西作, 奥田貴久, 飯酒盃勇, 小森賢一, 呂彩子.. 口腔内液（唾液）中 

DNAに関する研究（第 4報）. 日本 DNA 多型学会 第 31 回学術集会, 2022. 
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スポーツ医学                

                 

著書 
1) 藤谷博人. 頚椎捻挫 講座スポーツ整形外科学 2022;:2-7. 

2) 藤谷博人. アメリカンフットボール ドクター編 ナショナルチームドクター・トレーナーが書いた種目別スポーツ障害の 

評価とリハビリテーション 2022;:190-197. 

3) Kanaka Yatabe, Kohei Ashikaga, Ryota Muroi, Naoko Yui, Satomi Kasuya, Rumiko Inoue, Shu Somemura, Fumiko  

Terawaki, Hisao Miyano, Hiroto Fujiya.. Chapter 16. Effects of a Medical Approach Involving Periodic  

Intervention: An Approach towards Anxiety and Mood among Ballet Dancers. Emerging Trends in Disease and  

Health Research 2022;7:165-174. 

4) Kanaka Yatabe, Kohei Ashikaga, Ryota Muroi, Naoko Yui, Satomi Kasuya, Shu Somemura, Fumiko Terawaki, Ko Sato,  

Kazuo Yudoh, Hisao Miyano, Hiroto Fujiya.. Chapter 8. Determining the Effects of Serotonin Transporter Gene  

Polymorphism on Mood during the Period before the Competition in Japanese Ballet Dancers. New Horizons in  

Medicine and Medical Research 2022;6:54-68. 

                 

学術論文[和文] 
① 原著                

1) 小林侑里, 根本慎司, 笠原酉介, 渡辺敏, 武市尚也, 吉沢和也, 渡邉紗都, 赤尾圭吾, 桑村雄偉, 藤村健, 鈴木規雄, 長 

田尚彦, 足利光平, 木田圭亮, 明石嘉浩. 退院時に身体的フレイルまたはプレフレイルを呈する高齢心不全患者の臨床的 

特徴. 心臓リハビリテーション, 2022;28(2)：197-203. 

2) 藤村健, 武市尚也, 笠原酉介, 吉沢和也, 根本慎司, 赤尾圭吾, 桑村雄偉, 渡辺敏, 足利光平, 出雲昌樹, 木田圭亮, 明 

石嘉浩. 経カテーテル的大動脈弁置換術後の日常生活動作能力維持に関連する因子の検討. 心臓リハビリテーション 

, 2022;28(3・4)：269-274. 

3) 藤村健, 武市尚也, 笠原酉介, 吉沢和也, 根本慎司, 赤尾圭吾, 桑村雄偉, 渡辺敏, 足利光平, 出雲昌樹, 木田圭亮, 明 

石嘉浩. 経カテーテル的大動脈弁置換術後の日常生活動作能力維持に関連する因子の検討. 心臓リハビリテーション 

, 2022;28(3・4)：269-274. 

4) 藤谷博人, 川原貴, 月村泰規, 立石智彦, 反町武史, 中山晴雄, 植原健二, 齋藤良彦, 小松太一, 山田慎, 福田崇, 麻生 

敬, 青柳康史. COVID-19 による長期活動休止がその試合時の外傷に与える影響―関東大学アメリカンフットボールにおけ 

る検討―. 日本臨床スポーツ医学会誌, 2023;31(1)：24-29. 

② 総説又は症例解説               

1) 室井良太. 自宅でできるリハビリテーション(第 11 回) 高齢者のためのストレッチング指導. LOCO CURE, 2022;8(3)： 

75-80. 

2) 藤谷博人. 感染対策 アメリカンフットボール. フットボールの科学, 2023;18(1)：266-269. 

                 

学術論文[英文] 
① 原著                

1) Ashikaga Kohei, Yoneyama Kihei, Musha Haruki, Akashi J Yoshihiro, Kawahara Takashi. Association of  

electrographic left ventricular hypertrophy with incident hypertension among the Tokyo 1964 Olympic athletes:  

a 50-year follow-up study. Sports Sciences for Health, 2022;18(2)：517-523. 

2) Ashikaga Kohei, Yoneyama Kihei, Hirayama Kuniaki, Suzuki Tatsuhiro, Muroi Ryota, Inoue Rumiko, Ishibashi  

Yuki, Nakase Junsuke, Takeda Hideaki, Fujiya Hiroto. Medical care provision at the venue of the weightlifting  

event of the Tokyo 2020 Olympic Games. Sport Siences for Health, 2022;18(3)：847-852. 

3) Nemoto Shinji, Kasahara Yusuke, Izawa Kazuhiro P, Watanabe Satoshi, Yoshizawa Kazuya, Takeichi Naoya, Akao  

Keigo, Watanabe Sato, Mizukoshi Kei, Suzuki Norio, Ashikaga Kohei, Kida Keisuke, Osada Naohikok, Akashi  

Yoshihiro J. Relevant factors of leg strength at hospital discharge in patients hospitalized due to acute  

decompensated heart failure: multi-institutional prospective observational study. European Journal of  

Cardiovascular Nursing, 2022;21(7)：741-749. 

4) Kanaka Yatabe, Naoko Yui, Satomi Kasuya, Ryota Muroi, Rumiko Inoue, Shu Somemura, Kohei Ashikaga, Fumiko  

Terawaki, Hisao Miyano, Ko Sato, Kazuo Yudoh, Hiroto Fujiya.. Professional Ballet Dancers' Balance Ability  

and Psychological Traits and States: A Longitudinal Pilot Study. The Open Sports Sciences Journal,  

2022;15(e1875399X2207200)：1-12. 
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5) Ashikaga Kohei, Itoh Haruki, Maeda Tomoko, Itoh Hidetaka, Tanaka Shiori, Ichikawa Yuri, Nagayama Masatoshi,   

Akashi Yoshihiro, Isobe Mitsuaki. Usefulness of the predicted percentage ventilatory efficiency for carbon  

dioxide output during exercise in patients with chronic heart failure. Heart and Vessels, 2023;38(1)：56-65. 

6) Ashikaga Kohei, Itoh Haruki, Maeda Tomoko, Ichikawa Yuri, Tanaka Shiori, Koike Akira, Makita Shigeru, Omiya Kazuto, 

 Kato Yuko, Adachi Hitoshi, Nagayama Masatoshi, Akashi Yoshihiro J. Age- and sex-stratified normal values for  

circulatory and ventilatory power during ramp exercise derived from a healthy Japanese population. Heart and Vessels, 

 2023;：DOI-https://doi.org/10.1007/s00380-023-02258-5. 

② 症例報告                

1) Iizuka Y, Tsuchida T, Ashikaga K, Ie K, Matsuda T, Ishizuka K, Okuse C, Matsuda T, Ohira Y. Patent Foramen  

Ovale Complicated With Renal Infarction and Pulmonary Embolism: A Case Report With Literature Review. Cureus,  

2023;15(2)：e35433. 

                 

学会発表 
① 国内学会                

1) 足利光平, 土井駿一, 鈴木規雄, 木田圭亮, 武市尚也, 渡辺敏, 明石嘉浩. 経皮的大動脈弁術後の患者に対する遠隔心臓 

リハビリテーションの安全性・有効性. 第 28回日本心臓リハビリテーション学会学術集会, 2022. 

2) 足利光平. 教育デモンストレーション 1「心肺運動負荷試験編」. 第 28回日本心臓リハビリテーション学会学術集会 

, 2022. 

3) 藤谷博人. スポーツ現場のトピックス -脳振盪-. 日本病院薬剤師会関東ブロック第 52 回学術大会, 2022. 

4) 寺脇史子，室井良太，谷田部かなか，井上留美子，足利光平，藤谷博人. マリアンナ筋力アップ教室におけるサルコペニ 

アへの対応の試み（第 5 報） 

-3 か月間のトレーニングによる筋量変化の実態-. 第 77回日本体力医学会大会, 2022. 

5) 小野寺英孝, 中村歩希, 中山博文, 藤谷博人, 村田英俊. スポーツ関連脳震盪患者の追従性眼球運動の改善を SCAT5の変遷 

絡みた分析. 一般社団法人日本脳神経外科学会 第 81 回学術総会, 2022. 

6) 山崎太輝, 根本慎司, 笠原酉介, 渡辺敏, 武市尚也, 吉沢和也, 渡邉紗都, 赤尾圭吾, 桑村雄偉, 鈴木規雄, 水越慶, 長 

田尚彦, 足利光平, 木田圭亮, 明石嘉浩. 高齢心不全患者の下肢筋力が日常生活活動の困難感に与える影響 -PMADL-8 を 

用いた検討 -. 日本心臓リハビリテーション学会第 7 回関東甲信越地方会, 2022. 

7) 谷田部かなか, 足利光平, 室井良太, 内田将司, 日高岳, 橋本和明, 染村嵩, 井上留美子, 寺脇史子, 小野寺英孝, 藤谷 

博人. アンケートを利用した小児における脳振盪に関する調査について. 第 33回日本臨床スポーツ医学会学術集会, 2022. 

8) 室井良太, 寺脇史子, 井上留美子, 谷田部かなか, 足利光平, 藤谷博人. 野球とアメリカンフットボールにおける投球動 

作の比較. 第 33 回日本臨床スポーツ医学会学術集会, 2022. 

9) 藤谷博人, 室井良太, 寺脇史子, 谷田部かなか, 井上留美子, 足利光平. COVID-19 用消毒液によるアメリカンフットボー 

ルのボール及びグローブ表面の微細構造変化. 第 33回日本臨床スポーツ医学会学術集会, 2022. 

10) 上田佳穂, 宇野津伶奈, 谷田部かなか, 足利光平, 室井良太, 寺脇史子, 藤谷博人.. マスクの着用が運動時の心理に及ぼ 

す影響. 聖マリアンナ医科大学医学会第 83 回学術集会, 2023. 

11) 谷田部かなか, 小野寺英孝, 足利光平, 室井良太, 内田将司, 日髙岳, 橋本知明, 染村嵩, 井上留美子, 寺脇史子, 藤谷 

博人.. 小児における脳振盪および脳振盪様症状に関するアンケート調査. 聖マリアンナ医科大学医学会第 83 回学術集会 

, 2023. 

② その他                

1) 藤谷博人. KCFA における過去 30年における重症頭頚部外傷事故. 2022 年度関東学生 アメリカンフットボール連盟安全対策 

セミナー, 2022. 

2) 藤谷博人. 我が国のアメリカンフットボールにおける外傷および重大事故の実態. 2022年度公認日本アメリカンフットボ 

ール協会指導員講習会(東京会場), 2023. 

3) 藤谷博人. COVID-19による長期活動休止がその後の試合時の外傷に与える影響-2020関東学生リーグ戦における検証-. 第 

25 回日本アメリカンフットボール医科学研究会, 2023. 

4) 藤谷博人. 頭頚部の外傷とその予防. 2022 年度関東学生アメリカンフットボール連盟医務担当者講習会, 2023. 

5) 藤谷博人. スポーツにおける脳振盪 -最近の話題. 市民公開講座健康スポーツ医学講座(川崎市医師会), 2023. 
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臨床検査医学                

                 

著書 
1) 五十嵐岳、後藤和人. 検査の Tips！ 第 61回 前回のデータはどんな患者さんだったの？ 

～続・RPCでトレーニング！～ 2022;1(24):90-91. 

2) 五十嵐岳、後藤和人. 検査の Tips！ 第 62回 その検体の保存方法は室温保存？冷凍保存？ 2022;3(24):510-511. 

3) 五十嵐岳、後藤和人. 検査の Tips！ 第 63回 PT 正常 APTT 延長(全編）何を確認,検査したらいいの？ 2022;4(24):652-653. 

4) 五十嵐岳、後藤和人. 検査の Tips！ 第 64回 PT 正常 APTT 延長（後編）どう解釈する？ 2022;6(24):1036-1037. 

5) 五十嵐岳、後藤和人. 検査の Tips！ 第 65回 遺伝外来は、何をしらべてから依頼したらいいの？ 2022;7(24):1190-1191. 

6) 五十嵐岳、後藤和人. 検査の Tips！ 第 66回 がん遺伝子パネル検査～実施するのに必要な検体はどう取り扱うの？～ 

 2022;9(24):1568-1569. 

7) 五十嵐岳、後藤和人. 検査の Tips！ 第 67回 腎機能が正常なのに、なぜ Cr が高い！？ 2022;10(24):1720-1721. 

8) 右田王介. 医学画報 

早期発見こそ長生きの鍵 メディカルワードで知る 

体のメンテナンス法 2022;②(別冊付録):42-44. 

9) 五十嵐岳、後藤和人. 検査の Tips！ 第 68回 検診の肝機能異常の注意すべきポイントは？ 2022;12(24):2115-21192119. 

10) 久道三佳子、柴垣有吾. 領域別臨床検査データの診かた 

電解質異常 月刊 臨牀と研究 別冊 2023;2(100):63-68. 

                 

学術論文[和文] 
① 原著                

1) 本吉愛, 久我亜沙美, 鈴木由妃, 杉下陽堂, 右田王介, 津川浩一郎. 包括的がんゲノムプロファイリング検査で抽出され 

る二次的所見に関する実態調査. 遺伝性腫瘍, 2022;22(2)：36-40. 

② 総説又は症例解説               

1) 伊野美幸, 望月篤, 信岡祐彦, 黄世捷, 東郷建, 松本伸行. 【精神科医療における女性医師の役割と期待】医学部教育の 

視点から 現行の医学部教育および大学の女性医師支援について. 精神科治療学, 2022;37(5)：525-531. 

2) 久道三佳子, 柴垣有吾. 【症例に学ぶ臨床検査データの診かた】領域別臨床検査データの診かた 電解質異常. 臨牀と研 

究, 2023;100(2)：201-206. 

                 

学術論文[英文] 
① 症例報告                

1) Kyoko Oshina,Yoshimasa Kamei,Asuka Hori,Fuyuki Hasegawa,Kosuke Taniguchi,Ohsuke Migita,Atsuo  

Itakura,Kenichiro Hata. A novel FLNA variant in a fetus with skeletal dysplasia. 日本人類遺伝学会, 2022;： 

1-3. 

② その他                

1) Hidetaka Uryu,Ohsuke Migita,Minami Ozawa,Chikako Kamijo,Saki Aoto,Kohji Okamura,Fuyuki Hasegawa,Torayuki  

Okuyama,Motomichi Kosuga. Automated urinary sediment detection for Fabry disease using deep-learning  

algorithms. ELSEVIER, 2022;33(100921)：1-7. 

                 

学会発表 
① 国内学会                

1) 青木恵美子, 三輪敬蔵, 望月篤, 東郷建, 黄世捷, 佐野政子, 星野紀子, 松田隆秀, 信岡祐彦, 伊野美幸. 医科大学で 

SDGs に取り組む意義と課題. 第 54 回日本医学教育学会大会, 2022. 

2) 長田尚彦, 井上智友記, 松本裕子, 信岡祐彦. “いびき”の問診から睡眠時無呼吸症候群は推定できるのか. 第 59 回日本 

臨床生理学会総会, 2022. 

3) 井上智友記, 長田尚彦, 信岡祐彦, 松本裕子. 重度閉塞性睡眠時無呼吸症候群（OSA）の血圧変動について. 第 59 回日本臨 

床生理学会総会, 2022. 

4) 土田幸子、井上智友記、五十嵐岳、信岡祐彦. 深部静脈血栓症予防のための下肢圧迫法の効果 

―超音波 Doppler 法を用いた血流速度変化による検討―. 第 69 回日本臨床検査医学会学術集会, 2022. 
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5) 鈴木黎, 佐野文明, 齊木祐輔, 上村悠, 大島久美, 細貝茜, 大橋彩香, 辻村浩司, 小島尚美, 清水則夫, 今留謙一, 新井 

文子. Alemtuzumab を用いた HLA 半合致造血幹細胞移植が奏効した成人発症慢性活動性 EB ウイルス病. 第 45 回日本造血 

・免疫細療法学会, 2023. 

                 

     
和

文 

英

文 
            

 著  書   10               

 論  文  原著 1               

    解説又は総説 2               

    症例報告   1             

    その他   1             
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内科学（総合診療内科）               

                 

著書 
1) 土田知也. FILE11 前皮神経絞扼症候群（ACNES） 消化器疾患のゲシュタルト 2022;(1):100-105. 

2) 奥瀬千晃. FILE01 肝障害（健診で指摘された時どう対応したらよいか） 消化器疾患のゲシュタルト 2022;(1):162-171. 

3) 家研也. FILE01 慢性下痢症 消化管 消化器疾患を疑われる全身疾患、漿膜疾患を含む 2022;:2-9. 

                 

学術論文[和文] 
① 原著                

1) 大槻拓矢, 家研也, 廣瀬雅宣, 本橋伊織, 土田知也, 相原茉里, 櫛渕澪, 八木橋国博, 奥瀬千晃, 松田隆秀, 大平善之.  

気腫性変化を基礎に有する肺炎患者の予後予測～A-DROP と Goddard分類を組み合わせたＡＧ－ＤＲＯＰによる評価法～. 日 

本病院総合診療医学会雑誌, 2022;18(5)：332-339. 

2) 加藤優一, 山下裕顕, 山田祐揮, 廣瀬雅宣, 酒井翼, 本橋伊織, 石田潤, 松永光太郎, 家研也, 松田隆秀, 大平善之, 奥 

瀬千晃. 梅の種子による食餌性十二指腸閉塞の 1例. 日本病院総合診療医学会雑誌, 2022;18(6)：445-447. 

② 総説又は症例解説               

1) 松田隆秀. 漢方医学 卒前教育確立への願い. 日本漢方医学教育振興財団活動業績集, 2022;：28-31. 

2) 石塚晃介. 【めまい診療根拠をもって対応できる!"何となく"を解消!救急でよく出合う疾患の診断ポイントと原因を意識 

した処置、フォロー・再発予防】持続性知覚性姿勢誘発めまい(PPPD)(解説). レジデントノート, 2022;24(7)： 

1169-1174. 

3) 家研也. 12. フォーカス不明の発熱：不明熱診療における身体診察の勘所. Hospitalist, 2022;1：179-184. 

4) 大平善之. AIと総合診療医の共存. Precision Medicine, 2022;5(11)：998-1001. 

5) 大槻拓矢, 家研也. 【”じゃないほう”の消化器症状】肺炎. 臨床雑誌 内科, 2023;131(1)：38-41. 

6) 土田知也. 腹痛で受診した患者の・・・？ 前皮神経絞扼症候群. 臨床雑誌 内科, 2023;131(1)：72-75. 

7) 石塚晃介. 慢性疾患診療のお悩みポイントまとめました 高血圧からヘルスメンテナンスまで 心房細動で DOACは使った 

ほうがいいですか？ DOAC の注意点はありますか？. medicina, 2023;60(2)：326-330. 

8) 片山皓太. 慢性疾患診療のお悩みポイントまとめました 高血圧からヘルスメンテナンスまで Ca 拮抗薬をよく使うので 

すが、注意することはありますか？. medicina, 2023;60(2)：254-256. 

9) 宮沢玲, 奥瀬千晃, 中山みどり, 小磯有美枝, 中村裕子, 桑折正美, 相澤亮, 長島梧郎. コロナ禍における医師事務作業 

補助者の介入効果の検討. 全国自治体病院協議会雑誌, 2023;2023(62（3）)：41-45. 

③ その他                

1) 栗原むつか, 石塚晃介, 野田和敬, 上原孝紀, 生坂政臣.. 第 266回：手のふやけを主訴に受診した 47 歳女性. キーフレー 

ズで読み解く外来診断学, 2022;(5112)：1-2. 

2) 田原淳輔, 石塚晃介, 大平善之. 国際医療福祉大学成田病院症例カンファレンス 70 歳代女性の後頭部痛, 発熱+炎症反応 

高値で疑うべきは？. カンファで学ぶ臨床推論, 2022;：1. 

3) 山本大基, 栁田育孝, 石塚晃介, 上原孝紀, 生坂政臣. 第 270回：発作的な脱力感を主訴に受診した 53 歳男性. キーフレー 

ズで読み解く外来診断学, 2022;(5121)：1-2. 

4) 石塚晃介, 大平善之. 聖マリアンナ医科大学病院・国際医療福祉大学成田病院合同カンファレンス 労作で改善する呼吸 

苦と胸部圧迫感って？. カンファで学ぶ臨床推論, 2022;：1. 

5) 片山皓太. 病院総合医チーム Presents実践！使える論文 My Top 5-病棟あるある編-. 日本プライマリ・ケア連合学会  

プライマリ・ケア, 2022;7(4)：63-65. 

6) 石塚晃介, 大平善之. 聖マリアンナ医科大学病院・国際医療福祉大学成田病院合同カンファレンス 若年女性の皮下出血 

, MCV 高値で聞くべきは？. カンファで学ぶ臨床推論, 2022;：1. 

7) 小島愉生利, 石塚晃介, 横川大樹, 上原孝紀, 生坂政臣. 第 278 回：亜急性に増悪する全身性リンパ節腫大, 全身性浮腫を 

主訴に受診した 53歳男性. キーフレーズで読み解く外来診断学, 2022;(5138)：1-2. 

8) 石塚晃介, 大平善之.. 聖マリアンナ医科大学病院・国際医療福祉大学成田病院合同カンファレンス 温熱刺激で生じる全 

身痛と膨疹といえばこれ！. カンファで学ぶ臨床推論, 2022;：1. 

9) 石塚晃介. 医療面接での病歴聴取のスキルを高める. 集中連載◎「Diagnostic Excellence」を追求しよう, 2022;：1. 

10) 石塚晃介. 聖マリアンナ医科大学病院・国際医療福祉大学成田病院合同カンファレンス 40 歳代女性の腕の動かしにくさ、 

鑑別の進め方. カンファで学ぶ臨床推論, 2023;：1. 

11) 田村弘樹, 石塚晃介, 野田和敬, 上原孝紀, 生坂政臣. 第 288回：発熱, 全身倦怠感を主訴に受診した 46歳女性. キーフレ 

ーズで読み解く外来診断学, 2023;(5160)：1-2. 
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学術論文[英文] 
① 原著                

1) Yokokawa D, Shikino K, Kishi Y, Ban T, Miyahara S, Ohira Y, Yanagita Y, Yamauchi Y, Hayashi Y, Ishizuka K,   

Hirose Y, Tsukamoto T, Noda K, Uehara T, Ikusaka M. Does scoring patient complexity using COMPRI predict the  

length of hospital stay? A multicentre case-control study in Japan. BMJ Open, 2022;12(4)：e051891. 

2) Maeda H, Saito N, Igarashi A, Ishida M, Suami K, Yagiuchi A, Kimura Y, Komino M, Arai H, Morikawa T,  

Motohashi I, Miyazawa R, Moriyama T, Kamura H, Terada M, Kuwamitsu O, Hayakawa T, Sando E, Ohara Y,  

Teshigahara O, Suzuki M, Morimoto K. Effectiveness of mRNA COVID-19 vaccines against symptomatic SARS-CoV-2  

infections during the Delta variant epidemic in Japan: Vaccine Effectiveness Real-time Surveillance for  

SARS-CoV-2 (VERSUS). Clinical Infectious Diseases, 2022;75(11)：1971-1979. 

3) Tsuchida T, Onishi H, Ono Y, Machino A, Inoue F, Kamegai M. Factors associated with preferred place of death  

among older adults: a qualitative interview study in Tama City, Tokyo, Japan. BMJ Open, 2022;12(5)：e059421. 

4) Yokokawa D, Noda K, Yanagita Y, Uehara T,Ohira Y,Shikino K,Tsukamoto T, Ikusaka M. Validating the  

representation of distance between infarct diseases using Word2Vec word embedding. BMC Medical Informatics  

and Decision Making, 2022;22(1)：322. 

5) Uchida S, Shikino K, Ishizuka K, Yamauchi Y, Yanagita Y, Yokokawa D, Tsukamoto T, Noda K, Uehara T, Ikusaka  

M. The flipped classroom is effective for medical students to improve deep tendon reflex examination skills:  

A mixed-method study. PLoS One, 2022;17(6)：e0270136. 

6) Takita M, Yoshida T, Tsuchida T, Nakagama Y, Kido Y, Suzuki S, Imamura M, Kawahata K, Shimizu G, Yoshida H,  

Morikawa D, Kawaguchi T, Fujii S, Tsukuda J, Motohashi T, Fujitani S. Low SARS-CoV-2 antibody titers may be  

associated with poor clinical outcomes for patients with severe COVID-19. Scientific Reports, 2022;12(1)： 

9147. 

7) Shigefuku Ryuta, Takahashi Hideaki, Watanabe Tsunamasa, Hattori Nobuhiro, Ikeda Hiroki, Matsunaga Kotaro,  

Ehira Takuya, Suzuki Tatsuya, Matsumoto Nobuyuki, Okuse Chiaki, Iwasa Motoh, Nakagawa Hayato, Itoh Fumio,  

Suzuki Michihiro. Effects of endoscopic injection sclerotherapy for esophagogastric varices on portal  

hemodynamics and liver function. BMC gastroenterology, 2022;22(1)：350. 

8) Tsuchida T,Hirose M, Inoue Y,Kunishima H,Otsubo T,Matsuda T. Relationship between changes in symptoms and  

antibody titers after a single vaccination in patients with Long COVID. Journal of Medical Virology,  

2022;94(7)：3416-3420. 

9) Namkoong H, Edahiro R, Takano T, Nishihara H, Shirai Y, Sonehara K, Tanaka H,Azekawa S, Mikami Y, Lee H,  

Hasegawa T, Okudela K, Okuzaki D, Motooka D, Kanai M, Naito T, Yamamoto K, Wang QS, Saiki R, Ishihara R,  

Matsubara Y, Hamamoto J, Hayashi H, Yoshimura Y, Tachikawa N, Yanagita E, Hyugaji T, Shimizu E,...,Tsuchida  

T, Fujitani S, Takita M, Morikawa D, Yoshida T, Izumo T, Inomata M,...,Komase Y, Hida N, Tsuburai T, Oyama  

B,...,Shimada H, Endo M, Ohira Y, Watanabe M,...,Fukunaga K,Okada Y. DOCK2 is involved in the host genetics  

and biology of severe COVID-19. DOCK2 is involved in the host genetics and biology of severe COVID-19.  

Nature, 2022;609(7928)：754-760. 

10) Katayama K, Kurita N, Takada T, Miyashita J, Azuma T, Fukuhara S, Takeshima T. Door-to-oral time and  

in-hospital outcomes in older adults with aspiration pneumonia undergoing dysphagia rehabilitation. Clin  

Nutr., 2022;41(10)：2219-2225. 

11) Wang QS, Edahiro R, Namkoong H, Hasegawa T, Shirai Y, Sonehara K, Tanaka H, Lee H, Saiki R, Hyugaji T,  

Shimizu E, Katayama K, Kanai M, Naito T, Sasa N, Yamamoto K, Kato Y, Morita T, Takahashi K, Harada N, Naito  

T, Hiki M, Matsushita Y, Takagi H, Ichikawa M, Nakamura A, Harada S, Sandhu Y, Kabata H, Masaki  

K,...,Tsuchida T, Fujitani S, Takita M, Morikawa D, Yoshida T, Izumo T,...,  Komase Y, Hida N, Tsuburai T,  

Oyama B, Takada M, Kanda H, Kitagawa Y, Fukuta T,...,Endo M, Ohira Y, Watanabe M, Inoue S,..., Okada Y. The  

whole blood transcriptional regulation landscape in 465 COVID-19 infected samples from Japan COVID-19 Task  

Force  Miyake T, Yoshida S, Ogura S, Abe S. The whole blood transcriptional regulation landscape in 465  

COVID-19 infected samples from Japan COVID-19 Task Force. Nature Communications, 2022;13(1)：4830. 

12) Takeshima M, Aoki Y, Ie K, Katsumoto E, Tsuru E, Tsuboi T, Inada K, Kise M, Watanabe K, Mishima K, Takaesu Y.  

Attitudes and Difficulties Associated with Benzodiazepine Discontinuation. International journal of  

environmental research and public health, 2022;19(23)：15990. 
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13) Tamura H, Shikino K, Sogai D, Yokokawa D, Uchida S, Li Y, Yanagita Y, Yamauchi Y, Kojima J, Ishizuka K,  

Tsukamoto T, Noda K, Uehara T, Imaizumi T, Kataoka H, Ikusaka M. Association Between Physician Empathy and  

Difficult Patient Encounters: a Cross-Sectional Study. Journal of General Internal Medicine, 2022;16：doi:  

10.1007/s11606-022-07936-0.. 

14) Nagasaki K, Nishizaki Y, Hachisuka C, Shinozaki T, Shimizu T, Yamamoto Y, Shikino K, Fukui S, Nishiguchi S,  

Katayama K, Kurihara M, Kobayashi H, Tokuda Y. Impact of duty hours on competency-related knowledge  

acquisition among community hospital residents. Journal of General and Family Medicine, 2022;24(2)：87-93. 

15) Umeda A, Miyagawa K, Mochida A, Takeda H, Ohira Y, Kato T, Okada Y, Kotani K. Effects of smoking cessation using 

varenicline on the serum concentrations of oxidized high-density lipoprotein: Comparison with high-density  

lipoprotein cholesterol. PLoS One, 2022;17(11)：e0277766.. 

16) Yamasaki Y, Ooka S, Matsuoka S, Tomita H, Hirose M, Takano T, Suzuki S, Imamura M, Handa H, Nishine H, Takita  

M, Minoura A, Morisawa K, Inoue T, Mineshita M, Kawahata K, Takemura H, Fujitani S, Kunishima H. Predicting  

the aggravation of coronavirus disease-19 pneumonia using chest computed tomography scans. PloS One,  

2022;3(17)：11. 

17) Suzuki S, Imamura M, Mouri M, Tsuchida T, Tomita H, Matsuoka S, Takita M, Kakinuma K, Kawasaki T, Sakurai K,  

Yamazaki K, Kurokawa MS, Kunishima H, Matsuda T, Mineshita M, Takemura H, Fujitani S, Ooka S, Sugihara T,  

Kato T, Kawahata K. Serum gasdermin D levels are associated with the chest computed tomography findings and  

severity of COVID-19. Respiratory Investigation, 2022;60(6)：750-761. 

18) Nakagama Y, Candray K, Kaku N, Komase Y, Rodriguez-Funes MV, Dominguez R, Tsuchida T, Kunishima H, Nagai E,  

Adachi E, Ngoyi DM, Yamasue M, Komiya K, Hiramatsu K, Uemura N, Sugiura Y, Yasugi M, Yamagishi Y, Mikamo H,  

Shiraishi S, Izumo T, Nakagama S, Watanabe C, Nitahara Y, Tshibangu-Kabamba E, Kakeya H, Kido Y. Antibody  

avidity maturation, following recovery from infection or the booster vaccination, grants breadth in  

SARS-CoV-2 neutralizing capacity. The Journal of Infectious Diseases, 2022;227(6)：780-787. 

19) Nishizaki Y, Nagasaki K, Shikino K, Kurihara M, Shinozaki T, Kataoka K, Shimizu T, Yamamoto Y, Fukui S,   

Nishiguchi S , Katayama K , Kobayashi H, Tokuda Y. Relationship between COVID-19 care and burnout among  

postgraduate clinical residents in Japan: a nationwide cross-sectional study. BMJ Open, 2023;13(1)：e066348. 

20) Maeda H, Saito N, Igarashi A, Ishida M, Terada M, Ito T, Ikeda H, Kamura H, Motohashi I, Kimura Y, Komino M,  

Arai H, Kuwamitsu O, Akuzawa N, Sando E, Morikawa T, Imura H, Inoue H, Hayakawa T, Teshigahara O, Ohara Y,  

Suzuki M, Morimoto K. Effectiveness of mRNA COVID-19 vaccines against symptomatic SARS- 

CoV-2 infections during the SARS-CoV-2 Omicron BA.1 and BA.2 epidemic in Japan: 

vaccine effectiveness real-time surveillance for SARS-CoV-2 (VERSUS). Expert Review of Vaccines, 2023;22(1)： 

288-298. 
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34) ◎石塚晃介, 片山皓太, 梶有貴, 田原淳輔, 大平善之. Ultrasonography of Paget-Schroetter Syndrome. ACP(米国内科 

学会)日本支部主催年次総会・講演会, 2022. 
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1) ◎Ishizuka K, Shikino K, Tamura H, Yokokawa D, Tsukamoto T, Ikusaka M.. Hybrid PBL and Pure PBL: which one is  

more effective in developing clinical reasoning skills for general medicine 

 

clerkship? – A mixed method study. AMEE 2022 The Virtual Conference, 2022. 
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1) ◎土田知也. 新型コロナウィルス感染後遺症-その実態と必要な対応について-. 公明と 厚生労働部会, 2022. 

2) ◎土田知也. 新型コロナウイルス感染症後遺症 その実態と治療方法について. 富士市医師会学術講演会, 2022. 
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4) 石塚晃介. 「めまい」の講義とワークショップ. 千葉大学医学部 General Medicine Interest Group, 2022. 
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ナウイルス感染症罹患後症状（後遺症）医療従事者向け研修, 2022. 

6) ◎土田知也. 新型コロナウイルス感染罹患後症状の実態ー大学病院からの知見ー. 第 11 回 COVID-19 臨床懇談会 「今、 

「罹患後症状」を知る」, 2022. 

7) ◎石塚晃介, 大平義之. 呼吸苦, 胸部圧迫感を主訴に受診した 23歳女性. IUHWグランドカンファレンス, 2022. 
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, 2022. 

9) ◎大平善之. 診断推論総論. いわき市医療センター初期研修医勉強会, 2022. 

10) ◎石塚晃介, 大平善之. 両耳の痛み, 咳嗽を主訴に受診した 74 歳男性. 千葉大 GM カンファレンス, 2022. 

11) ◎土田知也. 新型コロナウイルス感染症に関する感染対策等について. 新型コロナウイルス感染症対策に関する講演 

, 2022. 

12) ◎大平善之. ちょっと困った患者さんへの対応のコツ〜Difficult patient への対応方法〜. Difficult patient 横浜市プ 

ライマリ･ケア医会講演会, 2022. 

13) ◎土田知也. Brain Fogに対する脳血流評価と rTMSによる治療効果について. 東京 iCDC 後遺症タスクフォースによる 新型 

コロナウイルス後遺症オンラインセミナー, 2022. 

14) ◎大平善之. 診断推論カンファレンス. いわき市医療センター初期研修医勉強会, 2022. 

15) ◎石塚晃介, 大平善之. 両足に多発するアザを主訴に受診した 23歳女性. IUHWグランドカンファレンス, 2022. 

16) ◎石塚晃介. 画像論文作成の 5 Tips- NEJM アクセプトへの道. 練馬光が丘病院, 2022. 

17) ◎大平善之. 総合診療医が遭遇するしびれ・いたみへのアプローチ. Pain Live Symposium〜総合診療医はこう診る〜 

, 2022. 

18) ◎土田知也. 新型コロナウィルス感染症後外来の現状. 第８２回聖マリアンナ医科大学医学会学術集会, 2022. 

19) ◎石塚晃介, 大平義之. 全身の痛みを主訴に受診した 39 歳女性. IUHWグランドカンファレンス, 2022. 

20) ◎大平善之. 診断推論カンファレンス. いわき市医療センター初期研修医勉強会, 2022. 

21) ◎土田知也. 新型コロナウイルス感染症に関する感染対策等について. 新型コロナウイルス感染症対策に関する講演 

, 2022. 

22) ◎土田知也. それって、コロナの後遺症？～どの診療科にも訪れるコロナ後遺症患者さんをすくうために～. 調布市医師 
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23) ◎土田知也. 新型コロナウイルス感染症の後遺症について. 「新型コロナウイルス感染症」を最新医学から学ぶ, 2022. 

24) ◎鳥飼圭人. 上手に健診を受けるコツ～健診を受ける際の注意点～. 第 49 回聖マリアンナ医科大学公開講座, 2022. 

25) ◎鳥飼圭人. 健診にはどんな種類があるの？. 第 49回聖マリアンナ医科大学公開講座, 2022. 
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- 40 - 

 

28) ◎石塚晃介. 画像論文の書き方. Primary Care Research （PCR） Connect第 4 回年次集会, 2022. 
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30) 原田侑典, 磯田翔, 原田拓, 宮上泰樹, 石塚晃介, 國友耕太郎, 田村弘樹, 栗原むつか, 藤井啓世, 大槻拓矢. 初手を究 
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, 2023. 

31) ◎大平善之. 診断推論カンファレンス. いわき市医療センター初期研修医勉強会, 2023. 

32) 石塚晃介, 大平善之. 両下肢のしびれを主訴に受診した 71歳男性. IUHW グランドカンファレンス, 2023. 

33) ◎土田知也. 新型コロナウイルス感染羅患後症状の実態とその対応について. コロナ羅患後症状と不眠について考える会 

, 2023. 

34) ◎土田知也. コロナ後遺症外来について. 第 2 回新型コロナウイルス感染症対応に資する人材育成研修, 2023. 

35) ◎土田知也. どこでも対応可能な新型コロナウイルス感染後後遺症の評価と治療について. 宮城県保険医協会 診療向上 

学習会, 2023. 

36) 石塚晃介, 田中英美里, 野中沙織, 牧石徹也. 日本におけるバーンアウトの現状. ACP Physicians Well-being  
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内科学（呼吸器内科)               

                 

学術論文[和文] 
① 原著                

1) 上野純子, 大山バク, 駒瀬裕子, 粒来崇博, 檜田直也, 峯下昌道. 院内クラスターにおける COVID-19 感染疑いかつ 

 SARS-CoV-2 PCR 陰性者の抗 SARS-CoV-2 抗体による検出. 聖マリアンナ医科学会雑誌, 2022;50(3)：77-84. 

2) 大山バク, 粒来崇博, 駒瀬裕子, 小野綾美, 村岡弘海, 篠崎勇輔, 西山和宏, 上野純子, 西由紘, 沼田雄, 薄場彩乃, 山 

口裕礼, 檜田直也. 横浜市西部地区における双方向クリニカルパスを用いた、気管支喘息病診連携の現状. アレルギー 

, 2022;71(8)：934-943. 

3) 西根広樹, 平本雄彦, 松澤慎, 木田博隆, 半田寛, 丸田勝弘, 井上健男, 宮澤輝臣, 峯下昌道. マルチ呼吸機能測定装置 

(FB-8010®）を用いた気道狭窄の評価. 気管支学, 2023;45(2)：82-88. 

4) 鶴岡一, 森川慶, 木田博隆, 半田寛, 西根広樹, 井上健男, 小島宏司, 大池信之, 佐治久, 峯下昌道. 気管内多発結節を 

呈した三重癌術後再発（SCLC)の 1 例. 気管支学, 2023;45(2)：151-152. 
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1) 森川慶. 肺がんコンパクトパネル-細胞診検体でのパネル検査も可能な All in One を目指して-. 呼吸器内科, 2022;42(1) 

：69-75. 

2) 森川慶, 関順彦. 非小細胞肺癌に対する EGFR遺伝子変異検査の現状と展望. 呼吸器内科, 2022;42(1)：1-9. 

3) 西山和宏, 峯下昌道. COPD の新しい気管支鏡的インターベンション. 呼吸器内科, 2022;42(4)：416-420. 

4) 駒瀬裕子. 思春期に発症しうる疾患：気管支喘息. 臨床雑誌内科, 2023;131(3)：376-379. 

③ その他                

1) 粒来崇博. 医師のつぶやき ロシア料理を排斥する？. さくら(相模原アレルギーの会会報), 2022;32(2)：4. 

2) 粒来崇博. 医師のつぶやき ミッション：福冨先生の弟子を増やせ！. さくら(相模原アレルギーの会会報), 2022;32(3) 

：5. 

3) 粒来崇博. 医師のつぶやき 紫衣事件の再来？専門医制度に思うこと. さくら(相模原アレルギーの会会報), 2022;32(4) 

：7. 

4) 粒来崇博. 医師のつぶやき あれからどうなった？COVID19. さくら(相模原アレルギーの会会報), 2023;33(1)：7. 

5) 篠﨑勇輔, 粒来崇博, 駒瀬裕子, 大山バク, 檜田直也. 双方向クリニカルパスを用いた気管支喘息病診連携の合併症調査 

. アレルギー, 2023;72(2)：184-185. 
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1) Izawa N, Shiokawa H, Onuki R, Hamaji K, Morikawa K, Saji H, Ohashi H, Kasugai S, Hayakawa N, Ohara T,  

Sunakawa Y. The clinical utility of comprehensive measurement of autoimmune disease-related antibodies in  

patients with advanced solid tumors receiving immune checkpoint inhibitors: a retrospective study. ESMO Open,  

2022;7(2)：100415. 

2) Yukari Tsubata, Takamasa Hotta, Kosuke Hamai, Naoki Furuya, Toshihide Yokoyama, Ryota Saito, Atsushi  

Nakamura, Takeshi Masuda, Megumi Hamaguchi, Shoichi Kuyama, Ryoichi Honda, Tadashi Senoo, Masamoto Nakanishi,  

Masahiro Yamasaki, Nobuhisa Ishikawa, Kazunori Fujitaka, Tetsuya Kubota, Kunihiko Kobayashi, Takeshi Isobe. A  

new risk-assessment tool for venous thromboembolism in advanced lung cancer: a prospective, observational  

study. Journal of hematology & oncology, 2022;15(1)：40. 

3) Daichi Fujimoto, Hiroaki Akamatsu, Takeshi Morimoto, Kazushige Wakuda, Yuki Sato, Yoshitaka Kawa, Toshihide  

Yokoyama, Motohiro Tamiya, Ryota Hiraoka, Naoki Shingu, Hideki Ikeda, Akihiro Tamiya, Masaki Kanazu, Eisaku  

Miyauchi, Satoru Miura, Masaaki Yanai, Makiko Yomota, Ryotaro Morinaga, Takashi Yokoi, Akito Hata, Hidekazu  

Suzuki, Hirotaka Matsumoto, Shinya Sakata, Naoki Furuya, Yuhei Harutani, Ichiro Nakachi, Ayumu Otsuki, Shinya  

Uematsu, Satoshi Hara, Keiki Yokoo, Takeya Sugimoto, Nobuyuki Yamamoto 

Affiliations expand. Histologic transformation of epidermal growth factor receptor-mutated lung cancer.  

European journal of cancer, 2022;166：41-51. 

4) Morikawa Kei, Kinoshita Kohei, Kida Hirotaka, Inoue Takeo, Mineshita Masamichi. Preliminary Results of NGS  

Gene Panel Test Using NSCLC Sputum Cytology and Therapeutic Effect Using Corresponding Molecular-Targeted  

Drugs. Genes, 2022;13(5)：812. 
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5) Nakajima T, Yoshifuji H, Yamano Y, Yurugi K, Miura Y, Maekawa T, Yoshida T, Handa H, Ohmura K, Mimori T,  

Terao C. Co-occurrence of Relapsing Polychondritis and Autoimmune Thyroid Diseases. Orphanet Journal of Rare  

Diseases, 2022;17(1)：101. 

6) Akamatsu Hiroaki, Teraoka Shunsuke, Takamori Shinkichi, Miura Satoru, Hayashi Hidetoshi, Akito Hata, Toi Yukihiro, 

 Shiraishi Yoshimasa, Maesaya Nobuaki, Sato Yuki, Furuya Naoki, Oyanagi Jun, Koh Yasuhiro, Mishumi Toshihiro,  

Yamamoto Nobuyuki, Nakagawa Kazuhiko. Nivolumab retreatment in non-small cell lung cancer patients who responded 

to prior immune-checkpoint inhibitors and had ICI-free intervals (WJOG9616L). Clinical cancer research,  

2022;28(15)：3207-3213. 

7) Namkoong H, Edahiro R, Takano T, Nishihara H, Shirai Y, Sonehara K, Tanaka H,Azekawa S, Mikami Y, Lee H,  

Hasegawa T, Okudela K, Okuzaki D, Motooka D, Kanai M, Naito T, Yamamoto K, Wang QS, Saiki R, Ishihara R,  

Matsubara Y, Hamamoto J, Hayashi H, Yoshimura Y, Tachikawa N, Yanagita E, Hyugaji T, Shimizu E,...,Tsuchida  

T, Fujitani S, Takita M, Morikawa D, Yoshida T, Izumo T, Inomata M,...,Komase Y, Hida N, Tsuburai T, Oyama  

B,...,Shimada H, Endo M, Ohira Y, Watanabe M,...,Fukunaga K,Okada Y. DOCK2 is involved in the host genetics  

and biology of severe COVID-19. DOCK2 is involved in the host genetics and biology of severe COVID-19.  

Nature, 2022;609(7928)：754-760. 

8) Oki Masahide, Handa Hiroshi, Saka Hideo, Kogure Yoshihito, Niwa Hideyuki, Yamada Arisa, Torii Atsushi, Ando  
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Force  Miyake T, Yoshida S, Ogura S, Abe S. The whole blood transcriptional regulation landscape in 465  

COVID-19 infected samples from Japan COVID-19 Task Force. Nature Communications, 2022;13(1)：4830. 
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52) 山本博幸. シン・慢性便秘症診療 2023. 慢性便秘症 Webセミナー ～便秘治療を考える～, 2023. 

53) ◎立石敬介. 三位一体の消化器病診療～より良い地域連携のために～. 世田谷区医師会講演会, 2023. 

54) 山本博幸. シン・慢性便秘症診療 2023. 便秘診療ネットフォーラム, 2023. 

55) 山本博幸. シン・慢性便秘症診療 2023. 慢性便秘症治療を考える会, 2023. 

56) 山本博幸. シン・慢性便秘症診療 2023. 慢性便秘 Web セミナー, 2023. 

57) 山本博幸. シン・慢性便秘症診療 2023. 慢性便秘症 WEBセミナー, 2023. 

58) ◎加藤正樹. 実診療下におけるクローン病の治療戦略と課題. IBD seminar ～基礎、臨床の架け橋～, 2023. 

59) 山本博幸. シン・慢性便秘症診療 2023. 西三河慢性便秘症 WEBフォーラム, 2023. 

60) 山本博幸. シン・慢性便秘症診療 2023. 慢性便秘症 WEBセミナー, 2023. 
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内科学（腎臓・高血圧内科)               

                 

著書 
1) 市川滉介, 小波津香織. Q1. AKI の診断方法の歴史を教えて下さい 実践理解！心腎関連症候群 Q＆A 2022;(1):32-38. 

2) 寺下真帆, 冨永直人. 腎を救うのはあなた！急性腎障害の診かた AKI の鑑別に際し有用な身体所見と細胞外液量評価 レジ 

デントノート 2022;12(24):2042-2048. 

3) 小島茂樹, 櫻田勉. 非カフ型カテーテル挿入術の実際 カテーテル透析パーフェクトマネジメント 2022;(1):30-31. 

4) 柴垣有吾. 同種薬の特徴と使い分け 今日の治療指針 2023 2023;(65):581-583. 

5) 野田竜之介, 村澤昌. 酸塩基平衡の異常：緊急対応が必要な酸塩基平衡異常 腎疾患・透析 最新の治療 2023-2025  

2023;(1):79-82. 

6) 池森敦子、菅谷健、木村健二郎. 尿中 L 型脂肪酸結合蛋白(L-FABP) 臨床検査データブック 2023-2024 2023;:761-762. 

7) 今井直彦. 腎臓の機能 からだがみえる 2023;(1):516-537. 

8) 白井小百合. 糸球体濾過量 からだがみえる 2023;(1):516-517. 

9) 久道三佳子、柴垣有吾. 領域別臨床検査データの診かた 

電解質異常 月刊 臨牀と研究 別冊 2023;2(100):63-68. 

                 

学術論文[和文] 
① 原著                

1) 山田将平, 小波津香織, 村澤昌, 小島茂樹, 柴垣有吾, 櫻田勉. 患者負担の少ない腹膜透析の新たな離脱法 外来でのカ 

テーテル再埋没法. 腎と透析別冊腹膜透析 2022, 2022;93：53-55. 

2) Azegami T, Kounoue N, Sofue T, Yazawa M, Tsujita M, Masutani K, Kataoka Y, Oguchi H. Efficacy of  

pre-emptive kidney transplantation for adults with end-stage kidney disease: a systematic review and  

meta-analysis. Renal failure, 2022;45(1)：2169618. 

② 総説又は症例解説               

1) 髙山卓，村澤昌. 【高齢者と栄養と健康～高齢者の疾病と栄養～】CKD（慢性腎臓病）. Biophilia, 2022;11(1)：20-27. 

2) 桑野克久, 谷澤雅彦, 柴垣有吾. 電解質の管理 低 Na 血症 急性・慢性低 Na血症の初期治療. Medicina, 2022;59(5)： 

630-636. 

3) 藤島理恵, 谷澤雅彦. (第 9 章)腎臓・泌尿器 尿毒症,腎不全. Medicina, 2022;59(4)：274-278. 

4) 今井直彦. 特集 症例から学ぶ-電解質と体液量管理のベストアンサー 扉. medicina, 2022;59：606-607. 

5) 赤沼嵩史, 小島茂樹. 急性腎不全(ARF)から急性腎障害(AKI)へ AKI の予後. 日本医師会雑誌, 2022;151(1)：64-64. 

6) 吉田圭佑, 市川大介. 【ネフローゼ症候群 update】合併症と対策 急性腎障害. 腎と透析, 2022;92(4)：756-759. 

7) 林晃一, 今井直彦. 1 ページでわかる内科疾患の診療ノート-"あたりまえ"のなかにある大事な視点 (第 10章)腎臓 腎硬 

化症. 臨床雑誌内科, 2022;129(4)：1019-1022. 

8) 角浩史, 冨永直人. 低ナトリウム血症～その病態に基づいた鑑別診断～. 日本内科学会雑誌, 2022;111：902-911. 

9) 堀内ゆか, 谷澤雅彦, 柴垣有吾. 【内分泌代謝緊急症】低 Na 血症. 糖尿病・内分泌代謝科, 2022;54(5)：580-586. 

10) 藤島理恵, 谷澤雅彦. 【腎代替療法のすべて】(第 9章)透析患者の合併症 末梢神経障害. 腎と透析, 2022;92：510-514. 

11) 村澤昌, 櫻田勉. 【腎代替療法のすべて】(第 8 章)周術期管理の注意点とポイント 腹膜透析患者. 腎と透析, 2022;92： 

444-447. 

12) 髙山卓, 白井小百合. 【IgA 腎症-最新の知見-】IgA 腎症と RA 阻害薬. 腎と透析, 2022;92(6)：1052-1057. 

13) 谷澤雅彦, 櫻井裕子. 腎移植レシピエントにおける脂質異常症. 日本臨床腎移植学会雑誌, 2022;10(1)：30-40. 

14) 寺下真帆, 谷澤雅彦. 腹膜透析患者の腎移植 移植前後の管理法. 臨床透析, 2022;38(8)：1064-1070. 

15) 小島茂樹, 櫻田勉. 総論 管理目標値と患者の"いつもの値"を知っておこう. 透析ケア, 2022;28(7)：646-653. 

16) 平野宏之介, 今井直彦. 尿細管輸送異常症 尿細管性アシドーシス. 日本臨床, 2022;1：233-237. 

17) 白井佳那, 河原崎宏雄. 慢性腎臓病の患者にプロトンポンプ阻害薬は投与しない方がよいのでしょうか？. 内科 

, 2022;130(3)：591-593. 

18) 柴垣有吾. 臨床 ケトアシドーシスとは何なのか? Back to the Basics. The Lipid, 2022;33(2)：177-186. 

19) 渡邉 詩香, 市川 大介. 【嚢胞腎】多発性嚢胞腎(ADPKD)の合併症とその治療 心血管合併症,腸憩室疾患. 腎と透析 

, 2022;93(4)：593-596. 

20) 寺下真帆, 冨永直人. AKI の鑑別に際し有用な身体所見と細胞外液量評価. レジデントノート, 2022;24(12)：2042-2048. 

21) 大迫希代美, 谷澤雅彦. AKI の疫学・定義・一般的なマネージメント. レジデントノート, 2022;24(12)：2031-2036. 
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22) 近藤千紘, 石倉健司, 一岡聡子, 大前憲史, 奥田雄介, 小板橋賢一郎, 佐々木彰, 陶山浩一, 谷澤雅彦, 水上拓郎, 柴垣 

有吾, 平田純生, 安藤雄一, 古市賢吾, 西山博之, 松原雄, 星野純一, 柳田素子. 【がん薬物療法時の腎障害診療ガイド 

ライン 2022版のポイント】がんサバイバーにおける慢性腎臓病のマネジメント. 癌と化学療法, 2022;49(11)：1200-1204. 

23) 柴垣有吾, 栗田宜明. CKD(透析)患者の Patient Reported Outcome を考える. 日本透析医会雑誌, 2022;37(3)：366-372. 

24) 麻生芽亜, 小波津香織, 柴垣有吾. AKI の薬物治療 ループ利尿薬の使い方. 月間薬事, 2022;64(16)：3357-3363. 

25) 今井直彦. 腎臓内科の進歩と臨床医の使命. 炉辺閑話 2023, 2023;5150：38. 

26) 小山哲平, 小島茂樹. 急性腎障害(AKI)病態と鑑別診断. 腎と透析, 2023;94(1)：11-14. 

27) 小山 亮, 谷澤 雅彦. 【"じゃないほう"の消化器症状-潜んでいる他領域疾患を見逃さない】[Chapter 1]嘔気で受診した 

患者の……? 低ナトリウム血症. 臨床雑誌内科, 2023;131(1)：14-19. 

28) 池田麻理, 市川大介. 11．がん患者における貧血・電解質異常のマネジメント. 循環器内科, 2023;93(2)：153. 

29) 久道三佳子, 柴垣有吾. 【症例に学ぶ臨床検査データの診かた】領域別臨床検査データの診かた 電解質異常. 臨牀と研 

究, 2023;100(2)：201-206. 

30) 櫻田勉. 私たちが取り組む慢性腎臓病教育入院. 医薬の門, 2023;63(1)：4-7. 

③ 症例報告                

1) 寺下真帆, 谷澤雅彦, 柴垣有吾. 臓器障害と AKI 横紋筋融解. 腎と透析, 2022;93(1)：101-105. 

④ その他                

1) 櫻田勉. 新型コロナウイルス感染症(COVID-19)と腹膜透析. 神奈川県透析施設連絡協議会報, 2022;2022(37)：15. 

2) 柴垣有吾, 平木幸治, 音部雄平. 合併症を有する CKD 患者に対するリハビリテーション 高齢保存期 CKD患者における運動 

介入の意義と効果. The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine, 2022;：A332. 

3) 谷澤雅彦. 特集にあたって "一歩早く"AKI に対応するために. レジデントノート, 2022;24(12)：2024-2025. 

                 

学術論文[英文] 
① 原著                

1) Murasawa M, Watanabe S, Koitabashi K, Shibagaki Y, Sakurada T. A prospective observational study on caregiver  

burden of elderly peritoneal dialysis patients. Clinical and experimental nephrology, 2022;26(4)：376-377. 

2) Makinouchi R, Machida S, Matsui K, Shibagaki Y, Imai N. Severe hypokalemia in the emergency department: A  

retrospective, single-center study. Health Science Reports, 2022;5(3)：e594. 

3) Takayama S, Sakurada T, Shibagaki Y, Imai N. Seasonal variation in emergent hemodialysis initiation in the  

late elderly: A single-center study. Hemodialysis International, 2022;26(2)：160-165. 

4) Yamamoto R, Imai E, Maruyama S, Yokoyama H, Sugiyama H, Takeda A, Tsukamoto T, Uchida S, Tsuruya K, Shoji T,  

Hayashi H, Akai Y, Fukunaga M, Konta T, Nishio S, Goto S, Tamai H, Nagai K, Katafuchi R, Masutani K, Wada T,  

Nishino T, Shirasaki A, Sobajima H, Nitta K, Yamagata K, Kazama J, Hiromura K, Yasuda H, Mizutani M, Akahori  

T, Naruse T, Hiramatsu T, Morozumi K, Mimura T, Saka Y, Ishimura E, Hasegawa H, Ichikawa D, Shigematsu T,  

Sato H, Narita I, Isaka Y, Japan Nephrotic Syndrome Cohort Study investigators. Time to remission of  

proteinuria and incidence of relapse in patients with steroid-sensitive minimal change disease and focal  

segmental glomerulosclerosis: the Japan nephrotic syndrome cohort study. Jounal of Nephrology, 2022;35(4)： 

1135-1144. 

5) Inoue Kazuho, Yamada Shohei, Hoshino Seiko, Watanabe Minoru, Kimura Kenjiro,Kamijo-Ikemori Atsuko.  

Glucagon-like peptide-1 receptor agonist, liraglutide, attenuated retinal thickening in spontaneously  

diabetic Torii fatty rats. BMC Ophthalmology, 2022;22(1)：206. 

6) Yamamoto Ryohei, Imai Enyu, Maruyama Shoichi, Yokoyama Hitoshi, Sugiyama Hitoshi, Takeda Asami, Uchida  

Shunya,     

 TsukamotoTatsuo, Tsuruya Kazuhiko, Akai Yasuhiro, Nitta Kosaku, Fukunaga Megumu, Hayashi Hiroki, Masutani  

Kosuke, Wada Takashi, Konta Tsuneo, Katafuchi Ritsuko, Nishio Saori, Goto Shunsuke, Tamai Hirofumi, Shirasaki  

Arimasa, Shoji Tatsuya, Nagai Kojiro, Nishino Tomoya, Yamagata Kunihiro, Kazama J-Junichiro, Hiromura Keiju,  

Yasuda Hideo, Mizutani Makoto, Naruse Tomohiko, Hiramatsu Takeyuki, Morozumi Kunio, Sobajima Hiroshi, Saka  

Yosuke, Ishimura Eiji, Ichikawa Daisuke, Shigematsu Takashi, Sofue Tadashi, Fujimoto Shouichi, Ito Takafumi,  

Sato Hiroshi, Narita Ichiei, Isaka Yoshitaka; JNSCS Investigators. Predictors of early remission of  

proteinuria in adult patients with minimal change disease: a retrospective cohort study. Scientific reports,  

2022;12(1)：9782. 
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7) Yoshida Keisuke, Shimizu Sayaka, Kita Yohei, Han Takagi  Wei, Shibagaki Yugo, Sakurada Tsutomu. Impact of  

inpatient educational programs on mortality after the start of dialysis therapy. Clinical and experimental  

nephrology, 2022;26(8)：819-826. 

8) Kosaki K, Tarumi T, Mori S, Matsui M, Sugawara J, Sugaya T ,Kuro-O M, Saito C, Yamagata K, Oka K, Maeda  M.  

Cerebral and renal hemodynamics: similarities, differences, and associations with chronic kidney disease and  

aortic hemodynamics. Hypertension research, 2022;45(8)：1363-1372. 

9) Kawano K, Otaki Y, Suzuki N, Fujimoto S, Iseki K, Moriya T, Yamagata K, Tsuruya K, Narita I, Kondo M,  

Shibagaki Y, Kasayara M, Asahi K, Watanabe T, Konta T. Prediction of mortality risk of health checkup  

participants using machine learning-based models: the J-SHC study. Scientific reports, 2022;12(1)：14154. 

10) Sumi H, Imai N, Shibagaki Y. Incidence and risk factors of overcorrection in patients presenting with severe  

hyponatremia to the emergency department. Clinical and experimental nephrology, 2022;26(11)：1086-1091. 

11) Kojima Shigeki, Marui Yuhji, Shibagaki Yugo, Sakurada Tsutomu. Accidental removal of dialysis central venous  

catheter inserted for blood purification therapy: a single-center study. Clinical and Experimental  

Nephrology, 2022;26(12)：1218-1222. 

12) Maruyama Y, Yokoyama K, Higuchi C, Snaka T, Tanaka Y, Sakai K, Kanno Y, Ryuzaki M, Sakurada T, Hosoya T,  

Nakayama M. Clinical feasibility of transfer to combined therapy with peritoneal dialysis and hemodialysis  

for patients on peritoneal dialysis: A prospective multicenter study in Japan. Therapeutic Apheresis and Dialysis,  

2022;26(6)：1226-1234. 

13) Fukuhara Shunichi, Yamazaki Hajime, Wakita Takafumi, Ware John E.Jr., Wang Jui, Onishi Yoshihiro,  

Yajima Toshitaka, Sada Kenei, Yamamoto Yosuke, Shibagaki Yugo. Validation of a new instrument for measuring  

disease-specific quality of life: A pilot study among patients with chronic kidney disease and hyperkalemia.  

Annals of Clinical Epidemiology, 2023;5(1)：13-19. 

14) Hara H, Wada T, Muso E, Maruyama S, Kato S, Furuichi K, Yoshimura K, Toyama T, Sakai N, Suzuki H, Tsukamoto  

T, Miyazaki M, Sato E, Abe M, Shibagaki Y, Narita I, Goto S, Sakamaki Y, Yokoyama H, Mori N, Tanaka T, Yuzawa  

Y, Hasegawa M, Matsubara T, Wada J, Tanabe K, Matsutani K, Abe Y, Tsuruya K, Fujimoto S, Iwatsubo S, Tuda A,  

Suzuki H, Katsuno K, Terada Y, Nakata T, Iino N, Sofue T, Miyata H, Nakano T, Ohtake T, Kobayashi S; LICENSE  

study group. Effect of low-density lipoprotein apheresis on quality of life in patients with diabetes,  

proteinuria, and hypercholesterolemia. Blood purification, 2023;52(4)：373-381. 

15) Yazawa M. Efficacy of pre-emptive kidney transplantation for adults with end-stage kidney disease: a  

systematic review and meta-analysis. Renal Failure, 2023;45(1)：2169618. 

16) Takayama S, Inoue K, Ogura Y, Hoshino S, Sugaya T, Ohata K, Kotake H, Ichikawa D, Watanabe M, Kimura K, 

Shibagaki Y,  Kamijo-Ikemori A.. Angiotensin II type 1a receptor deficiency alleviates muscle atrophy after  

denervation. Scientific Reports, 2023;13(1)：519. 

17) Endo K, Hayashi K, Hara Y, Miyake A, Takano K, Horikawa T, Yoshino K, Sakai M, Kitamura K, Ito S, Imai N,  

Fujitani S, Suzuki T. Impact of early initiation of renin-angiotensin blockade on renal function and clinical  

outcomes in patients with hypertensive emergency: a retrospective cohort study. BMC Nephrology, 2023;： 

doi-org/10.1186/s12882-023-03117-1. 

18) Kimura Y, Yamamoto R, Shinzawa M, Aoki K, Tomi R, Ozaki S, Yoshimura R, Shimomura A, Iwatani H,  Isaka Y,  

Iseki K, Tsuruya K, Fujimoto S, Narita I, Konta T, Kondo M, Kasahara M, Shibagaki Y, Asahi K, Watanabe T,  

Yamagata K, Moriyama T. Alcohol consumption and a decline in glomerular filtration rate: the japan specific  

health checkups study. Nutrients, 2023;15(6)：1540. 

19) Sofue T, Oguchi H, Yazawa M, Tsujita T, Futamura K, Nishihira M, Toyoda M, Kano, T Suzuki H. Serological and  

histopathological assessment of galactose-deficient immunoglobulin A1 deposition in kidney allografts: A  

multicenter prospective observational study. PLoS ONE, 2023;18(2)：e0281945. 

20) Iwasaki T, Kimura H, Tanaka K, Asahi K, Iseki K, Moriyama T, Yamagata K, Tsuruya K, Fujimoto S, Narita I,  

Konta T, Kondo M, Kasahara M, Shibagaki Y, Watanabe T, Kazama J. Association between height loss and  

mortality in the general population. Scientific reports, 2023;13(1)：3593. 

② 症例報告                

1) Noda R, Nishinarita J, Araki K, Kohatsu K, Yazawa M. Emphysematous cystitis caused by dysuria due to  

sulpiride in a patient with chronic kidney disease: a case report. SN Comprehensive Clinical Medicine, 2022;4 

：97. 
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2) Noda R, Kakinuma Y, Suzuki K, Ide S, Bae Y, Miyauchi A, Ishibashi Y. Pregnancy-onset thrombotic  

thrombocytopenic purpura with nephrotic syndrome: a case report. CEN Case Reports, 2022;11(2)：203-207. 

3) Miyauchi T, Terashita M, Ogata M, Murata M, Osako K, Imai N, Sakurai Y, Sasaki H, Ohashi Y, Ichida K,  

Shibagaki Y, Yazawa M. Renal hypouricemia in recipient with living kidney transplantation: a case report and  

literature review. CEN Case Reports, 2022;11(2)：177-183. 

4) Ogata M, Morikubo S, Imai N, Shibagaki Y, Yazawa M. Tonicity matters, especially in complex hyponatremia  

resulting from pseudo-, translocational, and true hypotinic hyponatremia: An educational case report.  

Internal Medicine, 2022;61(10)：1567-1571. 

5) Noda R, Han W, Shibagaki Y, Yazawa M. Renovascular hypertension secondary to massive iliopsoas hematoma.  

Kidney International, 2022;101(6)：1304. 

6) Noda R, Ishibashi Y, Ishikawa A. Recurrence of renal cell carcinoma in a patient who underwent kidney  

transplantation after a 2-year, 5-month interval of partial nephrectomy: A case report. Therapeutic Apheresis  

and Dialysis, 2022;27(1)：184-185. 

7) Fujita Y, Yoshida K, Ichikawa D, Shibagaki Y, Yazawa M. Abrupt worsening of occult IgA nephropathy after the  

first dose of SARS-CoV-2 vaccination. CEN case reports, 2022;11(3)：302-308. 

8) Fuchigami Junya, Wada Shinji, Ishida Hikaru, Hashimoto Kazuki, Yoshida Keisuke, Kohatsu Kaori, Mumura  

Hidefumi. Development of ileocolic artery pseudoaneurysm after renal biopsy. Radiology case reports,  

2022;17(11)：4413-4416. 

9) Otsuki T, Kuroya S, Hachisuka R, Yamada S, Sumi H, Shibagaki Y, Tominaga N.. Hyponatremia in a patient with  

hypertensive emergency. Clinical  Nephrology, 2022;998(4)：217-218. 
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内科学（血液・腫瘍内科)               

                 

著書 
1) 新井文子. 血球貪食症候群、血球貪食性リンパ組織球症 今日の治療指針   2023 2023;:668. 

2) 上村 悠、平川経晃. 慢性活動性 EB ウイルス病、EB ウイルス関連血球貪食性リンパ組織球症 慢性活動性 EB ウイルス病とそ 

の類縁疾患の診療ガイドライン 2023 2023;:10-42. 

3) 安井 寛. ヒト精巣上体蛋白 4/TFPI2 臨床検査データブック ２０２３-２０２４ 2023;:678-680. 

4) 安井 寛, 今井浩三. フェリチン/血清アミロイド A 蛋白/α1-酸性糖蛋白/APR スコア/ヘモペキシン/塩基性フェトプロテイ 

ン/CA19-9/DU-PAN-2/Span-1 抗原/NCC-ST-439/サイトケラチン 19 フラグメント/SCC 抗原/神経特異エノラーゼ 

/CA15-3/BCA225/エストロゲンレセプター/プロゲステロンレセプター/CA125/シアリル Tn 抗原/CA72-4/ヒトパピローマウイ 

ルス DNA 臨床検査データブック ２０２３－２０２４ 2023;:140-684. 

                 

学術論文[和文] 
① 総説又は症例解説               

1) 齊木祐輔, 神野正敏, 新井文子. 消化管悪性リンパ腫治療における消化管関連合併症の検討 -びまん性大細胞型 B細胞リ 

ンパ腫を中心に-. 日本腹部救急医学会雑誌, 2023;４３(３)：６４１-６４６. 

2) 大橋彩香, 上村 悠, 新井文子. Epstein-Barr Virus による T,NK細胞の腫瘍化のメカニズム. 日本臨牀, 2023;81(増刊 

３)：107-111. 

② その他                

1) 新井文子. 慢性活動性 EBウイルス病の診断と治療の進歩. 血液内科, 2022;85(3)：294-297. 

                 

学術論文[英文] 
① 原著                

1) Oshima K, Yoshimori M, Ohashi A, Nishio M, Shimizu N, Arai A. Simvastatin Induces Anti-Tumor Effects on  

Systemic CAEBV In Vitro and In Vivo. Journal of St. Marianna University, 2022;13(2)：in press. 

2) Ohashi A, Uemura Y, Yoshimori M, Wada  N, Imadome K, Yudo K, Koyama T, Shimisu N, Nishio M, Arai A. The  

Plasma Level of Interleukin-1β Can Be a Biomarker of Angiopathy in Systemic Chronic Active Epstein–Barr  

Virus Infection. Front Microbiol, 2022;13：doi: 10.3389/fmicb.2022.874998. 

3) Yamamoto M, Sato M, Onishi Y, Sasahara Y, Sano H, Masuko M, Nakamae H, Matsuoka KI, Ara T, Washio K, Onizuka  

M, Watanabe K, Takahashi Y, Hirakawa T, Nishio M, Sakashita C, Kobayashi T, Sawada A, Ichinohe T, Fukuda T,  

Hashii Y, Atsuta Y, Arai A. Registry data analysis of hematopoietic stem cell transplantation on systemic  

chronic active Epstein-Barr virus infection patients in Japan. American journal of hematology, 2022;97(6)： 

780-790. 

4) UemuraY, Ohashi A, Yoshimori M, Nishio M, Hirakawa T, Shimizu N, Wada N,  Imadome K,  Arai A. Plasma  

interferon-γ concentration: a potential biomarker of disease activity of systemic chronic active  

Epstein-Barr virus infection. Frontiers in Virology, 2022;doi:10.3389(/fviro.2022)：2:-999929. 

5) Sakai H, Miura I, Arai A. Quantitative evaluation of treatment response to lenalidomide by applying  

fluorescence in situ hybridization for peripheral blood granulocytes in a patient with 5q- syndrome. J Clin  

Exp Hematop, 2022;62(3)：158-163. 

6) Miyazaki K, Sakai R, Iwaki N, Yamamoto G, Murayama K, Nishikori M, Sunami K, Yoshida I, Yano H, Takahashi N,  

Okamoto A, Munemoto S, Sawazaki A, Suehiro Y, Fukuhara N, Wake A, Arai A, Masaki Y, Toyama K, Yokoyama A,  

Tsunemine H, Hasegawa Y, Matsumoto K, Yamada T, Nishimura Y, Tamaru S, Asano N, Miyawaki K, Izutsu K,  

Kinoshita T, Suzuki R, Ohshima K, Kato K, Katayama N, Yamaguchi M. Five-year follow-up of a phase II study of  

DA-EPOCH-R with high-dose MTX in CD5-positive DLBCL. Cancer Sci, 2023;：doi: 10.1111/cas.15784. 

                 

学会発表 
① 国内学会                

1) ◎伊佐早健司, 柴田宗一郎, 飯島直樹, 平川経晃, 伊藤歩, 西村直, 福田隆浩, 佐々木諒, 藤井伸治, 佐藤知雄, 山野嘉 

久. 成人 T 細胞白血病移植後の神経障害例 2 例の検討. 第 63 回日本神経学会学術大会, 2022. 

2) 近藤千雅, 八木麻衣子, 笠原酉介, 塩尻智恵子, 佐野文明. 複数回入院し化学療法を行なった造血器腫瘍患者の身体機能 

および QOL の経過. 第２７回日本緩和医療学会学術大会, 2022. 
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3) 四柳敬之, 富田直人,齊木佑輔, 内田晶子, 上村 悠, :鈴木義則, 平川経晃, 加藤雅之, 新井文子. MALT リンパ腫白血化 

の 1 例. 第１７回日本血液学会関東甲信越地方会, 2022. 

4) 尚原弘和, 内田晶子, 齊木佑輔,上村 悠, 鈴木義則, 平川経晃, 富田直人, 加藤雅之, 新井文子. ギルテリチニブで寛解 

を維持した FLT3-ITD 変異陽性難治性急性前骨髄球性白血病. 第１７回日本血液学会関東甲信越地方会, 2022. 

5) ◎伊佐早健司, 柴田宗一郎, 飯島直樹, 平川経晃, 伊藤歩, 福田隆浩, 佐々木諒, 藤井伸治, 佐藤知雄, 山野嘉久.  

成人 T 細胞白血病移植後の神経障害例 2 例の検討. 第 8回日本 HTLV-1 学会学術集会, 2022. 

6) 郷原佑太, 西田皓平, 角田哲人, 棚橋淳子, 齋木祐輔, 玉井勇人, 峯下昌道. ニューモシスチス肺炎を契機に成人 T細胞白 

血病の診断に至った一例. 第 683回日本内科学会関東地方会, 2022. 

7) 井上靖之, 上村悠, 小杉成樹, 神野正敏, 佐野文明.  

HLA 半合致同種移植後、FK506 血中濃度調節が困難であった AML 合併 Shwachman-Diamond 症候群成人例.  

第 45 回日本造血・免疫細療法学会, 2023.  
8) 上村悠, 大島久美, 伏屋愛加, 細貝茜, 大橋彩香, 神野正敏, 新井文子. ペグフィルグラスチム投与後の末梢血幹細胞移 

植ドナーに発症した大動脈炎. 第 45 回日本造血・免疫細療法学会, 2023. 

9) 鈴木黎, 佐野文明, 齊木祐輔, 上村悠, 大島久美, 細貝茜, 大橋彩香, 辻村浩司, 小島尚美, 清水則夫, 今留謙一, 新井 

文子. Alemtuzumab を用いた HLA 半合致造血幹細胞移植が奏効した成人発症慢性活動性 EB ウイルス病. 第 45 回日本造血 

・免疫細療法学会, 2023. 

10) 鈴木黎, 佐野文明, 齊木祐輔, 上村悠, 大島久美, 細貝茜, 大橋彩香, 辻村浩司, 小島尚美, 清水則夫, 今留謙一, 新井 

文子. Alemtuzumab を用いた HLA 半合致造血幹細胞移植が奏効した成人発症慢性活動性 EB ウイルス病. 第 45 回日本造血 

・免疫細療法学会, 2023. 

11) 伏屋愛加, 上村 悠, 神野正敏, 安井 寛, 中島香緒里, 鈴木 黎, 鈴木義則, 富田直人, 加藤雅之, 佐野文明, 小池淳 

樹, 新井文子. アザシチジン・ベネトクラクス療法が奏功した皮下腫瘤合併急性骨髄単球性白血病. 第１８回日本血液学 

会関東甲信越地方会, 2023. 

12) 南川愛莉, 熊木優喜, 吉森真由美, 福田笑夏, 新井文子, 西尾美和子. 慢性活動性 EBウイルス病（CAEBV）患者由来 iPS 細 

胞の樹立と評価. 第２２回日本再生医療学会総会, 2023. 

13) Ayaka Ohashi, Morito Kurata, Ayako Arai. The Effects of BCL2 Inhibitors on Chronic Active EBV Infections, an  

Intractable T- or NK-cell Lymphoid Neoplasm. 第 81回日本癌学会学術総会, 2022. 

14) 齊藤美緑, 熊木優喜, 吉森真由美, 大橋彩香, 米瀬一朗, 澤田めぐみ, 西尾美和子, 新井文子. 慢性活動性 EB ウイルス感 

染症 における血清中抗 EBV 抗体価の検討. 第 84 回日本血液学会学術集会, 2022. 

15) Yu Uemura, Masahide Yamamoto, Masataka Ishimura, Hirokazu Kanegane, Akihisa Sawada, Akihiro Hirakawa,  

Ken-Ichi Imadome, Mayumi Yoshimori, Norio Shimizu, Ryuji Koike, Ayako Arai. Phase II study of a JAK1/2  

inhibitor ruxolitinib for chronic active Epstein-Barr virus infection. 第 84 回日本血液学会学術集会, 2022. 

16) Ayaka Ohashi, Yusuke Saiki, Ken Shimizu, Marie Ohbuchi, Norio Shimizu, Kazuo Yudo, Morito Kurata, Mayumi  

Yoshimori, Miwako Nishio, Ayako Arai. BCL2 and BCL-xL inhibitors combat both tumor and inflammation of  

chronic active EBV infection. 第 84回日本血液学会学術集会, 2022. 

17) 小杉成樹, 神野正敏, 佐野文明, 井上靖之. Successful treatment of high-grade B-cell lymphoma with PV before  

HLA-haploidentical transplantation. 第 84回日本血液学会学術集会, 2022. 

② 国際学会                

1) Ayaka Ohashi, Ayako Arai. Will BCL2 be a potent therapeutic target for systemic chronic active Epstein-Barr  

virus disease?. 12th AACR-JCA Joint Conference, 2022. 

2) Yu Uemura, Masahide Yamamoto, Masataka Ishimura, Hirokazu Kanegane, Akihisa Sawada, Akihiro Hirakawa,  

Ken-Ichi Imadome, Mayumi Yoshimori, Masashi Nagata, Norio Shimizu, Ryuji Koike, Ayako Arai. Phase II Study of  

a JAK1/2 Inhibitor Ruxolitinib for Systemic Chronic Active Epstein-Barr Virus Disease: An  

Investigator-Initiated Trial. 64th ASH Annual Meeting & Exposition, 2022. 

3) Mayumi Yoshimori, Ayaka Ohashi, Kotaro Yoshioka, Takanori Yokota, Norio Shimizu, Miwako Nishio, Ayako Arai.  

Expression Profile of EBV-Derived Micro-RNA in Systemic Chronic Active EBV Disease. 64th ASH Annual Meeting &  

Exposition, 2022. 

③ その他                

1) 平川経晃, 齊木佑輔, 内田晶子, 上村 悠, 大橋彩香, 吉森真由美, 小島尚美, 清水則夫, 今留謙一, 新井文子. HLA半合 

致末梢血幹細胞移植を行った慢性活動性 EB ウイルス感染症. 第４４回日本造血・免疫細胞療法学会総会, 2022. 

2) 齊藤美緑, 熊木優喜, 吉森真由美, 大橋彩香, 米瀬一朗, 澤田めぐみ, 西尾美和子, 新井文子. 慢性活動性 Eウイルス感染 

症における血清中抗体価の検討. 第 35回ヘルペスウイルス研究会, 2022. 
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3) 上村 悠, 神野正敏, 大橋彩香, 今留謙一, 大島久美, 小島尚美, 清水則夫, 新井文子. HLA 半合致同種造血幹細胞移植 

症後の Human herpesvirus 7 型脳症. 第 35 回ヘルペスウイルス研究会, 2022. 

4) 吉森真由美, 大橋彩香, 吉岡耕太郎, 横田隆徳, 清水則夫, 西尾美和子, 新井文子. 慢性活動性 EB ウイルス病の EBV 由 

来 microRNA 発現プロファイル解析. 第３１回 EBV 感染症研究会, 2023. 

5) 竹ノ内里早, 大橋彩香, 住谷 卓, 吉森真由美, 西尾美和子, 清水則夫, 今留謙一, 新井文子. 慢性活動性 EBウイルス病 

に対する BCL２阻害剤の効果の検討. 第３１回 EBV 感染症研究会, 2023. 

6) 鈴木 黎, 佐野文明, 齊木祐輔, 上村 悠, 大島久美, 大橋彩香, 辻村浩司, 小島尚美, 清水則夫, 今留謙一, 新井文子 

. Alemtuzumab を用いた HLA 半合致造血幹細胞移植が奏功した成人発症慢性活動性 EB ウイルス病. 第３１回 EBV 感染症 

研究会, 2023. 
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 論  文  原著   6             
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    その他 1               

 学会発表  国内学会 12 5             
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内科学（リウマチ・膠原病・アレルギー内科)            

                 

著書 
1) 森雅亮. 若年性特発性関節炎(JIA). 私の治療 2022;5148:43-43. 

2) 森雅亮. IV. 関節リウマチの治療 1．治療総論 小児, 移行期における治療戦略‐若年性特発性関節炎に承認されている 

抗リウマチ薬を中心に‐ 日本臨牀増刊号 最新関節リウマチ学（第 2 版）-寛解・治療を目指した研究と最新治療 

- 2022;:324-330. 

3) 鈴木翔太郎. ステロイドの薬物動態（代謝・相互作用・半減期など） ステロイド 研修医はコレだけ覚える 

 2022;:17-27. 

4) 森雅亮. Ⅴ. 特殊なケースの薬物療法 09.成人移行期の関節リウマチ診療 関節リウマチ治療 実践バイブル改訂第 2版 

 2022;:228-232. 

5) 川畑仁人. 疾患活動性の評価法 関節リウマチ治療 実践バイブル改定第 2版 2022;:86-91. 

6) 川畑仁人.  改定第 10版 リウマチ専門医試験 例題と解説 2022;:1-401. 

7) 森雅亮. 第 13 章 臨床免疫学総論 標準小児科学 第 9 版 2022;(9):269-280. 

8) 川畑仁人. 免疫複合体性小型血管炎, Cogan症候群 今日の治療指針 2023 2023;:866-867. 

9) 森雅亮. 抗真菌薬. 今日の治療薬 2023 2023;:117-132. 

10) 森雅亮. 若年性特発性関節炎. 小児科診療ガイドライン —最新の診療指針—〈第 5 版〉 2023;:644-650. 

11) 森雅亮.  慢性活動性 EB ウイルス病とその類縁疾患の診療ガイドライン 2023 2023;(2023):1-80. 

12) 森雅亮.  成人スチル病診療ガイドライン 2017 年版「2023 年 Update」 2023;:1-106. 

13) 川畑仁人. 治療抵抗性 ASD に対して、IL-6 阻害薬と免疫抑制薬のどちらが有用か 成人スチル病診療ガイドライン ２０１ 

７年版[２０２３年 Update] 2023;:84-85. 

14) 森雅亮. 小児看護 第 2 章「子どもの生理」p232-237「疾病の予防と予防接種」p256-257、第 4章「消化器疾患患児の看護 

」「呼吸器疾患患児の看護」p357-365「腎・泌尿器疾患患児の看護」p366-373 新看護学 母子看護 14 2023;:232-237. 

15) 森雅亮. リウマチ性疾患の移行期医療 最新ガイドライン準拠 小児科診療・治療指針.改訂第 3 版 2023;:00-00. 

16) 永渕裕子. 血管病変に対する抗凝固療法 現場がエキスパートに聞きたいベーチェット病 2023;:122-125. 

17) 森雅亮. 伊藤秀一.森雅亮(監修) 2023-03-31 ISBN： 小児リウマチ疾患 トシリズマブ治療の理論と実際. 2023;1:1-201. 

                 

学術論文[和文] 
① 総説又は症例解説               

1) 森雅亮. IVIG抵抗性川崎病に対するアナキンラの有効性と安全性. リウマチ科, 2022;67(4)：462-467. 

2) 森雅亮. 【サイトカインストームと小児疾患】サイトカインストームの基礎 サイトカインストームの概念. 小児科診療 

, 2022;85(4)：415-421. 

3) 森雅亮. 【-寛解・治癒を目指した研究と最新治療-】関節リウマチの治療 治療総論 小児、移行期における治療戦略  

若年性特発性関節炎に承認されている抗リウマチ薬を中心に. 日本臨床 増刊号 最新関節リウマチ学(第 2版), 2022;80(4) 

：324-330. 

4) 川畑仁人. 反応性関節炎(Reiter症候群). 日本臨床 増刊号 最新関節リウマチ学(第 2 版), 2022;80(増刊号 4)：258-263. 

5) 杉原毅彦. 治癒総論 高齢者､透析患者の治療戦略. 日本臨牀 増刊号 「関節リウマチ学（第 2 版）」, 2022;80(4)： 

331-334. 

6) 森雅亮. 【予防接種 Update-beyond COVID-19】Vaccine hesitancy(ワクチン忌避). 臨牀と研究, 2022;99(4)：78（482） 

-81(485). 

7) 川畑仁人. Rheumatic immune-related adverse events のマネージメント. リウマチ科, 2022;67(5)：638-644. 

8) 川畑仁人. リウマチ・膠原病における新たな潮流. アレルギーの臨床, 2022;42(6)：416-418. 

9) 森雅亮. 膠原病・リウマチ性疾患. 小児科臨床, 2022;75(3)：481-486. 

10) 森雅亮. 小児科専門医を目指す人のためのＱ＆Ａで読み解く分野別誌上セミナー 膠原病・リウマチ性疾患. 小児科臨牀 

, 2022;75(3)：481(127)-486(132). 

11) 川畑仁人. CNS ループス. 炎症と免疫, 2022;30(4)：36-42. 
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20) 川畑仁人. 患者背景を考慮した JAK 阻害薬の検討. JAK 阻害薬を考える会 in 新宿, 2022. 

21) 杉原毅彦. 高齢 RAにおける治療戦略に関して. 甲斐の国サリルマブ Web セミナー, 2022. 

22) 今村充. 新型コロナウイルスワクチン接種における過敏症について. 第 41 回地域医療連携 WEB セミナー, 2022. 

23) 川畑仁人. 膠原病内科医から診た進行性線維化を伴う間質性肺疾患. CTD-ILD Web Academy, 2022. 

24) 山﨑和子. 小児リウマチ性疾患?と思った場合の関節炎と不明熱のみかた. 小児アレルギー･自己免疫疾患セミナー in 新 

潟, 2022. 

25) 櫻井恵一, 瀬川有実. 発熱・関節痛の精査で診断した脊椎膿瘍の一例. 第 85 回内科合同勉強会, 2022. 

26) 川畑仁人. 膠原病内科医から診た進行性線維化を伴う間質性肺疾患. CTD-ILD Collaboration Web Seminar, 2022. 

27) 高桑由希子. 聖マリアンナ医科大学リウマチ・膠原病生涯治療センターでの取り組み. 第 2 回ライフステージを考慮したリ 

ウマチ治療を考える会, 2022. 

28) 川畑仁人. 関節リウマチと悪性腫瘍～腫瘍既往例におけるリウマチ治療を中心に～. 札幌リウマチオンラインセミナー～ 

関節リウマチと悪性腫瘍について考える～, 2022. 

29) 川畑仁人. シンプルな RA治療とは？(日本の RAの実態). リンヴォック発売２周年記念全国講演会, 2022. 

30) 森雅亮. 多職種協同による移行期若年性突発性関節炎(JIA)の患者支援の必要性. 第 12 回 RA ヘルスプロフェッショナル研究 

会, 2022. 

31) 川畑仁人. 関節リウマチと悪性腫瘍. Sarilumab And Rheumatology Internet seminar the 6th, 2022. 

32) 川畑仁人. 患者背景を考慮した JAK 阻害薬の検討. Beyond Pain セミナー in 南東北, 2022. 

33) 川畑仁人. 皮膚筋炎・多発性筋炎. 令和 4年度横浜市都筑区難病講演会, 2022. 

34) 森雅亮. With/Afterコロナでの治験実施や医療現場における課題と取り組みについて. グラクソ・スミスクライン株式会 

社 外部講師招聘勉強会, 2022. 

35) 水島万智子. Ninha データからみた悪性腫瘍合併関節リウマチにおける臨床像と治療に関する検討. JOINT seminar Vol.2,  

2022. 

36) 小澤南, 右田王介, 吉岡耕平, 北東功, 山本仁, 清水直樹. 選択的新生児スクリーニングと神経代謝病疾患. 第６回神経 

代謝病研究会, 2022. 

37) 川畑仁人. 膠原病内科医から診た進行性線維化を伴う間質性肺疾患. ILD Web Academy, 2022. 

38) 永渕裕子. ANCA 関連血管炎（顕微鏡的多発血管炎・多発血管炎性肉芽腫症・好酸球性多発血管炎性肉芽腫症）の基礎知識 

と日常生活の過ごし方. 令和 4 年度横浜市金沢区難病講演会, 2022. 

39) 森雅亮. 小児~成人の関節リウマチに対する生物学的製剤の留意点. 大正製薬株式会社社内講演会, 2022. 

40) 川畑仁人. 患者背景を考慮した JAK 阻害薬の検討. JAK 阻害薬を考える会 in 長野, 2022. 

41) 安藤貴泰. 高齢者のリウマチ治療. リウマチカンファレンス in KAWASAKI, 2022. 

42) 永渕裕子. 顕微鏡的多発血管炎等類似疾患〜病気の理解と治療、日常生活について〜. 令和 4 年度横浜市旭区難病講演会 

, 2022. 

43) 森雅亮. 小児期発症 SLE の移行期医療とベリムマブの位置付け. 小児 LUPUS Seminar, 2022. 

44) 櫻井恵一, 大岡正道, 遠藤信幸, 松村憲浩, 石﨑克樹, 元永裕生, 森翔, 川﨑達也, 鈴木翔太郎, 林祐子, 安藤貴泰, 内 

田麻理奈, 清川智史, 水島万智子, 殿岡久美子, 川上美里, 高桑由希子, 吉岡耕平, 今村充, 山﨑和子, 永渕裕子, 杉原 

毅彦, 森雅亮, 川畑仁人. 乳がんとの鑑別に苦慮した IgG4関連疾患の 1 例. 第 62 回関東リウマチ研究会, 2022. 
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45) 川畑仁人. Ninjaデータからリウマチ診療の今後を考える. リウマチセミナー in 多摩, 2022. 

46) 川畑仁人. 患者背景に応じた関節リウマチ治療～TNF 阻害薬の役割を考える～. 第 127 回大分県リウマチ懇話会, 2022. 

47) 川畑仁人. 患者背景を考慮した JAK 阻害薬の検討. RA WEB 講演会 form 伊勢原, 2022. 

48) 川畑仁人. リウマチ治療における JAK阻害剤の有用性・安全性. 北海道リンヴォック発売２周年記念講演会, 2022. 

49) 川畑仁人. 患者背景を考慮した JAK 阻害剤の検討. JAK 阻害剤を考える会 in 横浜南・横須賀, 2022. 

50) 高桑由希子. ジセレカの有用性～実臨床下における使用経験を踏まえて～. RA Web Conference from みなとみらい 

, 2022. 

51) 川畑仁人. 患者背景を考慮した JAK 阻害薬の検討. JAK 阻害剤を考える会 in 埼玉, 2022. 

52) 川畑仁人. 患者背景に応じた関節リウマチ治療～TNF 阻害薬の役割を考える～. RA Biologics Expert Seminar in TOHOKU,  

2022. 

53) 高桑由希子. ジセレカの有用性～実臨床下における使用経験を踏まえて～. JYSELECA T2T Seminar in 埼玉, 2022. 

54) 林祐子. 小児期および AYA 期の SLE 診療~当院での現状と課題~. SLE Online Seminar, 2022. 

55) 高桑由希子. ジセレカの有用性～実臨床下における使用経験を踏まえて～. RA WEB 講演会 In 東海, 2022. 

56) 森雅亮. 不明熱からみた小児リウマチ性疾患へのアプローチ. 第 4回 Rheumatology Expert Seminar -RA治療に携わる次代 

の会-, 2022. 

57) 森雅亮. 小児・移行期における RA(若年性突発性関節炎)治療について. リウマチ性疾患と母性外来を考える会 Vol.2,  

2022. 

58) 川畑仁人. 患者背景に応じた関節リウマチ治療～TNF 阻害薬の役割を考える～. リウマチ Web セミナー～高齢者に求められ 

る RA治療とは～, 2022. 

59) 山崎宜興. SSc のマネージメント：腎病変の位置づけ. 第 16 回膠原病の腎障害研究会, 2022. 

60) 川畑仁人. 自己免疫疾患の病態形成にかかわる T細胞サブセットの解明. 第 97回 Marianna Research Council, 2022. 

61) 吉岡耕平. 高安動脈炎にクローン病と若年性脊椎関節炎を合併した男児の一例. 脊椎関節炎 画像診断フォーラム, 2022. 

62) 高桑由希子. ジセレカの有用性～実臨床下における使用経験を踏まえて～. JAK 阻害剤を考える会 from 昭島, 2022. 

63) 櫻井恵一. 当院におけるサリルマブの 5 年の軌跡とこれからを考える. Sarilumab web conference, 2022. 

64) 川畑仁人. RA薬物治療 UPTODATE -治療に悩む関節リウマチを中心に-. 多摩 RA セミナー, 2022. 

65) 川畑仁人. 自己炎症性疾患における移行期医療. 自己炎症性疾患の移行期医療を考える会, 2022. 

66) 石﨑克樹. カナキヌマブ治療中の Muckle-Wells症候群の 1 例(仮). 自己炎症性疾患の移行期医療を考える会, 2022. 

67) 元永裕生. 乳児期に発症した全身性若年性特発性関節炎の成人期を迎えた一例. 自己炎症性疾患の移行期医療を考える会 

, 2022. 

68) 高桑由希子. タブネオスカプセルの販売戦略について. アドバイザーミーティング, 2022. 

69) 川畑仁人. 患者背景を考慮した JAK 阻害薬の検討. 若手膠原病内科勉強会, 2022. 

70) 森雅亮. 若年性突発性関節炎(JIA)の診かた･考え方. 第 62回リウマチカンファレンス, 2022. 

71) 高桑由希子. ジセレカの有用性～実臨床下における使用経験を踏まえて～. JAK 阻害剤を考える会 in九州, 2022. 

72) 川畑仁人. 呼吸器合併症を有する関節リウマチの診療～間質性肺疾患および気道病変を中心に～. Final announcement リ 

ウマチ Web セミナー, 2022. 

73) 川畑仁人. WoCBA(Women of Child-Bearing Age)RA患者の実際の診療～患者視点のプレコンセプションケア～. Medical  

Webinar in 神奈川 若い女性患者の関節リウマチ診療, 2022. 

74) 川畑仁人. WoCBA世代の RA治療～世代を超えた取り組みについて～. Tsukuba Network of Fab Forum, 2022. 

75) 川畑仁人. SLE の病態と治療における最新の話題. SLE WEB Seminar, 2022. 

76) 森雅亮. 川崎病における冠動脈病変発症をゼロにする新たな挑戦的施策と免疫不全・ダウン症候群児における palivizumab 

の実際. 第 27 回阪神小児循環器疾患研究会, 2022. 

77) 森雅亮. 若年性突発性関節炎(JIA)と成人移行期医療のアップデート. 第 38 回リウマチ研修会, 2022. 

78) 川畑仁人. Ninjaデータベースから見た関節リウマチ診療の課題. 実臨床とガイドライン研究会 2nd, 2022. 

79) 高桑由希子. ジセレカの有用性～実臨床下における使用経験を踏まえて～. 第 2 回筑後 JAK 阻害剤を考える会, 2022. 

80) 川畑仁人. JAK 阻害薬の適切な使用を考える. MINATO OLUMIANT SEMINAR, 2022. 

81) 大岡正道. 妊娠可能情勢における SLE治療戦略. SLE Women's Meeting, 2022. 

82) 高桑由希子. プレシニア患者の課題と治療戦略. Simponi Seminar for Health Care Professional in 神奈川, 2022. 

83) 川畑仁人. 眼炎症をきたすリウマチ膠原病の臨床と病態. 東京眼炎症セミナー, 2022. 

84) 山崎宜興. CTD-ILD：多彩な疾患挙動とマネージメント. ILD Collaboration Conference～早期診断・治療とチーム医療～ 

, 2022. 

85) 山崎宜興. RA-ILD における診断・治療の現状と課題. CTD-ILD Web Academy, 2022. 
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86) 川畑仁人. 膠原病内科医から診た進行性線維化を伴う間質性肺疾患. CTD-ILD Web Academy, 2022. 

87) 森雅亮. 自己炎症性疾患における移行期医療・他科連携の取り組みと実際. Autoinflammatory Disease Academy2022,  

2022. 

88) 川畑仁人. シンプルな関節リウマチ治療を目指して. 20221206 シンプルな RA 診療を考える会, 2022. 

89) 川畑仁人. IL-6 阻害薬の適切な使用を考える. Sarilumab And Rheumatology Internet SARI seminar the 7ｔｈ, 2022. 

90) 森雅亮. 小児・移行期 SLE の治療戦略~ベリムマブの位置付け~. 中四国小児 SLE expert seminar, 2022. 

91) 川畑仁人. 自己免疫とがん免疫～がん既往・又は合併 RA に対するマネージメント～. Personalized Strategy for the  

Treatment of RA, 2022. 

92) 森雅亮. 免疫不全状態を呈する小児予防接種の現状とワクチン・感染症に関する最新の話題.  

第 8 回横浜市薬剤師会学術研修会, 2022. 

93) 高桑由希子. ジセレカの有用性～実臨床下における使用経験を踏まえて～. RA 診療を考える会 in山梨, 2023. 

94) 森雅亮. 若年・移行期から成長した成人の関節リウマチの治療について. 若年期から成人期の関節リウマチ治療を考える 

, 2023. 

95) 高桑由希子. ジセレカの有用性～実臨床下における使用経験を踏まえて～. ジセレカ錠発売 2 周年記念講演会 in神奈川 

, 2023. 

96) 川畑仁人. 高齢 RAに対する IL-6阻害薬の副作用マネージメント. ケブザラ Web 講演会, 2023. 

97) 森雅亮. 小児リウマチ移行期医療の現状と取り組み状況. 2022 年度移行期医療支援研修会, 2023. 

98) 山﨑和子. 若年性特発性関節炎の最近のトピック. JOINT seminar Vol.3, 2023. 

99) 櫻井恵一. 当院におけるサリルマブの 5 年の軌跡とこれからを考える. JOINT seminar Vol.3, 2023. 

100) 櫻井恵一. 当院におけるサリルマブの 5 年の軌跡とこれからを考える. Kevzara Summit in Kanagawa 2023, 2023. 

101) 高桑由希子. ジセレカの有効性～実臨床下における使用経験を踏まえて～. RA 診療を考える会 in 兵庫, 2023. 

102) 高桑由希子. ライフステージに応じた関節リウマチ診療～プレシニア世代を中心に～. 関節リウマチセミナー～プレシニ 

ア世代の診療課題を考える～, 2023. 

103) 高桑由希子. ジセレカの有効性～実臨床下における使用経験を踏まえて～. JAK 阻害剤を考える会 in 北海道/神奈川 

, 2023. 

104) 森雅亮. 膠原病・リウマチの移行期医療. 第 9 回小児から成人までの免疫難病コンソーシアム, 2023. 

105) 櫻井恵一. TCZ の毎週投与間隔は有用か？. 神奈川リウマチ性疾患 Evidence 検証研究会, 2023. 

106) 櫻井恵一. ＳＬＥ治療の実際とＩ型インターフェロン阻害治療への期待. 聖マリアンナ医科大学 櫻井恵一先生 社員勉 

強会, 2023. 

107) 山﨑和子. 慢性疾患患者さんの小児期から成人期への課題と支援-リウマチ性疾患でのとりくみ-. オンライン難病講演会 

, 2023. 

108) 高桑由希子. 多様化する患者背景から RA の最適な治療を考える～患者・医師の目線から～. Diversity of rheumatic  

diseases-リウマチ性疾患の多様性を考える-, 2023. 

109) 高桑由希子. ライフステージに応じた関節リウマチ診療～プレシニア世代を中心に～. 関節リウマチ治療セミナー, 2023. 

110) 川畑仁人. 全身性エリテマトーデスの病態と治療に関する最新知見～アニフロルマブの役割を考える～. SLE Biologics  

Clinical Seminar, 2023. 

111) 川畑仁人. 患者背景に応じた関節リウマチ治療～TNF 阻害薬の役割を考える～. ～Simponi Beyond 10th～ RA Biologics  

Expert Seminar in Fukushima, 2023. 

112) 鈴木翔太郎. 関節炎診療のスキルアップ～非典型的な関節症状へのアプローチ～. RA Expert Web Seminar, 2023. 

113) 櫻井恵一. 関節リウマチ治療におけるサリルマブの使用感と注意点. RA Web Seminar, 2023. 

114) 川畑仁人. 関節リウマチと悪性腫瘍. リウマチ Web セミナー, 2023. 

115) 川畑仁人,  森雅亮. 関節リウマチ患者における骨粗鬆症治療について～チャイルドベアリングエージにおける骨粗鬆症治 

療～. Kanagawa RA Bone Health Age free Conference 5th, 2023. 

116) 山崎宜興. CTD-PH の多様性と診断・治療の難しさ. 社内研修会, 2023. 

117) 高桑由希子. 当院での SLE の診療とアニフロルマブの使用経験. SLE 治療戦略 WEB セミナー, 2023. 

118) ◎三原祥平, 月山秀一, 山崎和子, 中村祐太, 中川朋子, 横田健一, 曽根正勝. 抗リン脂質抗体症候群に伴う副腎出血及 

び原発性副腎不全を認めた一例. 第 34回間脳・下垂体・副腎系研究会, 2023. 

119) 水島万智子, 安藤貴泰. 呼吸器とリウマチ(JAK阻害剤の可能性). JAK Clinical Seminar, 2023. 

120) 川畑仁人. シンプルな関節リウマチ治療を目指して～高齢リウマチ治療におけるリンヴォックの有用性を考える～. 高齢 

化時代における RA診療を考える会, 2023. 

121) 川畑仁人. 全身性エリテマトーデスの病態と治療に関する最新の知見. 神奈川県 LUPUS Seminar, 2023. 
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122) 川畑仁人. 呼吸器合併症を有する関節リウマチの診療～間質性肺疾患および気道病変を中心に～. 第 9 回兵庫神戸 RA カンフ 

ァレンス, 2023. 

123) 今村充. 当科における遺伝性血管性浮腫の現状. 膠原病で診る希少疾患-身近な症状に潜む難病 遺伝性血管性浮腫(HAE) 

とは?-, 2023. 
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coverage in children in Kawasaki City, Japan. The 10th Asian Congress of Pediatric Infectious Diseases, 2022. 

③ その他                

1) 山下敦己. 血友病 A のインヒビターの現状と対策~インヒビター発現を最小限にする FVIII 製剤の選択とは~. Hemophilia  

Meeting in Kanagawa, 2022. 

2) 宮本雄策. こどものてんかん. 2022 年度てんかん講座, 2022. 

3) 長江千愛. 血友病患者さんの関節症ケア. 北海道 Hemophilia Conference, 2022. 

4) 小澤南, 右田王介, 吉岡耕平, 北東功, 山本仁, 清水直樹. 選択的新生児スクリーニングと神経代謝病疾患. 第６回神経 

代謝病研究会, 2022. 

5) 長江千愛. 血友病とスポーツ. 第 1 回長野県血友病治療 UpDate, 2022. 

6) 岩川雅彦, 今泉太一, 紺野愛, 中島眞生子, 文元礼, 加久翔太朗, 山本寿子, 岩﨑俊之, 宮本雄策, 清水直樹. 無呼吸を 

伴う喉頭軟化症に在宅ハイフローセラピーが有効であった一例. 第 415回川崎市小児科医会症例検討会, 2022. 

7) 長江千愛. 血友病治療の最前線. 止血血栓カンファレンス, 2022. 

8) 山下敦己. 日本における血友病治療の現状. バイエルヘモフィリアセミナー2022, 2022. 

9) 中村幸嗣. 小児の結核. 第 13 回都立小児感染症科 GR, 2022. 

10) 長江千愛. 当院における血友病保因者ケアの実際. 湘南ヘモフィリアセミナー2021, 2022. 

11) 長江千愛. 先天性無フィブリノゲン血症の周術期管理の経験. 先天性凝固異常に関する研究会, 2022. 

12) 山下敦己. 当院における血友病の診療連携について. 第 17回東京ヘモフィリアネットワーク, 2022. 

13) 宮本雄策. 小児てんかんの基本と移行期医療について. てんかん月間 2022 市民公開講座, 2022. 

14) 長江千愛. 血友病患者の QOL 改善のためにできること〜スポーツと理学療法の推奨〜. 血友病患者さんの身体機能と QOL を考える会, 2022. 
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15) 宮本雄策. こどものてんかん・てんかんの移行期医療について. てんかん月間メディアセミナー2022, 2022. 

16) 長江千愛. 軽症・中等症血友病に対する治療介入. 第 14回 Mini Conference 神戸, 2022. 

17) 勝田友博. 感染症とワクチンの話 子どもの新型コロナワクチン. 令和 4 年度東京都教育委員会委託研修会, 2022. 

18) 山下敦己. 血友病診療における臨床検査の重要性と血友病治療の最近の話題. 第 1回 LSIM 神奈川血液・凝固学術セミナー 

, 2022. 

19) 勝田友博. COVID-19小児診療の実際. 新型コロナウイルス感染症対策に資する人材養成研修会, 2022. 

20) 長江千愛. 先天性血友病治療に残された課題. Thrombosis & Hemostasis seminar, 2022. 

21) 長江千愛. 当院における血友病診療の特徴. 血友病 Update seminar, 2022. 

22) 長江千愛. 血友病診療の Up to date. 湘南ヘモフィリア WEB セミナー, 2022. 

23) 長江千愛. 血友病治療の課題と今後の展開. 第 119 回埼玉小児血液同好会, 2022. 

24) 山下敦己. 自立支援～血友病患者が行うスポーツの観点から～. こどもリレー～小児血友病診療について考える～, 2022. 

25) 勝田友博. 日本の予防接種システムの課題. 神奈川県立こども医療センター医師の会 講演会, 2022. 

26) 長江千愛. 血友病性関節症の早期診断の重要性と課題. Joint Seminar in Kanagawa, 2022. 

27) 宇田川紀子, 宮本雄策, 中島眞生子, 今泉太一, 加久翔太朗, 橋本修二, 山本寿子, 新井奈津子, 岩崎俊之, 須貝研司,  

山本仁, 清水直樹. 再発時に自覚症状を認めなかった MOGADの 8 歳女児. 第 64回神奈川小児神経懇話会, 2022. 

28) 山下敦己. 血友病性関節症の現状と課題. 神奈川血友病性関節症 関節超音波エコーの実際と実技, 2023. 

29) 勝田友博. 「HPVワクチンを知らなかった」で後悔しないように. 第 18回かながわ健康財団がん克服シンポジウム, 2023. 

30) 新谷亮. RSV 治療と予防. 第 134回多摩新生児懇話会, 2023. 

31) 勝田友博. With/After コロナ時代における予防接種. 令和 5年度川崎市定期予防接種事業説明会, 2023. 

32) 勝田友博. Post COVID-19 時代における小児科診療. 令和 4 年度 沼津市医師会乳幼児保健会講演会, 2023. 

33) 勝田友博. 子宮頸がん予防へ ワクチン接種の理解に必要な情報とは. 日本対がん協会 対がんセミナー, 2023. 

34) 勝田友博. こどもの感染症 2023. 第 42 回大阪府医師会感染症サーベイランスモニター会, 2023. 

35) 勝田友博. ワクチン忌避 どうしてみんなワクチン接種が怖いのか？. 第 55 回静岡小児臨床研究ネットワーク勉強会 

, 2023. 

36) 山下敦己. 当院における血友病診療連携と関節症診療. 血液凝固 Web Seminar, 2023. 

                 

     
和

文 

英

文 
            

 著  書   21               

 論  文  原著 6 18             

    解説又は総説 5 3             

    症例報告 2 1             

    その他 1 1             

 学会発表  国内学会 78               

    国際学会   6             

    その他 36               
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外科学（消化器・一般外科）               

                 

著書 
1) 牧角良二, 大坪毅人. 第 7 章 虫垂 1. 腹腔鏡下虫垂切除術 消化器内視鏡外科手術バイブル 2023;1(1):285-290. 

                 

学術論文[和文] 
① 原著                

1) 佐々木貴浩, 古畑智久, 西村正成, 小野龍宣, 大坪毅人. 1 胆嚢摘出における Senhance Distal Laparoscopy  

System(SLDS) の 安全性. 川崎市医師会医学会誌, 2022;39：1-5. 

② 総説又は症例解説               

1) 大島隆一, 國場幸均, 勝又健太, 根岸宏行, 内藤正規, 大坪毅人. 右側横行結腸癌に対する小切開先行手技を用いた腹腔 

鏡手術. 手術, 2022;76(5)：801-808. 

2) 大坪毅人, 小泉哲, 小林慎二郎. 高難度肝胆膵外科手術アトラス 2022 

Ⅱ 各論 A 肝臓 4. 基本手技④－Glisonn 鞘一括処理. 手術, 2022;76(4)：455-460. 

3) 佐々木貴浩, 古畑智久. Ⅳ. 各論 腸閉塞 腸閉塞総論. 日本臨床, 2022;80(7)：328-332. 

4) 佐々木貴浩, 古畑智久. Ⅲ 小腸・大腸―良性疾患 S 状結腸軸捻転. 臨床外科, 2022;77(11)：151-155. 

5) 中原一有, 小林慎二郎, 立石敬介. 新規 5Fr 先端スパイラル型胆嚢プラスチックステントを用いた内視鏡的経乳頭胆嚢ドレ 

ナージ術の経験. 胆道, 2022;36(5)：643-645. 

6) 内藤正規, 國場幸均, 大島隆一, 根岸宏行, 古畑智久, 大坪毅人. 特集 こだわりの体腔内縫合・吻合術 

Ⅲ. 大腸外科 

2） 腹腔鏡下回盲部切除術後の体腔内吻合. 手術, 2023;77(2)：203-208. 

7) 小泉哲, 井田圭亮, 大坪毅人. 特集 最新医療機器・材料を使いこなす  

ヘルニア  

成人鼠径部ヘルニア手術に用いるメッシュの選択法と手技のコツ. 臨床外科, 2023;78(2)：231-235. 

③ 症例報告                

1) 梅澤早織, 小林慎二郎, 中原一有, 路川陽介, 井田圭亮, 土橋篤仁, 小泉哲, 佐藤純也, 小池淳樹, 大坪毅人. EUS-FNA で 

術前に確定診断できた TS1 の多形細胞型退形成癌の 1 例. 膵臓, 2022;37(2)：104-111. 

2) 臼井創大, 内藤正規, 天野優希, 勝又健太, 菊地悠輔, 根岸宏行, 大島隆一, 國場幸均, 有泉 泰, 長宗我部基弘, 古畑智 

久, 大坪毅人. 好酸球性多発血管炎症性肉芽腫症に合併した横行結腸癌の 1例. 癌と化学療法, 2022;49(13)：1823-1825. 

3) 勝又健太, 内藤正規, 久恒靖人, 天野優希, 臼井創大, 菊地悠輔, 根岸宏行, 大島隆一, 國場幸均, 古畑智久, 大坪毅人 

. 術後補助化学療法中に発症したオキサリプラチンによる横紋筋融解症の 1例. 癌と化学療法, 2023;50(2)：233-235. 

                 

学術論文[英文] 
① 原著                

1) Umezawa Saori, Kobayashi Shinjiro, Otsubo Takehito. Low preoperative psoas muscle mass index is a risk factor  

distal cholangiocarcinoma recurrence after pancreatoduodenctomy: a retrospective analysis. World journal of  

surgical oncology, 2022;20(1)：176-184. 

2) Tsuchida T,Hirose M, Inoue Y,Kunishima H,Otsubo T,Matsuda T. Relationship between changes in symptoms and  

antibody titers after a single vaccination in patients with Long COVID. Journal of Medical Virology,  

2022;94(7)：3416-3420. 

3) Shibata Tetsuya, Murata Kohei, Kishimoto Mitsuo, Yao Takashi, Noura Shingo, Morita Shunji, Akiyoshi Takashi,  

Okamura Shu, Imasato Mitsunobu, Furuhata Tomohisa, Suto Takeshi, Takemasa Ichiro, shingai Tatsushi, Ueda  

Masami, Mizuno Hitoshi, Hisamatsu Yuichi, Takeda Takashi, Fujii Makoto, Kagawa Yoshinori, Sugihara Kenichi.  

Clinicopathological features of appendiceal goblet cell adenocarcinoma in Japan: a multicenter retrospective  

stady. Surgery Today, 2022;53：174-181. 

4) Sasaki Takahiro, Furuhata Tomohisa, Nisimura Masashige, Arifuku Hirotaka, Ono Tatsunori, Noda Akiyoshi,  

Otsubo Takehito. Initial 30 cholecystectomy procedures performed with the Shnhance digital  laparoscopy  

system. Asian Journal of Endoscopic Surgery, 2022;：1-8. 

5) Shimada Jin, Mikami Shinya, Hiwatari Masaki, Tsukamoto Yoshitsugu, Hisatsune Yasuhito, Enomoto Takeharu,  

Otsubo Takehito. Total Drain Fluid Amylase Values Over Time Correlate with Late Complications of Pancreatic  

Fistulas after Gastrectomy. Journal of St. Marianna University, 2022;13(2)：69-75. 



- 134 - 

 

6) Hisatsune Yasuhito, Kokuba Yukihito, Katsumata Kenta, Negishi Hiroyuki, Oshima Ryuichi, Enomoto Takeharu,  

Otsubo Takehito. Utility of a Chimney-Type Penrose Drain for Prevention of Superficial Surgical Sift  

Infection in Cases of Lower Gastrointestinal Perforation. Journal of St. Marianna University, 2022;13(2)： 

51-57. 

7) Otsubo Takehito, Kobayashi Shinjiro, Sano Keiji, Misawa Takeyuki, Katagiri Satoshi, Nakayama Hisashi, Suzuki Shuji, 

 Watanabe Manabu, Ariizumi Shunichi, Unno Michiaki, Tanabe Minoru, Nagano Hiroaki, Kokubo Norihiro, Hirano Satoshi,  

Nakamura Masafumi, Shirabe Ken, Suzuki Yasuyuki, Yoshida Masahiro, Takada Yasutsugu, Nakagohri Toshio, 

 Horiguchi Akihiko, Ohdan Hideki, Eguchi Susumu, Ohtsuka Masayuki, Sho Masayuki, Rikiyama Toshiki, Hatano Etsuro,  

Taketomi Akinobu, Fujii Tsutomu, Yamaue Hiroki, Miyazaki Masaru, Yamamoto Masakazu, Takada Tadahiro, Endo Itaru.  

A nationwide certification system to increase the safety of highly advanced hepatobiliary-pancreatic surgery.  

Journal of Hepato-Biliary- Pancreatic Sciences, 2023;30(1)：60-71. 

② 総説又は症例解説               

1) Sato Junya, Nakahara Kazunari, Michikawa Yosuke, Suetani Keigo, Igarashi Yosuke, Sekine Akihiro, Satta  

Yusuke, Kobayashi Shinjiro, Otsubo Takehito, Tateishi Keisuke. Long-term outcomes of endoscopic  

transpapillary gallbladder drainage using a novel spiral plastic stent in acute calculus cholecystitis. BMC  

gastroenterology, 2022;22(1)：539. 

③ 症例報告                

1) Segami Kohei, Kobayashi Shinjiro, Hiwatari Masaki, Ogura Yuta, Katayama Masafumi, Koizumi Satoshi, Chosokabe  

Motohiro, Koike Junki, Otsubo Takehito. Lymph node recurrence and re-excision after primary tumor resection  

of a histiocytic sarcoma of duodenal origin : a case report. Surgical Case Report, 2022;(8)：189-194. 

                 

学会発表 
① 国内学会                

1) 佐々木貴浩, 古畑智久, 西村正成, 小野龍宣, 野田顕義, 大坪毅人. 胆嚢摘出術における Senhance Distal  

Laparoscopiy System の安全性. 第 122 回日本外科学会定期学術集会, 2022. 

2) ◎土田知也, 廣瀬雅宣, 井上陽子, 大坪毅人 松田隆秀. 新型コロナウイルス感染後後遺症患者へのワクチン接種前後の症 

状変化と抗体価についての調査. 第 119 回日本内科学会講演会, 2022. 

3) ◎佐藤純也, 中原一有, 伊東文生, 路川陽介, 末谷敬吾, 五十嵐洋介, 関根章裕, 薩田祐輔, 小林慎二郎. 胆石性急性胆 

嚢炎に対する内視鏡的経乳頭胆嚢ドレナージ術における手技失敗因子に関する検討. 第 108 回日本消化器病学会総会 

, 2022. 

4) ◎佐藤純也, 中原一有, 伊東文生, 路川陽介, 末谷敬吾, 五十嵐洋介, 関根章裕, 薩田祐輔, 小林慎二郎. 胆石性急性胆 

嚢炎に対するらせん型ステントを用いた内視鏡的経乳頭胆嚢ステント留置術の長期成績に関する検討. 第 103回日本消化器 

内視鏡学会総会, 2022. 

5) 大坪琢磨, 松下恒久, 本橋直輝, 林久志, 吉川健太郎, 安部雄, 宮原利行, 角泰廣, 大坪毅人. 腹腔鏡下虫垂切除におけ 

る虫垂つり上げ法. 第 76回手術手技研究会, 2022. 

6) 松下恒久, 大坪琢磨, 林久志, 吉川健太郎, 宮原利行, 角泰廣, 佐治攻, 榎本武治, 民上真也, 中野浩, 大坪毅人. 腹腔 

鏡下幽門側胃切除で当院が行っている再建(Augmented Rectangle Technique: ART 吻合について). 第 76回手術手技研究会 

, 2022. 

7) 勝又健太, 根岸宏行, 梅澤早織, 内藤正規, 森 佑紀, 清水朋子, 民上真也, 大坪毅人. 術後経過中に Sulbactaｍ 

/Cefoperazone による凝固障害を来した 2 例. 第 37 回日本臨床栄養代謝学会学術集会(JSPEN 2022）, 2022. 

8) 樋渡正樹, 朝倉武士, 佐々木大祐, 片山真史, 石井将光, 四万村司, 大坪毅人. 当院での鼠径部ヘルニア手術の定型化.  

第 20回日本ヘルニア学会学術集会, 2022. 

9) 塚本芳嗣, 長谷川拓男, 嶋田久, 嶋田元. CT にて術前診断し得た内臓逆位に合併した Amyand’s hernia の 1例. 第 20回日 

本ヘルニア学会学術集会, 2022. 

10) 亀井奈津子, 井田圭亮, 久恒靖人, 嶋田仁, 小泉哲, 大坪毅人. 神奈川県支部の鼠径ヘルニア手術における 4年間の報告.  

第 20回日本ヘルニア学会学術集会, 2022. 

11) 佐々木大祐, 澤田真裕, 鈴木卓也, 樋渡正樹, 片山真史, 石井将光, 四万村司, 朝倉武士, 大坪毅人. 高齢者における膿 

瘍形成性虫垂炎に対する Interval Appendectomy の検討. 第 47 回日本外科連合学会学術集会, 2022. 

12) 澤田真裕, 佐々木大祐, 鈴木卓也, 樋渡正樹, 石井将光, 片山真史, 四万村司, 朝倉武士, 大坪毅人. 乳糜腹水を認めた 

腸回転異常症の一例. 第 47 回日本外科連合学会学術集会, 2022. 
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13) 野田顕義, 古畑智久, 西村正成, 小野龍宣, 佐々木貴浩, 小泉宏隆, 大坪毅人. 偶発的に発見された胃好酸球性肉芽腫 

症の 1 例. 第 47 回日本外科連合学会学術集会, 2022. 

14) 木村紗衣, 浜辺太郎, 有福厚孝, 亀井奈津子, 福岡麻子, 朝野隆之, 牧角良二, 大坪毅人. 再々発性腹壁瘢痕ヘルニ 

ア嵌頓に対して IPOM plus を施行した一例. 第 47 回日本外科連合学会学術集会, 2022. 

15) 佐々木 貴浩, 古畑智久, 野田顕義, 小野龍宣, 西村正成, 小泉宏隆, 大坪毅人. 胃癌リンパ節転移診断における OSNA™  

法の検討. 第 47 回日本外科連合学会学術集会, 2022. 

16) 勝又健太, 内藤正規, 天野優希, 臼井創大, 菊地悠輔, 根岸宏行, 大島隆一, 四万村司, 牧角良二, 民上真也, 古畑智久 

, 國場幸均, 大坪毅人. オキサリプラチンによる横紋筋融解症を発症した上行結腸癌術後再発の 1 例. 第 44 回日本癌局所療 

法研究会, 2022. 

17) 臼井創大, 内藤正規, 天野優希, 勝又健太, 菊地悠輔, 根岸宏行, 大島隆一, 國場幸均, 有泉泰, 長宗我部基弘, 大坪毅 
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③ その他                

1) 佐々木貴浩, 古畑智久, 西村正成, 小野龍宣, 野田顕義. 胆嚢摘出術における Senhance Digital Laparoscopy System  

の定型化を目指したポート配置. 第 1 回デジタル内視鏡下手術研究会, 2022. 

2) 大坪 毅人. 病院経営戦略における医薬品マネジメント～フォーミュラリーの可能性と経営戦略～. 慶応義塾大学/日本調 

剤株式会社 共催セミナー, 2022. 

3) ◎富田真央, 千葉清, 中村竜二, 杵渕聡志, 北翔太, 縄田晋太郎, 向後美沙, 駒ヶ嶺正英, 小川普久, 縄田寛, 小林慎二 

郎, 近田正英, 西巻博, 宮入剛. 腹腔動脈分枝血管における解離性多発動脈瘤に対するハイブリッド治療の１例. 第 189 回 

血管外科症例検討会, 2022. 

4) 西牧裕樹, 久恒靖人, 樋渡正樹, 塚本芳嗣, 嶋田仁, 民上真也, 大坪毅人. 胃癌との鑑別を要した胃梅毒の 1例. 聖マリア 

ンナ医学会第 82 回学術集会, 2022. 

5) 塚本芳嗣. 大腸壊死、小腸壊死をきたした糞便性閉塞性大腸炎の一例. 横浜敗血症セミナー X, 2022. 

6) 佐々木貴浩, 古畑智久, 有福厚孝, 小野龍宣, 野田顕義. 胆嚢摘出術とヘルニア修復術の定型化にむけて. 第 2 回デジタル 

内視鏡下手術研究会, 2022. 

7) 増田哲之, 小林慎二郎, 水上拓郎, 野呂瀬朋子, 梅澤早織, 井田圭亮, 土橋篤仁, 小泉哲, 砂川優, 大池信之, 大坪毅人 

. 初診時切除不能と判断したが Conversion surgery 後も長期生存している非乳頭部十二指腸癌の 1 例. 第 55 回制癌剤適応研 

修会, 2023. 

8) 小林慎二郎, 増田哲之, 梅本久美子, 梅澤早織, 井田圭亮, 土居綾子, 土橋篤仁, 小泉哲, 砂川優, 大坪毅人. 切除可能 

膵頭部癌に対する NAC-GSについての現況と課題. 第 55 回制癌剤適応研修会, 2023. 
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外科学（心臓血管外科）               

                 

学術論文[和文] 
① 総説又は症例解説               

1) 宮入剛. 聖マリアンナ医科大学の教育理念. 胸部外科, 2022;75(4)：290-292. 

                 

学術論文[英文] 
① 原著                

1) Shimizu Yuuki, Kondo Kazuhisa, Hayashida Ryo, Sasaki Ken-Ichiro, Ohtsuka Masanori, Fukumoto Yoshihiro,  

Takashima 

Shinichiro, Inoue Oto, Usui Soichiro, Takamura Masayuki, Sakuma Masashi, Inoue Teruo, Nagata Tokuichiro,  

Akashi Yoshihiro J, Yamada Yoshihiro, Kato Tamon, Kuwahara Koichiro, Tateno Kaoru, Kobayashi Yoshio, Shibata  

Rei, Murohara Toyoaki; TACT-ADRC multicenter trial Group.. Therapeutic angiogenesis for patients with  

no-option critical limb ischemia by adipose-derived regenerative cells: TACT-ADRC multicenter trial.  

Angiogenesis, 2022;25(4)：535-546. 

2) Chiba Kiyoshi, Nishimaki Hiroshi, Ogawa Yukihisa, Tomita Masahiro, Nakamura Ryuji, Kinebuchi Satoshi, Kita  

Shota, Komagamine Masahide, Nawata Kan, Chikada Masahide, Miyairi Takeshi. Midterm Results of Thoracic  

Endovascular Aortic Repair with Reentry Closure for Chronic Type B Aortic Dissection with Aneurysmal  

Dilatation. Annals of Vascular Diseases, 2022;15(4)：308-316. 

3) Chiba Kiyoshi, Nishimaki Hiroshi, Ogawa Yukihisa, Tomita Masahiro, Nakamura Ryuji, Kinebuchi Satoshi, Kita  

Shota,  Komagamine Masahide, Nawata Kan, Chikada Masahide, Miyairi Takeshi. Midterm rsults of toracic  

edovascular artic epair with eentry cosure for cronic Type B artic dssection with aeurysmal dlatation. Annals  

of Vascular Diseases, 2022;15：308-316. 

② 症例報告                

1) Hiruma Hiromitsu, Ogawa Yukihisa, Chiba Kiyoshi, Nawata Shintaro, Kotoku Akiyuki, Maruhashi Takaaki, Mimura  

Hidefumi, Miyairi Takeshi, Nishimaki Hiroshi. Clinical utility of emergency thoracic endovascular aortic  

repair and timing of definitive surgery in esophageal cancer patients with Aortoesophageal fistula. Annals of  

Vascular Surgery - Brief Report and Innovation, 2022;2(3)：DOI-10.1016/j.avsurg.2022.100117. 

2) Chikada Masahide, Chiba Kiyoshi, Nawata Kan, Tomita Masahiro, Nakamura Ryuji, Kinebuchi Satoshi, Kita Shota,  

Komagamine Masahide, Kogo Misa, Nishimaki Hiroshi, Miyairi Takeshi. Longterm Followup of a Pediatric Patient  

with Congenital Abdominal Aortic Aneurysm with Coarctation. Annals of Vascular Diseases, 2022;15(4)：341-343. 

3) Motohiro Chosokabe, Yasushi Ariizumi, Toshiya Kobayashi. A Case Report of an Extensively Ossified Left Atrial  

Myxoma. Surgical Case Report, 2022;5(3)：1-4. 

                 

学会発表 
① 国内学会                

1) ◎千葉清, 富田真央, 杵渕聡志, 北翔太, 駒ヶ嶺正英, 向後美沙, 縄田寛, 近田正英, 西巻博, 宮入剛. Living graft を 

有する冠動脈バイパス後の弓部動脈瘤に対する 2debranching TEVAR 後の open conversion の１例. 第 50回日本血管外科 

学会, 2022. 

2) 縄田晋太郎, 小川普久, 千葉清, 杵渕聡志, 中村竜士, 冨田真央, 谷川和好, 三村秀文, 宮入剛, 西巻博. Improved  

outcomes of endograft repair of internal iliac artery aneurysm compared with embolization. 第 51 回日本 IVR 学会 

総会, 2022. 

3) 縄田晋太郎, 小川普久, 千葉清, 杵渕聡志, 中村竜士, 冨田真央, 谷川和好, 三村秀文, 宮入剛, 西巻博. 当院における 

内腸骨動脈瘤の血管内治療成績：塞栓単独群と塞栓＋ステントグラフト留置併用群の比較. 第 28 回日本血管内治療学会学 

術総会, 2022. 

4) 渡邊康大, 今野愛, 長田洋資, 桜井研三, 北翔太, 近田正英, 麻生健太郎. 完全房室中隔欠損症に併発した心房頻拍によ 

る心不全に開胸 ECMO 搬送を行った乳児例. 第 58 回日本小児循環器学会, 2022. 

5) ◎中村竜士, 千葉清, 杵渕聡志, 北翔太, 縄田晋太郎, 駒ヶ嶺正英, 小川普久, 縄田寛, 小林慎二郎, 西巻博, 宮入剛.  

腹腔動脈分枝血管における解離性多発動脈瘤に対するハイブリッド治療の 1例. 第 30回日本血管外科学会関東甲信越地方会 

, 2022. 
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6) ◎縄田寛. 移植医療の働き方改革 -関連病院内限定心臓メディカルコンサルタントとしての活動から-. 第 58回日本移植学 

会総会, 2022. 

7) 仲野海渡, 沼田賢治, 千葉清, 縄田寛, 吉田徹, 藤谷茂樹. 腹部大動脈瘤が十二指腸に穿破した一例. 第 50 回日本救急医 

学会総会・学術集会, 2022. 

8) 松田迪, 佐藤如雄, 村田理沙子, 金光陽子, 鈴木規雄, 石橋祐記, 縄田寛, 宮入剛, 原田智雄, 明石嘉浩. 著名な真菌石 

灰化を来した急性心筋炎の 1例. 第 26回日本心不全学会学術集会, 2022. 

9) ◎千葉 清, 西巻 博, 縄田晋太郎, 中村竜士, 杵渕聡志, 北 翔太, 富田真央, 駒ヶ嶺正英, 縄田 寛, 近田正英, 宮入 剛.  

慢性 B 型大動脈解離に対する血管内治療の課題. 第 63 回日本脈管学会総会, 2022. 

10) ◎杵渕聡志, 千葉清, 富田真央, 北翔太, 駒ヶ嶺正英, 向後美沙, 縄田寛, 近田正英, 西巻博, 宮入剛.  

TEVAR 後に Open conversion となった Marfan 症候群の一例. 第 29 回神奈川心臓血管外科研究会, 2022. 

11) 縄田晋太郎，小川普久，千葉清，杵渕聡志，谷川和好，駒ヶ嶺正英，丸橋孝昭，三村秀文，宮入剛，西巻博. EVAR 後の瘤 

径拡大に対する overhaul concept の臨床的有用性の検証. 第 63回日本脈管学会総会, 2022. 

12) ◎千葉清, 西巻博, 小川普久, 縄田晋太郎, 中村竜士, 杵渕聡志, 北翔太, 駒ヶ嶺正英, 縄田寛, 近田正英, 宮入剛. 慢 

性 B 型大動脈解離に対する血管内治療の課題. 第 63回日本脈管学会総会, 2022. 

13) ◎縄田寛. 心臓血管外科手術におけるチームワークとコミュニケーション. 第 60 回日本人工臓器学会大会, 2022. 

14) ◎富田真央, 千葉清, 中村竜士, 杵渕聡志, 北翔太, 向後美沙, 駒ヶ嶺正英, 縄田寛, 近田正英, 西巻博, 宮入剛 

. DeBakey3b 慢性解離に対する re-entry closure を併用した TEVAR 術後の胸腹部置換の一例. 第 190 回日本胸部外科学 

会関東甲信越地方会, 2022. 

15) ◎近田正英, 宮入剛, 西巻博, 縄田寛, 谷川和好, 千葉清, 駒ヶ嶺正英, 向後美沙, 北翔太, 杵渕聡志, 富田真央, 中村 

竜士. Unroofed coronary sinus 高齢成人症例の手術経験. 第 24回日本成人先天性心疾患学会, 2023. 

16) ◎杵渕聡志, 縄田寛, 富田真央, 中村竜士, 北翔太, 向後美沙, 駒ヶ嶺正英, 千葉清, 谷川和好, 近田正英, 西巻博, 宮 

入剛. 左室心尖部ベント併用セントラルエクモを装着するも肝不全の進行を制御し得なかった重症両心不全の一例. 第 51 

回人工心臓と補助循環懇話会学術集会, 2023. 

17) ◎西巻博. 大動脈解離・解離性大動脈瘤における最近の知見：― IVR を中心に ―. 第 77 回北海道血管造影 

 Interventional Radiology 研究会, 2023. 

18) ◎富田真央, 縄田寛, 千葉清, 西巻博, 谷川和好, 縄田晋太郎, 駒ヶ嶺正英, 北翔太, 杵渕聡志, 中村竜士, 向後美沙,  

近田正英, 宮入剛. 肝臓癌を合併した下膵十二指腸動脈瘤および腹腔動脈起始部閉塞に対する一期的外科治療の一例. 第 

158回神奈川県臨床外科医学会集談会, 2023. 

19) ◎Chiba Kiyoshi, Tomita Masahiro, Nakamura Ryuji, Kinebuchi Satoshi, Kita Shota, Komagamine Masahide, Nawata  

Kan, Chikada Masahide, Nishimaki Hiroshi, Miyairi Takeshi. Early outcomes in open surgical repair for prior  

thoracic endovascular aortic repair. 第 53 回日本心臓血管外科学会学術総会, 2023. 

20) ◎北翔太. 僧帽弁異形成からの二心室修復とその後の課題. 第 53回日本心臓血管外科学会学術総会, 2023. 

21) ◎Chiba Kiyoshi, Nawata Kan, Nakamura Ryuji, Kinebuchi Satoshi, Kita Shota, Kogo Misa, Komagamine Masahide,  

Chikada Masahide, Nishimaki Hiroshi, Miyairi Takeshi. A case of open conversion after 2debranching TEVAR for  

aortic arch aneurysm after coronary artery bypass surgery with living graft. 第 50 回日本血管外科総会, 2022. 

22) 渕上真希, 小川普久, 縄田晋太郎, 渕上淳也, 駒ヶ嶺正英, 千葉清, 杵渕聡志, 三村秀文, 宮入剛, 西巻博. Iliac neck  

dilatation causing ruptured abdominal aortic aneurysm previously treated with EVAR. 第 51回日本 IVR 学会総会 

, 2022. 

23) ◎Chiba Kiyoshi, Tomita Masahiro, Nakamura Ryuji, Kinebuchi Satoshi, Kita Shota, Komagamine Masahide, Nawata  

Kan, Chikada Masahide, Nishimaki Hiroshi, Miyairi Takeshi. Total arch replacement versus debranching thoracic  

endovascular aortic repair for an aortic arch aneurysm. 第 75 回日本胸部外科学術集会, 2022. 

24) ◎Nawata Kan, Miyairi Takeshi, Chiba Kiyoshi, Komagamine Masahide, Tanigawa Kazuyoshi, Kita Shota, Kinebuchi  

Satoshi, Tomita Masahiro, Nakamura Ryuji, Kogo Misa, Chikada Masahide, Nishimaki Hiroshi, Kuwata Shingo,  

Okuyama Kazuaki, Koga Masashi, Izumo Masaki, Sato Yukio, Mitarai Takanobu, Tanabe Yasuhiro, Akashi Yoshihiro.  

CP2-3 維持透析症例における大動脈弁置換手術の成績および TAVIとの比較. 第 75 回胸部外科学会, 2022. 

25) ◎Nawata Kan, Komagamine Masahide, Tanigawa Kazuyoshi, Chiba Kiyoshi, Kita Shota,  

Kinebuchi Satoshi, Kogo Misa, Nishimaki Hiroshi, Chikada Masahide, Miyairi Takeshi. Outcomes and results of  

54 cases of Impella®. 第 53 回日本心臓血管外科学会学術総会, 2023. 

② その他                
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1) ◎千葉清, 富田真央, 杵渕聡志, 北翔太, 向後美沙, 駒ヶ嶺正英, 縄田寛, 近田正英, 西巻博, 宮入剛. 胸部大動脈瘤破 

裂、腹部大動脈瘤破裂、下大静脈穿破に対する血管内治療後の open convert による 1 救命例. 第 30回日本大動脈外科研究会 

, 2022. 

2) ◎富田真央, 千葉清, 中村竜二, 杵渕聡志, 北翔太, 縄田晋太郎, 向後美沙, 駒ヶ嶺正英, 小川普久, 縄田寛, 小林慎二 

郎, 近田正英, 西巻博, 宮入剛. 腹腔動脈分枝血管における解離性多発動脈瘤に対するハイブリッド治療の１例. 第 189 回 

血管外科症例検討会, 2022. 

3) ◎杵渕聡志, 千葉清, 富田真央, 北翔太, 向後美沙, 駒ヶ嶺正英, 縄田寛, 西巻博, 近田正英, 宮入剛. 「術中に急性大 

動脈解離と左室破裂を来たした症例」. 第 30回神奈川心臓血管外科フォーラム, 2022. 

4) ◎北翔太, 近田正英, 金子幸裕, 近藤良一, 武井哲理, 宮入剛. 早産かつ低出生体重児の Ebstein 奇形に対する Starnes 手 

術の 1 症例. 第 189 回日本胸部外科学会関東甲信越地方会要旨集, 2022. 

5) ◎近田正英, 北翔太, 宮入剛, 西巻博, 縄田寛, 千葉清, 駒ヶ嶺正英, 杵渕聡志. 成人部分肺静脈環流異常症の治療経験 

―中期遠隔期を含めて―. 第 58回日本小児循環器学会総会・学術集会, 2022. 

6) 縄田晋太郎, 西巻博, 千葉清, 杵渕聡志, 谷川和好, 富田真央, 三村秀文, 宮入剛. 若年発症の特発性鎖骨下動脈仮性瘤 

に対して血管内治療を行った一例. 第 9 回救急外傷 IVR症例検討会, 2023. 

7) ◎千葉清, 富田真央, 中村竜士, 杵渕聡志, 北翔太, 駒ヶ嶺正英, 谷川和好, 縄田寛, 近田正英, 西巻博, 宮入剛 

. Leriche症候群を合併した胸部下行大動脈瘤の治療方法. 第 192回血管外科症例検討会, 2023. 
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外科学（呼吸器外科）               

                 

著書 
1) 小島宏司, 佐治久. 肺動静脈奇形(肺動静脈瘻) 呼吸器疾患最新の治療 2023-2024 2023;:434-436. 

                 

学術論文[和文] 
① 総説又は症例解説               

1) 佐治久. Thorax/Lung and Mediastinum,Pleura:Cancer 

肺癌 

肺癌診療における最新のトピックス 2022 

Ⅰ．外科領域：小型肺癌に対する縮小切除に関する新しいエビデンス―歴史を紐解く三矢の教え. 癌と化学療法 

, 2022;49(8)：837-841. 

2) 佐治久. まい・てくにっく 口径の大きな肺動脈の手縫いによる閉鎖のコツと注意点. 胸部外科, 2022;75(8)：587. 

3) 佐治久. Ⅰ,Ⅱ期肺癌に対する外科治療. 最新臨床肺癌学, 2022;80(増刊号 8)：396-402. 

4) 佐治久. JCOG0802/WJOG4607L. 腫瘍内科, 2022;30(6)：700-705. 

5) 佐治久, 畠山高亨, 大坪莞爾, 酒井寛貴, 木村祐之, 本間崇浩, 宮澤知行, 丸島秀樹, 小島宏司. 高齢者肺癌の外科的治 

療. 呼吸器内科, 2023;43(2)：125-130. 

② その他                

1) 佐治久. 肺がん外科グループ JCOG0802/WJOG4607L THE LANCET 掲載. JOCG News, 2022;(199)：1-3. 

                 

学術論文[英文] 
① 原著                

1) Izawa N, Shiokawa H, Onuki R, Hamaji K, Morikawa K, Saji H, Ohashi H, Kasugai S, Hayakawa N, Ohara T,  

Sunakawa Y. The clinical utility of comprehensive measurement of autoimmune disease-related antibodies in  

patients with advanced solid tumors receiving immune checkpoint inhibitors: a retrospective study. ESMO Open,  

2022;7(2)：100415. 

2) Saji Hisashi, Okada Morihito, Tuboi Masahiro, Nakajima Ryu, Suzuki Kenji, Aokage Keiju, Aoki Tadashi, Okami  
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147) ◎Shota Saji, Masamitsu Nakamura, Natsumi Furuya, Chika Homma, Junichi Hasegawa, Nao Suzuki. A case of  
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10) ◎Yodo Sugishita, Nao Suzuki. Ovarian cortex vitrification - Concept and techniques. Fertiprotect 2022 9th  

International Annual Conference of the Fertility Precervation Society, 2022. 
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和

文 

英

文 
            

 著  書   22 2             

 論  文  原著 4 27             

    解説又は総説 27 4             

    症例報告 4 6             

    その他   1             

 学会発表  国内学会 140 7             

    国際学会   13             

    その他 50               

                 

  



- 199 - 

 

眼科学                

                 

著書 
1) 松澤亜紀子. コンタクトレンズフィッティング 新篇 眼科プラクティス 2 細隙灯顕微鏡の徹底活用-キミはどこまで見 

えているか- 2022;2:103-107. 

2) 松澤亜紀子. Ⅰ眼外傷 

3．眼球の外傷 

1）コンタクトレンズトラブル 新篇眼科プラクティス 5 眼科救急治療-まったなし！急がば学べ- 2022;5:17-20. 

3) 向後二郎. Ⅲ眼科手術レスキュー  

4.硝子体手術 

1）水晶体核落下 新篇眼科プラクティス 5 眼科救急治療-まったなし！急がば学べ- 2022;5:234-237. 

4) 松澤亜紀子. カラーコンタクトレンズの処方 新篇 眼科プラクティス  9 必読！コンタクトレンズ診療 
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しい眼科, 2022;39(6)：793-794. 
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7) 徳田直人. 選択的レーザートラベクロプラスティの位置付け. 日本の眼科, 2023;94(3)：50-51. 
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2) Sato K, Jujo T, Sekine R, Uchiyama N, Kakehashi K,  Kogo J. Correlation between the Outcome of Vitrectomy for  
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Clinical Medicine, 2022;11(17)：5055. 



- 200 - 
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④ その他                

1) 肥塚 泉. 前庭神経炎～前庭神経炎診療ガイドライン 2021年版を踏まえて～. メディカル・ビューポイント, 2022;43(4) 

：3-4. 

2) 肥塚 泉. 前庭神経炎診療ガイドライン 2021年版. 週刊 医学のあゆみ 別刷, 2022;282(3)：194-195. 

                 

学術論文[英文] 
① 原著                

1) Izawa N, Shiokawa H, Onuki R, Hamaji K, Morikawa K, Saji H, Ohashi H, Kasugai S, Hayakawa N, Ohara T,  

Sunakawa Y. The clinical utility of comprehensive measurement of autoimmune disease-related antibodies in  

patients with advanced solid tumors receiving immune checkpoint inhibitors: a retrospective study. ESMO Open,  

2022;7(2)：100415. 

2) Toru Seo, Yohei Okano, ,Mizuho Aomi, ,Zenyu Yamad, Shigeru Kasugai, ,Manabu Nakamura, Yasuhiro Miyamoto,  

Izumi Koizuk. Endolymphatic hydrops presumption tests for patients with vestibular migraine. Acta  

Oto-Laryngologica, 2022;AHEAD-OF-PRINT：1-4. 
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3) Shinsuke Ito, Hiromasa Takakura, Katsuishi Akaogi, Hideo Shojaku, Noriaki Takeda, Mamoru Suzuki, Yukio  

Watanabe, Mitsuhiro Aoki, Katsumi Doi, Tetsuo Ikezono, Akinobu Kakigi, Tadashi Kitahara, Izumi Koizuka,  

Toshihisa Murofushi, Hideaki Naganuma, Koichi Omori, Katsumasa Takahashi, Masaya Takumida, Shin-ichi Usami,  

and Hiroshi Yamashita. A 14-year nationwide epidemiological analysis of delayed endolymphatic hydrops in  

Japan. ACTA OTO - LARYNGOLOGICA, 2022;142(NOS.7-8)：568-574. 

4) Mouri M, Imamura M, Suzuki S, Kawasaki T, Ishizaki Y, Sakurai K, Nagafuchi H, Matsumura N, Uchida M, Ando T,  

Yoshioka K, Ooka S, Sugihara T, Miyoshi H, Mori M, Okada T, Yamaguchi M, Kunishima H, Kato M, Kawahata K.  

Serum polyethylene glycol-specific IgE and IgG in patients with hypersensitivity to COVID-19 mRNA vaccines. 

Allergology international : official journal of the Japanese Society of Allergology, 2022;71(4)：512-519. 

5) Shinya Ohira, Manabu Komori, Mitsuto Nakamura, Kentaro Matsuura, Hiroshi Osafune, Riko Kajiwara and Kota  

Wada. Morphological relationships between external auditory canal and vital structures of tympanic cavity.  

Head and Face Medicine, 2022;：DOI-10.1186/s13005-022-00341-2. 

② 症例報告                

1) Imai T, Shinohara K, Uchino K, Okuma H, Maki F, Hiruma K, Ariizumi Y, Yamano Y. Paraneoplastic cerebellar  

degeneration with anti-Yo antibodies and an associated submandibular gland tumor: a case report. BMC  

Neurology, 2022;22(1)：165. 

                 

学会発表 
① 国内学会                

1) 瀬尾 徹,  岡野 洋平, 青海 瑞穂, 山田 善宥, 中村 学, 肥塚 泉. 前庭性片頭痛の神経耳科学的検討. 第 123 回日本耳鼻 

咽喉科頭頸部外科学会, 2022. 

2) 釼持 睦、越智健太郎、木下裕継、春日井滋、肥塚 泉. サリチル酸によるモルモット聴皮質 dorsocaudal area への影響 

―single unit による検討―. 第 123回日本耳鼻咽喉科総会・学術講演会, 2022. 

3) 中村 学, 岡野洋平, 青海瑞穂, 山田善宥, 瀬尾徹, 肥塚泉. COVID-19 院内クラスターが発生した当院における経営状況の 

検討と取り組み. COVID-19院内クラスターが発生した 

当院における経営状況の検討と取り組み, 2022. 

4) 小森 学. 口蓋扁桃摘出術を科学する. 第 123 回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会総会・学術講演会, 2022. 

5) 西山和宏, 鶴岡一, 沼田雄, 田中智士, 半田寛, 峯下昌道, 宮本康裕. リバース鉗子を用いて硬性気管支鏡下に T-tube留 

置を行った一例. 第 45 回日本呼吸器内視鏡学会学術集会, 2022. 

6) 小森 学. 耳鼻咽喉科頭頸部外科学会公式 YouTube チャンネルの運用. 第 123 回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会総会・学術 

講演会, 2022. 

7) 小森 学. 耳科・小児耳鼻咽喉科診療の未来予想図 

−聴覚改善手術からアレルギー性鼻炎まで−. 日本耳鼻咽喉科学会神奈川県地方部会学術集会, 2022. 

8) 深澤雅彦, 久保佑介, 藤井正文, 小野瀬好英, 明石愛美, 春日井滋, 小森学. 当科における Pembrolizumabの使用経 

験. 第 46 回日本頭頸部癌学会, 2022. 

9) 在原 理瑛, 笹野 恭之, 金山 友亮, 赤羽 邦彬, 多村 悠紀, 川島 孝介, 伊藤友祐, 齋藤 善光, 小森 学. glove finger  

flap technique で摘出し得た鼓室型グロムス腫瘍の一例. 第 199 回日本耳鼻咽喉科学会神奈川県地方部会, 2022. 

10) 肥塚 泉. 良性発作性頭位めまい症｜耳石置換法を極める！. 第３８回 日本めまい平衡医学会 医師講習会, 2022. 

11) 齋藤善光、岩武桜子、赤羽邦彬、笹野恭之、肥塚 泉、小森 学. 新型コロナウイルス感染症の後遺症患者に対する上咽 

頭擦過療法の検討. 第 84回 耳鼻咽喉科臨床学会総会・学術講演会, 2022. 

12) 青海瑞穂, 瀬尾徹, 菅原一晃, 岡野洋平, 山田善宥, 中村学, 肥塚泉, 小森学. 音恐怖症によるめまいの 1 例. 第 84 回耳鼻 

咽喉科臨床学会総会・学術講演会, 2022. 

13) 金山友亮, 笹野恭之, 伊藤友祐, 小森学. 外耳道閉鎖術で人工内耳植込術を施行した CHARGE症候群の一例. 第 17 回 日本 

小児耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会, 2022. 

14) 笹野恭之, 金山友亮, 伊藤友祐, 小森学. 急速に症状が進行した Cogan症候群の小児例. 第 16回日本小児耳鼻咽喉科学会 

, 2022. 

15) 小森 学. 特別企画「新時代の口腔咽頭科学を切り開く！新任教授陣による抱負と学会への提言」口腔・咽頭科学会の未 

来予想図. 第 35 回口腔・咽頭科学会総会ならびに学術講演会, 2022. 

16) 村上綱亮、岩武桜子. 頸椎に達した頸部穿通性外傷の 1例. 第 35回日本口腔・咽頭科学会総会, 2022. 

17) 晝間清, 多村悠紀, 棚橋淳子. 異時性交代性に発症したアレルギー性真菌性副鼻腔炎と推定される 1例. 第 71 回日本アレル 

ギー学会学術集会, 2022. 
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18) 棚橋淳子, 角田哲人, 西田皓平, 今村愉子, 森田翔, 多村悠紀, 晝間清, 半田寛, 西根広樹, 井上健男, 峯下昌道. 重症 

喘息患者に対する dupilumab 投与間隔延長の現状. 第 71 回日本アレルギー学会学術集会, 2022. 

19) 晝間清, 多村悠紀, 森田翔, 棚橋淳子, 今村愉子. 異時性交代性に発症したアレルギー性真菌性副鼻腔炎と推測される 1 例 

. 第 71 回日本アレルギー学会学術大会, 2022. 

20) 多村悠紀, 齋藤善光, 赤羽邦彬, 川島孝介, 小森学. 好酸球性副鼻腔炎に対するデュピルマブの有効性の検討. 第 61 回日 

本鼻科学会総会・学術講演会, 2022. 

21) 荒井 康裕, 瀬尾 徹, 西尾 信哉, 和田 昂, 高田 顕太郎, 宇佐美 真一, 折舘 伸彦. 成人になって診断された CMV感染症 

による遅発性内リンパ水腫の 1 例. 第 32 回日本耳科学会総会, 2022. 

22) 笹野恭之, 稲垣太朗, 小森学. 当科における内リンパ嚢開放術および中耳加圧治療の検討. 第 32 回日本耳科学会, 2022. 

23) 春日井滋, 神川文彰, 齋藤善光, 小森学. 喉頭軟骨壊死を伴った喉頭癌再発の 1 症例. 第 73回日本気管食道科学会総会なら 

びに学術講演会, 2022. 

24) 瀬尾 徹, 釼持 新, 岡野洋平, 青海瑞穂, 伊藤友祐, 中村 学, 肥塚 泉, 小森 学. 内リンパ水腫の評価におけるフ 

ロセミド負荷 VEMPと内耳造影 MRI の関係. 第 81 回日本めまい平衡医学会, 2022. 

25) 伊藤友祐, 望月文博, 青海瑞穂, 笹野恭之, 瀬尾 徹, 肥塚 泉, 小森 学. 健常者と前庭疾患における VEMP および回転 

刺激検査による耳石器機能の比較(第 3報). 第 81 回日本めまい平衡医学会総会・学術講演会, 2022. 

26) 瀬尾 徹, 中村学, 肥塚 泉, 小森 学. 中心軸回転と偏中心軸回転による卵形嚢機能障害の検出. 第 68回日本宇宙航空 

環境医学会大会, 2022. 

27) 笹野恭之, 望月文博, 伊藤友祐, 秋山久尚. 前庭性片頭痛における内耳造影 MRI 検査の検討. 第 50回日本頭痛学会総会, 2022. 

28) 深澤雅彦 久保佑介 藤井正文 岩武桜子 神川文彰 春日井滋 小森学. 当科における 75歳以上の高齢頭頸部がん患者 

治療の検討. 第 32回日本頭頸部外科学会総会ならびに学術講演会, 2023. 

29) 藤井正文, 深澤雅彦, 岩武桜子, 神川文彰, 春日井 滋, 小森 学. 当院における下咽頭癌・食道癌の重複癌症例の検討.  

第 32回 日本頭頸部外科学会総会・学術講演会, 2023. 

30) 小森 学. データから読み解く耳鼻咽喉・頭頸部外科診療. 第 40回川崎市医師会医学会, 2023. 

② 国際学会                

1) Manabu KOMORI. JWGEES Session 

Multicenter Study in Japan 

Pars flaccid and pars tensa cholesteatomas. 4th World Congress on Endoscopic Ear Surgery, 2022. 

2) Yoshiyuki Sasano, Manabu Komori. Surgical Clipping for the Large Vestibular Aqueduct Syndrome:A Case Report.  

EES 2022, 2022. 

3) Toru Seo. Assessment of endolymphatic hydrops by furosemide loading VEMP. IFOS Dubai ENT world congress,  

2023. 

4) Toru Seo, Manabu Nakamura, Izumi Koizuka, Manabu Komori. Assessment for the utricular function using centered  

and eccentric rotation. 46th Association for Research in Otolaryngology Annual Midwinter Meeting, 2023. 

5) Yusuke Ito, Fumihiro Mochizuki, Toru Seo, Izumi Koizuka. Comparison of the Schellong test for patients  

complaining of dizziness/vertigo. Association for Research in Otolaryngology 46th Annual MidWinter Meeting,  

2023. 

③ その他                

1) 小森 学. 小児耳鼻咽喉科診療の未来予想図. 第 482 回慈大耳鼻咽喉科会総会・学術講演会, 2022. 

2) 齋藤善光. 慢性副鼻腔炎に対するデュピルマブの治療効果. Type2 Inflammation Cross-Link Seminar, 2022. 

3) 小森 学. メニエール病の外科手術 

−HYDROPS 時代の内リンパ嚢開放術−. 第 43回札幌 ENT カンファレンス, 2022. 

4) 小森 学. あなたの知らない側頭骨手術 

−めまい手術と Baha について−. 第 16回東邦学術フォーラム, 2022. 

5) 小森 学. 患者中心に医療・療育・行政を結びつける多職種連携システムの構築. 2022年度 聖マリアンナ医科大学・明 

治大学共同研究会, 2022. 

6) 小森 学. 好酸球性中耳炎の Total Care. ECRS Up to Date Forum, 2022. 

7) 小森 学. より良い耳鼻咽喉科診療に向かって. 第 82 回聖マリアンナ医科大学医学会学術集会, 2022. 

8) 渕上淳也, 八木橋国博, 蛭間弘光, 大森淳二, 木村裕介, 熊野玲子, 岩武桜子, 長宗我部基弘. 副鼻腔炎手術を契機に診 

断された NK／T細胞リンパ腫の 1例. 神奈川県放射線医会総会・第 62 回例会, 2022. 

9) 小森 学. 新時代の小児 OSA 低侵襲手術 扁桃炎・咽頭炎 GL をふまえて. Kyorin Tama WEB seminar, 2022. 



- 206 - 

 

10) 小森 学. メニエール病の外科手術 HYDROPS 時代の内リンパ嚢開放術. 第 202 回御茶ノ水耳鼻咽喉科・頭頸科治療研究会 

, 2022. 

11) 小森 学. 小児睡眠時無呼吸 安全な手術と鼻呼吸の重要性. 川崎市医師会学校医部会 学術講演会, 2023. 

12) 小森 学. 小児扁桃・アデノイド手術のゲームチェンジャー. 第 21 回県央耳鼻咽喉科臨床研究会, 2023. 

13) 小森 学. 伝音・混合性難聴に対する人工聴覚器戦略. 第 143回難聴言語障害研究会, 2023. 

14) 小森 学. 知ってほしい難聴の治療 届けあなたのことば. 川崎市市民公開講座 知って得する耳鼻咽喉科, 2023. 

15) 小森 学. 扁桃・アデノイド手術の Game Changer アレルギー性鼻炎も見逃すな. 相模原市耳鼻咽喉科医会学術講演会 

, 2023. 

16) 釼持 睦、小森 学. 当院で経験した耳硬化症の一症例. 第 9回青葉区医師会学術集談会, 2023. 

17) 小森 学. 小児気管切開の実際. 第 3 回にじいろスマイルの会, 2023. 
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放射線医学                

                 

著書 
1) 縄田晋太郎, 小川普久, 三村秀文. 読影レポート Lesson 血管編 「大動脈瘤」 画像診断 2022;12(42):1184-1188. 

2) 中村直樹. 放射線療法 がんの痛み治療テキスト 2023;:171-183. 

3) 中村直樹, ガイドライン作成ワーキンググループ. 総説 3 骨転移の治療とケア 

2.放射線治療の意義 骨転移診療ガイドライン 改訂第 2 版 2022;:13-13. 

4) 中村直樹, ガイドライン作成ワーキンググループ. Clinical Question 18 有痛性脊椎転移に体幹部定位放射線治療は有効 

か？ 骨転移診療ガイドライン 改訂第 2版 2022;:62-63. 

                 

学術論文[和文] 
① 原著                

1) 大槻拓矢, 家研也, 廣瀬雅宣, 本橋伊織, 土田知也, 相原茉里, 櫛渕澪, 八木橋国博, 奥瀬千晃, 松田隆秀, 大平善之.  

気腫性変化を基礎に有する肺炎患者の予後予測～A-DROP と Goddard分類を組み合わせたＡＧ－ＤＲＯＰによる評価法～. 日 

本病院総合診療医学会雑誌, 2022;18(5)：332-339. 

② その他                

1) 齋藤祐貴. 【小児画像診断のコツ】読影のコツ（マネージメントのコツ含む） 骨軟部におけるコツ 骨折. 小児科診療 

, 2022;85：342-348. 

2) 藤川あつ子. 【小児画像診断のコツ】読影のコツ（マネージメントのコツ含む） 胸部（肺・縦隔）におけるコツ 縦隔 

腫瘍. 小児科診療, 2022;85：250-256. 

3) 齋藤祐貴. 【小児画像診断のコツ】検査のコツ 単純 X線撮影におけるコツ 骨格系. 小児科診療, 2022;85：24-31. 

4) 藤川あつ子. 【小児画像診断のコツ】検査のコツ CTにおけるコツ 腹部造影 CT. 小児科診療, 2022;85：134-141. 

5) 中村直樹, 江島泰生. 骨転移キャンサーボードの実態調査. 臨床放射線, 2022;67(4)：373-379. 

6) 蛭間弘光, 藤川あつ子, 三村秀文. 【今日からの診療に役立つ ビジュアルでダイレクトに解説する体表・軟部疾患の検 

査＆臨床画像】画像検査各論 血管腫・血管奇形 血管腫・脈管奇形の画像診断と IVR. 形成外科, 2022;65：ｓ279-ｓ 

294. 

7) 八木橋国博, 石田光. 【画像でみかける偶発的所見のマネジメント 2022-あなたならどう書く？】胸部 呼吸器 胸膜肥厚.  

画像診断, 2022;42(11)：A62-A63. 

8) 松岡伸. 【画像診断レポート ここだけは落とせない！主治医に伝えるべきポイント】（第 3 章）呼吸器 閉塞性肺疾患. 臨 

床放射線, 2022;67(11)：1285-1291. 

9) 和田慎司. 血管外科に関するターミノロジー（第 31回） 血管塞栓物質. 血管外科, 2022;41(1)：116-119. 

10) 縄田晋太郎, 小川普久, 三村秀文 読影レポート Lesson 血管編 大動脈瘤. 画像診断,2022;42(12):1184-1188. 

 
                

学術論文[英文] 
① 原著                

1) Kawamoto T, Saito T, Kosugi T, Nakamura N, Wada H, Tonari A, Ogawa H, Mitsuhashi N, Yamada K, Takahashi T,  

Ito K, Sekii S, Araki N, Nozaki M, Heianna J, Murotani K, Hirano Y, Satoh A, Onoe t, Shikama N. Temporal  
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志. 糖尿病性ケトアシドーシス治療中にプロポフォールによる急性膵炎を発症した一例. 第 50 回日本集中治療医学会学術 

集会, 2023. 
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志. 徐々に進行する換気不良により , 診断に難渋した小児気管チューブ狭窄の一例. 第 50回日本集中治療医学会学術集会 

, 2023. 
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21) 田澤利治. 麻酔科医のサブスペシャリティとしてのペインクリニック・緩和ケア 
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8) 清野雄介. ICU における心筋保護不全の診断・治療. 日本心筋保護研究会 第 3 回教育セミナー, 2023. 
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著書 
1) 足立拓也,鮎沢衛, 氏家無限, 大曲貴夫, 織田順, 加藤康幸, 神谷元, 川名明彦 忽那賢志 小谷透, 鈴木忠樹, 多屋馨子,  

徳田浩一, 橋本修, 馳亮太, 早川智, 藤田次郎, 藤野裕士, 迎寛, 森村尚登, 倭正也, 横山彰仁, 斎藤浩輝, 船木孝則,  

勝田友博,  菅秀,津川毅.  新型コロナウイルス感染症（COVID-19）診療の手引き・第 8.0 版 2022;(8):5-72. 

2) 舩越拓, 東秀律, 内藤啓子, 小野寺隆太, 山内素直, 竹内慎哉, 白根翔悟, 竹原慧, 小林郁絵, 大前奈菜, 石上雄一郎,  

飯尾純一郎, 中澤太一, 横山和久, 石垣佳織, 田中駿, 菅谷明彦, 茂野綾美, 梁豪晟, 井上敦人, 松本大賀, 森浩介, 飯 

塚祐基, 本間洋輔, 岩田耕生, 沼田賢治, 嘉村洋志, 瀬田宏哉.  救急外来でコミュニケーションに困ったとき読む本 

 2023;:1-356. 

3) 横山仁志, 川口剛史. C  理学療法士は，適応，禁忌，テクニックのエビデンス，および進歩の理解を含む以下のテクニ 

ックができる 

C-10．人工呼吸患者のモビライゼーション（例 端座位，立位，リフターやスライドによる椅子への移乗，足踏み，歩行 

，歩行補助具の使用） 理学療法士 集中治療 テキスト 2023;:302-303. 

4) 横山仁志, 川口剛史. C  理学療法士は，適応，禁忌，テクニックのエビデンス，および進歩の理解を含む以下のテクニ 

ックができる 

C-9．非人工呼吸患者のモビライゼーション（例 端座位，立位，リフターやスライドによる椅子への移乗，足踏み，歩行 

，歩行補助具の使用） 理学療法士 集中治療 テキスト 2023;:302-313. 

5) 横山仁志, 川口剛史. C  理学療法士は，適応，禁忌，テクニックのエビデンス，および進歩の理解を含む以下のテクニ 

ックができる 

C-11．ベッド上運動（ 例 他動－自動－抵抗下での ROM 運動，頸部・体幹の他動・自動運動も含む） 理学療法士 集中治 

療 テキスト 2023;:314-320. 

6) 松嶋真哉, 齋藤浩輝. F 理学療法士は，以下のことを実施することができる 

2．安全管理（転倒・ルート抜去の予防） 理学療法士 集中治療 テキスト 2023;:394-398. 

7) 松嶋真哉, 齋藤浩輝. F 理学療法士は，以下のことを実施することができる 

3．チューブやライン類の固定の確認 理学療法士 集中治療 テキスト 2023;:399-402. 

8) 松嶋真哉, 齋藤浩輝. F 理学療法士は，以下のことを実施することができる 

4．身体抑制具の適切な解除と装着 理学療法士 集中治療 テキスト 2023;:403-407. 

                 

学術論文[和文] 
① 原著                

1) 小向潤, 松本健二, 康史朗, 蒲田脩圭里, 米田佳美, 永石真知子, 吉田英樹. 新型コロナウイルス感染症に対するステロ 

イド投与後に塗抹陽性肺結核と診断された事例. 結核, 2022;97(3)：211-212. 

2) 田北無門, 吉田徹, 尾崎将之, 川口剛史, 森澤健一郎, 平泰彦, 藤谷茂樹. 集中治療後にハイケアユニットに入室した 高 

齢者の死亡率と滞在期間に影響する要因. 日本救命医療学会雑誌, 2022;36：1-9. 

3) 吉田稔, 平泰彦, 尾崎将之, 齋藤浩輝, 吉田徹, 桝井良裕, 藤谷茂樹. 分離肺換気における肺保護戦略：片側肺炎 2例の 

Mechanical power を用いた後ろ向き検討. 日本救命医療学会雑誌, 2022;36(2022)：14-18. 

4) 吉田稔, 角和恵, 宮城朋果, 内藤みなみ, 田中優子, 岡田晋一郎, 山口貴宣, 斎藤浩輝, 毛利健, 吉田徹. 複合微量元素 

製剤末梢静脈投与が有効であった亜鉛・銅欠乏合併難治性創傷の 1例. 学会誌 JSPEN, 2022;4(4-5)：183-188. 

5) 鈴木桜子, 若竹春明, 斎藤浩輝, 金澤実, 森内麻美, 栗栖美由希, 永冨彰仁, 桝井良裕. 壊疽性膿瘡を呈し緑膿菌による 

敗血症を併発した症例. 日本救急医学会関東地方会雑誌, 2022;43(4)：198-201. 

② 総説又は症例解説               

1) 土井研人, 河合佑亮, 卯野木健, 相嶋一登, 小倉崇以, 高木俊介, 志馬伸朗, 橋本悟, 垣花泰之, 谷口巧, 藤谷茂樹, 土 

井松幸, 武居哲洋, 西田修, 日本集中治療医学会理事会. Recommendations for resilient intensive care providing  

system in Japan 我が国の集中治療医療提供体制を強靭化するための提言. Journal of the Japanese Society of  

Intensive Care Medicine, 2022;29(5)：485-492. 

2) 昆祐理. 【チームで取り組む!救急ナースが知っておきたい外傷初期診療のキホン】(Chapter 1)知識編「画像診断」 外 

傷患者では、いつ、何を見る?何を探す? 撮像の目的を中心に. Emer Log, 2022;35(2)：183-190. 

3) 鈴木由美, 齋藤浩輝. たのしく学んで、さあ、始めよう! WHO の手指衛生多角的戦略!第 3 回 本戦略の導入のための土台 

をつくる. INFECTION CONTROL, 2022;31(4)：422-425. 
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4) 田邊翔太, 吉田英樹. 集中治療に関する最新厳選 20論文. INTENSIVIST, 2022;14(2)：451-457. 

5) 徳永英彦, 津久田純平. 心肺蘇生の生理学—プロトコル化された CPR の根拠と未来の CPR の可能性. INTENSIVIST,  

2022;14(2)：317-329. 

6) 北野夕佳. 症例から学ぶ-電解質と体液量管理のベストアンサー 体液量の管理 体液量減少 これって volume over?  

volume. Medicina, 2022;59(5)：670-675. 

7) 本多英喜, 藤谷茂樹. COVID-19 診療の最前線から 現場の医師による報告(Vol.16)  

COVID-19 後遺症 COVID-19 重症患者の後遺症への対応が急がれる. 医学のあゆみ B 型肝炎ウイルスに対する飽くなき挑戦,  

2022;281(3)：275-281. 

8) 坂本 健一, 川上 和美, 斎藤 浩輝. 【物・人・事から組織まで総力で臨む手指衛生戦略】手指衛生の人材戦略 指導者養 

成トレーニング(TTT)の最前線 ジュネーヴ大学による手指衛生指導者育成セミナーを知る. 感染対策 ICT ジャーナル 

, 2022;17(2)：116-123. 

9) 坂本健一, 川上和美, 斎藤浩輝. 指導者養成トレーニング（TTT）の最前線－ジュネーヴ大学による手指衛生指導者育成セ 

ミナーを知る. 感染対策 ICT ジャーナル, 2022;17(2)：116-123. 

10) 林晃一, 今井直彦. 1 ページでわかる内科疾患の診療ノート-"あたりまえ"のなかにある大事な視点 (第 10章)腎臓 腎硬化症.  

臨床雑誌内科, 2022;129(4)：1019-1022. 

11) 鈴木由美, 齋藤浩輝. たのしく学んで、さあ、始めよう! WHO の手指衛生多角的戦略!(第 4 回) 1 の要素 物品設備 

. INFECTION CONTROL, 2022;31(5)：444-447. 

12) 三池慧, 吉田英樹, 藤谷茂樹. 【パンデミック感染症 COVID-19 を経験して-危機管理の視点からの考察】臨床像 救命セン 

ターの視点. 臨床と微生物, 2022;49(3)：211-216. 

13) 山崎さつき, 吉田徹. Rapid Response System. 集中治療医学レビュー, 2022;23：314-319. 

14) 平泰彦. 特集 薬剤師の集中治療, 救急への参画 特集にあたって. ICUと CCU, 2022;46(6)：319-319. 

15) 前田貴央, 内藤貴基. 【明日起こりうる急変対応 リーダーはあなた!】急変対応の基本 RRSって何?. レジデントノート 

, 2022;24(4)：591-596. 

16) 吉田徹, 藤谷茂樹. 行動目標 6 急変時の迅速対応. 患者安全・医療安全 実践ハンドブック, 2022;46(8)：191-192. 

17) 鈴木由美, 齋藤浩輝. たのしく学んで、さあ、始めよう!WHOの手指衛生多角的戦略!(第 5回) 2 の要素 研修教育 

. INFECTION CONTROL, 2022;31(7)：664-667. 

18) 吉田稔. CCU における静脈栄養（アクセス、介入タイミング、投与量、リスクマネジメント）. 心不全栄養バイブル 

, 2022;：124-133. 

19) 山田万里央,  内藤貴基. 【Rapid Response System を再確認する】Rapid Response System 海外研究最前線. ICU と CCU,  

2022;46(8)：463-469. 

20) 櫻井千浪, 吉田徹, 三上翔平, 藤谷茂樹. 【Rapid Response System を再確認する】迅速対応システム(Rapid Response  

System:RRS)の現状と課題. ICU と CCU, 2022;46(8)：451-456. 

21) 鈴木由美, 齋藤浩輝. たのしく学んで、さあ、始めよう!WHOの手指衛生多角的戦略!(第 6回) 3 の要素 測定評価  

Evaluation and feedback. INFECTION CONTROL, 2022;31(8)：814-817. 

22) 田邊翔太, 吉田英樹. 集中治療に関する最新厳選 20 論文. INTENSIVIST, 2022;14(3)：636-642. 

23) 北野夕佳. 【身体診察】総論編 身体診察総論 まずは「通しの身体診察」を実現,継続しよう!. Hospitalist,  

2022;10(1)：5-15. 

24) 山田万里央, 北野夕佳. 【身体診察】手の診察 手を触れることから始まる,身体所見の宝庫. Hospitalist, 2022;10(1) 

：105-114. 

25) 鈴木由美, 齋藤浩輝. たのしく学んで、さあ、始めよう! WHO の手指衛生多角的戦略! 4 の要素：現場掲示 Reminders in  

the workplace. INFECTION CONTROL, 2022;31(9)：10-13. 

26) 鈴木由美, 齋藤浩輝. 今アツい!感染界隈 MyTopic 薬剤耐性（Antimicrobial Resistance,AMR）はどんな影響をもたらし 

ている？. INFECTION CONTROL 2022年 9 月号, 2022;31(9)：72-74. 

27) 土井研人, 河合佑亮, 卯野木健, 相嶋一登, 小倉崇以, 高木俊介, 志馬伸朗, 橋本悟, 垣花泰之, 谷口巧, 藤谷茂樹, 土 

松幸, 武居哲洋, 西田修, 日本集中治療医学会理事会. 我が国の集中治療医療提供体制を強靱化するための提言. 日本集 

中治療医学会雑誌, 2022;29(5)：485-492. 

28) 田邊翔太, 吉田英樹. 集中治療に関する最新厳選 20論文. INTENSIVIST, 2022;14(4)：871-877. 

29) 牛田享宏, 岡部信彦, 加藤康幸, 釜萢敏, 喜多村祐里, 忽那賢志, 下畑享良, 高尾昌樹, 高橋晶, 辻本哲士, 野出孝一,  

福永興壱, 三輪高喜, 向野雅彦, 森内浩幸, 横山彰仁, 吉川徹, 渡辺大輔, 渡辺宏久, 五十嵐侑, 石井誠, 大平雅之, 岸 

拓弥, 桑原政成, 小柳憲司, 斎藤浩輝, 立石清一郎, 寺井秀樹, 南宮湖, 馬場研二, 船木孝則, 松原貴子. 別冊 罹患後 

症状のマネジメント 第 2.0 版. 新型コロナウイルス感染症（19-COVID）診療の手引き, 2022;：1-61. 
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30) 川口剛史. 【ER スタンダード◎ショック】(Part 2)対応力を磨く とはいえ,クリアカットにできない患者は? 蘇生輸液 

の安全域が狭いケースでの対応方針を押さえる. BeyondER, 2022;1(1)：160-162. 

31) 堀川武宏, 北野夕佳. 【腎を救うのはあなた!急性腎障害の診かた AKI の初期評価から腎代替療法、コンサルトまで長期 

フォローにつなげる"一歩早い"診療のコツ】AKI に有用な画像検査・モニター管理 重篤な合併症の評価. レジデントノー 

ト, 2022;24(12)：2065-2073. 

32) 堀川武宏, 北野夕佳. 【腎を救うのはあなた!急性腎障害の診かた AKI の初期評価から腎代替療法、コンサルトまで長期 

フォローにつなげる"一歩早い"診療のコツ】AKI に有用な画像検査・モニター管理 体液量の評価. レジデントノート 

, 2022;24(12)：2055-2064. 

33) 北野夕佳. 35号 身体診察 身体診察と「車の両輪」の病歴聴取 問診力も「型」にして習得!. HOSPITALIST,  

2022;10(2)：347-356. 

34) 田邊翔太, 吉田英樹. 集中治療に関する最新厳選 20論文. INTENSIVIST, 2023;15(1)：169-175. 

35) 山田万里央, 北野夕佳. 【"じゃないほう"の消化器症状-潜んでいる他領域疾患を見逃さない】[Chapter 2]腹痛で受診し 

た患者の……? 急性腸間膜虚血 腸間膜動脈塞栓症,腸間膜動脈血栓症,非閉塞性腸間膜虚血,上腸間膜静脈血栓症. 臨床 

雑誌内科, 2023;131(1)：52-57. 

③ 症例報告                

1) 清野奈々恵, 伊藤英道, 内田将司, 藤谷茂樹, 田中雄一郎. 脳血管内治療後に穿刺部仮性動脈瘤を生じた高位大腿動脈分 
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がん薬物療法患者におけるストレスデータ収集の有用性に関する研究. 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会, 2023. 

30) 辻 晃仁, 遠藤 出, 小林 建司, 楠本 哲也, 湯浅 康弘, 三輪 啓介, 東風 貢, 佐川 保, 小髙 雅人, 久保田 祐太郎, 砂 

川 優, 関川 高志, 中村 将人, 市川 度, 藤井 雅志. RAS 野生型切除不能進行再発大腸癌に対する m-FOLFOXIRI+cetuximab  

vs. bevacizumabの生存解析: DEEPER試験(JACCRO CC-13). 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会, 2023. 

② 国際学会                

1) H Kawakami, S Oyamada, Y Horie, S Fumita, N Izawa, T Miyaji, T Kawaguchi, T Yamaguchi, T Nakajima. An  

observational study of health-related quality of life (HRQoL) with electronic patient-reported outcome (ePRO)  

monitoring during nivolumab therapy for advanced gastric cancer as the 3rd or later line treatment: NIVO-G  

QoL study. ESMO-GI 2022, 2022. 

2) Y Okita, A Tsuji, T Watanabe, H Satake, M Goto, H Yasui, M Nakamura, T Sagawa, K Kataoka, M Shiozawa, Y  

Sunakawa, H Ota, M Kotaka, K Miwa, Y Kobayashi, H Okuyama, M Kochi, T Masuishi, M Takeuchi, W Ichikawa, M  

Fujii. Efficacy of 2nd-line ramucirumab (RAM) plus FOLFIRI for RAS wild-type metastatic colorectal cancer  

(mCRC) by prior regimen: Subgroup analysis of the JACCRO CC-16. ESMO-GI 2022, 2022. 
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3) Y Kagawa, D Kotani, H Bando, N Takahashi, Y Horita, A Kanazawa, T Kato, K Ando, H Satake, E Shinozaki, Y  

Sunakawa, A Takashima, K Yamazaki, S Yuki, H Nakajima, Y Nakamura, M Wakabayashi, H Taniguchi, T Ohta, T  

Yoshino. Plasma RAS dynamics and efficacy of anti-EGFR rechallenge in patients with RAS/BRAF wild-type  

metastatic colorectal cancer: REMARRY and PURSUIT trials. ESMO-GI 2022, 2022. 

4) Bennett Adam Caughey, Kumiko Umemoto, Michelle Green, Masafumi Ikeda, Rachel D'Anna, Makoto Ueno, Donna  

Niedzwiecki, Hiroya Taniguchi, Daniel Walden, Yoshito Komatsu, Katherine I. Zhou, Taito Esaki, Ryne Ramaker,  

Tadamichi Denda, Michael Datto, Hideaki Bando, Tanios S. Bekaii-Saab, Takayuki Yoshino, John H Strickler,  

Yoshiaki Nakamura. Identification of an optimal circulating tumor DNA (ctDNA) shedding threshold to detect  

actionable driver mutations in colorectal and pancreatic adenocarcinoma. 2022 ASCO Annual meeting, 2022. 

5) Alison M Schram, Koichi Goto, Dong-Wan Kim, Patricia Martin-Romano, Sai-Hong I Ou, Grainne M O'Kane, Eileen M  

O'Reilly, Kumiko Umemoto, Michaël Duruisseaux, Cindy Neuzillet, Frans Opdam, Jordi Rodon Ahnert, Misako  

Nagasaka, Benjamin A Weinberg, Teresa Macarulla, Andrew K Joe, Jim Ford, Viktoriya Stalbovskaya, Ernesto  

Wasserman, Alexander E Drilon. Efficacy and safety of zenocutuzumab, a HER2 x HER3 bispecific antibody, in  

advanced NRG1 fusion-positive (NRG1+) cancer. 2022 ASCO Annual meeting, 2022. 

6) ◎Hiroyuki Arai, Yan Yang, Joshua Millstein, Tadamichi Denda, Fang-Shu Ou, Federico Innocenti, Hiroyuki  

Takeda, Ayako Doi, Yoshiki Horie, Kumiko Umemoto, Naoki Izawa, Jingyuan Wang, Francesca Battaglin, Natsuko  

Kawanishi, Priya Jayachandran, Shivani Soni, Zhang Wu, Alan P. Venook, Yu Sunakawa, Heinz-Josef Lenz.  

Predictive value of CDC37 gene expression for targeted therapy in metastatic colorectal cancer (mCRC). 2022  

ASCO Annual meeting, 2022. 

7) Yoshinori Kagawa, Daisuke Kotani, Hideaki Bando, Naoki Takahashi, Tetsuya Hamaguchi, Akiyoshi Kanazawa,  

Takeshi Kato, Koji Ando, Hironaga Satake, Eiji Shinozaki, Yu Sunakawa, Atsuo Takashima, Kentaro Yamazaki,  

Satoshi Yuki, Hiromichi Nakajima, Yoshiaki Nakamura, Masashi Wakabayashi, Hiroya Taniguchi, Takashi Ohta,  

Takayuki Yoshino. Plasma RAS dynamics and anti-EGFR rechallenge efficacy in patients with RAS/BRAF wild-type  

metastatic colorectal cancer: REMARRY and PURSUIT trials. 2022 ASCO Annual meeting, 2022. 

8) Satoshi Yuki, Yu Sunakawa, Kentaro Yamazaki, Hiromichi Shirasu, Hiroya Taniguchi, Toshiki Masuishi, Manabu  

Shiozawa, Hideaki Bando, Tomohiro Nishina, Hisateru Yasui, Takashi Ohta, Naoki Takahashi, Tadamichi Denda,  

Taito Esaki, Hisato Kawakami, Hironaga Satake, Atsuo Takashima, Yukiko Abe, Shogo Nomura, Takayuki Yoshino.  

Analysis of plasma angiogenesis factors on the efficacy of first-line (1L) chemotherapy (chemo) combined with  

biologics in RAS wild-type metastatic colorectal cancer (mCRC): Results from GI-SCREEN CRC Ukit study. 2022  

ASCO Annual meeting, 2022. 

9) Y Sunakawa, C Inagaki, S Yuki, M Shiozawa, A Tsuji, R Matoba, E Inoue, K Muro, W Ichikawa. An  

observational/translational study of BRAF inhibitor combination therapy for BRAF-mutant metastatic colorectal  

cancer including biomarker research: BEETS trial (JACCRO CC-18). ESMO-GI 2022, 2022. 

10) Y Sunakawa, E Inoue, Y Sakamoto, R Kawabata, A Ishiguro, Y Akamaru, Y Kito, M Takahashi, J Matsuyama, H  

Yabusaki, A Makiyama, T Suzuki, M Tsuda, H Yasui, H Kawakami, TE Nakajima, K Muro, R Matoba, W Ichikawa, M  

Fujii. Final analysis of clinical outcomes in the DELIVER trial: Observational study of nivolumab treatment  

in advanced gastric cancer (JACCRO GC-08). ESMO 2022, 2022. 

11) Yu Sunakawa, Manabu Shiozawa, Takanori Watanabe, Hirofumi Ota, Hisateru Yasui, Taichi Yabuno, Mitsuyoshi Tei,  

Mitsugu Kochi, Dai Manaka, Hisatsugu Ohori, Tatsuro Yamaguchi, Tamotsu Sagawa, Masahito Kotaka, Yutaro Kubota,  

Takashi Sekikawa, Masato Nakamura, Masahiro Takeuchi, Wataru Ichikawa, Masashi Fujii, Akihito Tsuji. Modified  

(m)-FOLFOXIRI plus cetuximab versus m-FOLFOXIRI plus bevacizumab as initial treatment of patients with  

unresectable RAS and BRAF wild-type metastatic colorectal cancer: Survival analysis of the phase II randomized  

DEEPER trial by JACCRO. ASCO-GI2023, 2023. 

12) Yu Sunakawa, Hisateru Yasui, Manabu Shiozawa, Hiroyuki Takeda, Naoya Akazawa, Tamotsu Sagawa, Kazuhiro  

Shiraishi, Yoshihiro Okita, Hiroyuki Okuyama, Satoshi Yuki, Shoko Yanaka, Koutatsu Matsushima, Koki Miyakawa,  

Ayana Kobara, Wataru Ichikawa, Masashi Fujii, Akihito Tsuji. Plasma biomarkers to predict clinical outcomes  

of FOLFIRI plus ramucirumab (RAM) as second-line treatment for RAS wild-type metastatic colorectal cancer:  

JACCRO CC-16AR. ASCO-GI2023, 2023. 
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13) Hiroo Ishida, Yu Sunakawa, Yasuhiro Kodera, Kazuhiro Yoshida, Mitsugu Kochi, Yoshihiro Kakeji, Takeshi Sano, 

 Masahiro Takeuchi, Wataru Ichikawa, Masashi Fujii. Post-recurrent survival of a phase III trial comparing  

adjuvant chemotherapy with docetaxel plus S-1 versus S-1 alone in stage III gastric cancer: A post-hoc  

analysis of the START-2 trial (JACCRO GC-07). ASCO-GI2023, 2023. 

14) Shun Tezuka, Shunsuke Sakai, Riu Yamashita, Satoshi Horasawa, Takao Fujisawa, Kentaro Sawada, Ayumu  

Yoshikawa, Yoshiaki Nakamura, Kumiko Umemoto, Nobuhiro Shibata, Koushiro Ohtsubo, Shinji Itoh, Akiko Todaka,  

Kentaro Sudo, Masayuki Furukawa, Masafumi Ikeda, Chigusa Morizane, Makoto Ueno, Takayuki Yoshino. Interim  

analysis results of gut microbiota in patients with unresectable cholangiopancreatic cancer: SCRUM-Japan  

MONSTAR-SCREEN. ASCO-GI 2023, 2023. 

15) Naohiro Okano, Kentaro Sakamaki, Takafumi Mie, Kazuo Watanabe, Satoshi Kobayashi, Akiko Todaka, Yuko Suzuki,  

Hidetoshi Kitamura, Kazunari Tanaka, Kei Nakagawa, Keiko Kamei, Kumiko Umemoto, Nobuaki Azemoto, Yasuyuki  

Kawamoto, Hiroaki Yanagimoto, Kunihiro Tsuji, Hiroshi Imaoka, Takeshi Terashima, Makoto Ueno, Junji Furuse.  

Outcomes of FOLFIRINOX and gemcitabine plus nab-paclitaxel in patients with early recurrent pancreatic cancer  

after adjuvant S-1: A propensity score–matching analysis. ASCO-GI 2023, 2023. 

③ その他                

1) 砂川優. 遠隔医療を用いた 

治験プレスクリーニング検査の実装. DCT 産学連携勉強会, 2022. 

2) 砂川優. 臨床試験における遠隔同意について考える 

〜医療機関の導入・実施経験から〜. CRC と臨床試験のあり方を考え 

る会議, 2022. 

3) 小林慎二郎, 増田哲之, 梅本久美子, 梅澤早織, 井田圭亮, 土居綾子, 土橋篤仁, 小泉哲, 砂川優, 大坪毅人. 切除可能 

膵頭部癌に対する NAC-GSについての現況と課題. 第 55 回制癌剤適応研修会, 2023. 

4) 増田哲之, 小林慎二郎, 水上拓郎, 野呂瀬朋子, 梅澤早織, 井田圭亮, 土橋篤仁, 小泉哲, 砂川優, 大池信之, 大坪毅人 

. 初診時切除不能と判断したが Conversion surgery 後も長期生存している非乳頭部十二指腸癌の 1 例. 第 55 回制癌剤適応研 

修会, 2023. 

5) John H Strickler, Hironaga Satake, Antoine Hollebecque, Yu Sunakawa, Pascale Tomasini, David Lawrence Bajor,  

Martin H. Schuler, Rona Yaeger, Thomas J. George, Ignacio Garrido-Laguna, Andrew L. Coveler, Mark David  

Vincent, Gerald Steven Falchook, Timothy F. Burns, Sun Young Rha, Charlotte Rose Lemech, Dejan Juric, Pegah  

Jafarinasabian, Qui Tran, David Hong. First data for sotorasib in patients with pancreatic cancer with KRAS  

p.G12C mutation: A phase I/II study evaluating efficacy and safety. ASCO Plenary Series, 2022. 
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リハビリテーション医学               

                 

著書 
1) 佐々木信幸. 1．脳血管障害 1）急性期 最新 リハビリテーション医学 2023;(3):220-228. 

2) 佐々木信幸. 足関節 標準リハビリテーション医学 2023;(第 4 版):317-319. 

3) 佐々木信幸. 失語に対するリハビリテーションは、いつから始めるか？ 脳卒中治療 Controversy 2023;(1):240-244. 

                 

学術論文[和文] 
① 総説又は症例解説               

1) 木田圭亮, 貝原俊樹, 佐々木信幸. 【第 4次産業革命がもたらすリハビリテーション医療のこれから】遠隔心臓リハビリテ 

ーション治療の現状と課題. The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine, 2022;59(4)：377-384. 

2) 佐々木信幸. 重力のもたらす生体の反応と急性期リハビリテーション治療. The Japanese Journal of Rehabilitation  

Medicine, 2022;59(8)：817-824. 

3) 木田圭亮, 鈴木規雄, 佐々木信幸. 【Onco-Cardiology Update】治す 今後の腫瘍循環器診療の展望 腫瘍循環器リハビ 

リテーションの可能性. Heart View, 2022;26(10)：1006-1013. 

4) 佐々木信幸. COVID-19 後のブレインフォグに対する反復性経頭蓋磁気刺激（rTMS）. 精神科治療学, 2022;37(11)： 

1281-1286. 

5) 佐々木信幸. 脳卒中に対する反復性経頭蓋磁気刺激（rTMS）. 老年医学, 2022;60(11)：997-1001. 

6) 佐々木信幸. コロナ後遺症（Long COVID）におけるブレインフォグと社会復帰. CLINICAL REHABILITATION, 2022;31(14) 

：1418-1423. 

7) 木田圭亮, 鈴木規雄, 佐々木信幸. リハビリテーションと薬剤 リハビリテーションにおける疾患・病態に応じた薬剤管 

理(2) 心不全. Journal of Clinical Rehabilitation, 2022;31(14)：1432-1437. 

8) 佐々木信幸. 脳卒中片麻痺に対する反復性経頭蓋磁気刺激（rTMS）. MEDICAL REHABILITATION, 2022;282：85-91. 

9) 佐々木信幸. COVID-19 後遺症に対するリハビリテーション治療. The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine,  

2023;60(2)：121-128. 

10) 佐々木信幸. 脳卒中の予後予測に関する現状と課題. The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine, 2023;60(3)： 

222-229. 

② その他                

1) 佐々木信幸. COVID-19 第 7波を迎えて思うこと. The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine, 2022;59(9)： 

868-868. 

                 

学術論文[英文] 
① 原著                

1) Sasaki N, Sato T, Yamatoku M, Yamano Y.. Efficacy of repetitive transcranial magnetic stimulation for gait  

disturbance in HTLV-1 associated myelopathy. NeuroRehabilitation, 2022;51(3)：519-526. 

2) Teppei Komatsu, Takuya Hada, Nobuyuki Sasaki, Hiroyuki Kida, Junichiro Takahashi, Takahiro Maku, Ryoji  

Nakada, Tomotaka Shiraishi, Shiho Akiyama, Tomomichi Kitagawa, Takeo Sato, Hiroki Takatsu, Kenichi Sakuta,  

Kenichiro Sakai, Tadashi Umehara, Shusaku Omoto, Hidetomo Murakami, Hidetaka Mitsumura, Masahiro Abo,  

Yasuyuki Iguchi.. Effects and safety of high-frequency rTMS in acute intracerebral hemorrhage patients: A  

pilot study. Journal of the neurological sciences., 2022;：doi: 10.1016/j.jns.2022.120473. 

3) Nobuyuki Sasaki, Masato Yamatoku, Tomoya Tsuchida, Hiroyuki Sato, Keiichiro Yamaguchi.. Effect of Repetitive  

Transcranial Magnetic Stimulation on Long Coronavirus Disease 2019 with Fatigue and Cognitive Dysfunction.  

Progress in Rehabilitation Medicine, 2023;8：doi: 10.2490/prm.20230004. 

                 

学会発表 
① 国内学会                

1) ◎山徳雅人, 萩原悠太, 長谷川大輔, 桑島規夫, 高田礼子, 山野嘉久. 脳神経内科における両立支援外来の重要性. 第 63 

回日本神経学会学術大会, 2022. 

2) 佐々木信幸. 痙縮治療のプロフェッショナルを目指して. 第 59 回日本リハビリテーション医学会学術集会, 2022. 

3) 佐々木信幸. 脳卒中の予後予測に関する現状と課題. 第 59回日本リハビリテーション医学会学術集会, 2022. 
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4) 佐々木信幸. 「脳神経領域」の新アプローチ 機能回復を最大限引き出す rTMS～離床+反復磁気刺激で導く治療の進め方～ 

. 第 12 回日本離床学会全国学術大会, 2022. 

5) 佐々木信幸. 脳疾患後の復職に向けて. 第 12回日本脳血管・認知症学会総会, 2022. 

6) 佐々木信幸,山徳雅人. Long COVID の倦怠感や認知機能障害に対する反復性径頭蓋磁気刺激の効果. 第 6 回日本リハビリテ 

ーション医学会秋季学術集会, 2022. 

7) 佐々木信幸. 脳卒中に対する治療的 rTMS. 第 6回日本リハビリテーション医学会秋季学術集会, 2022. 

8) 服部皓大,佐々木信幸,村田貴哉,秋山雄太,増田景太,諸岡暁.  

10 代 COVID-19 感染後の筋痛性脳脊髄炎/慢性疲労症候群に対する rTMS効果の検討.  

第 6 回日本リハビリテーション医学会秋季学術集会, 2022.  
9) 佐々木信幸. 上肢・下肢痙縮に対する 400単位超使用と院内連携. 日本リハビリテーション医学会 近畿地方会, 2023. 

② その他                

1) 佐々木信幸. ボツリヌス療法の新たなステージ~上限拡大における再考~. 痙縮治療 WEB セミナーin栃木, 2022. 

2) 佐々木信幸. Long COVIDの Brain fog に対する rTMS. 聖マリアンナ医科大学病院 WEB セミナー 

【第 40 回】地域医療連携 WEB セミナー, 2022. 

3) 佐々木信幸. 上・下肢痙縮に対する 400 単位超使用と院内連携. 痙縮治療 WEB 講演会, 2022. 

4) 山徳雅人. 脳神経内科における嚥下造営検査（VF）の活用方法. 第 31 回神奈川県嚥下研究会, 2022. 

5) 佐々木信幸. 上・下肢痙縮に対する 400 単位超使用と院内連携. ボツリヌス療法 expert seminar in 京都, 2022. 

6) 山徳雅人,小池英子. 神経内病の終末期における緩和ケアチームとの連携. 非がん疾患の緩和ケアを考える会, 2022. 

7) 佐々木信幸. 反復性経頭蓋磁気刺激(rTMS)〜中枢神経由来運動障害や Long COVID への挑戦〜. 神奈川県内科医学会 第 46 

回臨床医学研修講座, 2022. 

8) 佐々木信幸. 回復期リハビリテーションに必要な評価. 第 10 回医師のための総合リハビリテーション講座, 2022. 

9) 佐々木信幸. 上肢・下肢痙縮に対する 400単位超使用と院内連携. 山梨痙縮治療 Web セミナー, 2022. 

10) 佐々木信幸. 痙縮麻痺や高次脳機能障害に対する包括的治療戦略 ~コロナ後遺症の Brain fog への適用~. 第 13 回桜山リハ 

ビリテーション研究会, 2022. 

11) 佐々木信幸. 脳卒中痙縮性麻痺へのトータルケア~ボトックス 12 年の歴史と未来~. GSK Special Web Conference 2022,  

2022. 

12) 佐々木信幸. 痙縮治療における多面的アプローチ. Spasticity Management Meeting, 2023. 

13) 佐々木信幸. 痙縮治療における多面的アプローチ. GSK Spasticity Conference, 2023. 

14) 佐々木信幸. 上肢・下肢痙縮に対する 400単位超使用と院内連携. 痙縮治療 Web 講演会, 2023. 
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感染症学                

                 

著書 
1) 高野知憲, 山﨑行敬, 國島広之. 災害時における感染症と敗血症への対応. 救急・集中治療アドバンス 敗血症 感染症 

と臓器障害への対応 2023;:384-392. 

                 

学術論文[和文] 
① 原著                

1) 小野元, 安心院康彦, 渥美生弘, 稲田慎治, 國島広之, 嶋津岳士, 横堀将司, 吉川美喜子, 横田裕行, 江川裕人, 水谷敦 

史, 大宮かおり, 小川直子, 中村晴美. 臓器提供経験施設への実態調査研究に基づく新たな体制構築に関する提言 

 (Ver.1). 日本救急医学会雑誌, 2022;33：436-463. 

② 総説又は症例解説               

1) 山﨑行敬, 高野知憲, 國島広之. Clostridioides (Clostridium) difficile 感染症診療ガイドラインの概要. 診断と治療 

, 2022;110(7)：893-897. 

2) 高野知憲, 山﨑行敬, 國島広之.. 新型コロナウイルス感染症に対する換気測定の技術・指標とその運用. 感染対策 ICT ジ 

ャーナル, 2023;18(1)：11-15. 

                 

学術論文[英文] 
① 原著                

1) Adachi M, Murakami M, Yoneoka D, Kawashima T, Hashizume M, Sakamoto H, Eguchi A, Ghaznavi C, Gilmour S,  

Kaneko S, Kunishima H, Maruyama-Sakurai K, Tanoue Y, Yamamoto Y, Miyata H, Nomura S.. Factors associated with  

the risk perception of COVID-19 infection and severe illness: A cross-sectional study in Japan. SSM -  

Population Health, 2022;18(101105)：doi-10.1016/j.ssmph.2022.101105. 

2) Ohishi T, Yamagishi T, Kurosu H, Kato H, Takayama Y, Anan H, Kunishima H. SARS-CoV-2 Delta AY.1 Variant  
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5) 橋口さおり. 緩和ケアと意思決定 アドバンス・ケア・プランニングについての考察. 第 17回日本精神対話学会, 2022. 

6) 橋口さおり. がんサバイバーの疼痛治療-急性期から慢性期へのシームレスな対応をめざして-. 第 4 回日本緩和医療学会北 

海道支部学術大会, 2022. 

7) 橋口さおり. 麻酔科医と緩和医療. 日本麻酔科学会 2022 年度支部学術集会, 2022. 

8) 橋口さおり. がん疼痛緩和-急性期から慢性期へ変化に対応する-. 第 3回日本緩和医療学会東北支部学術大会, 2022. 

9) 橋口さおり. 地域をつなぐ緩和ケア. 第 8回熊本緩和薬物療法研究会, 2022. 

10) 橋口さおり. 緩和医療における麻酔科医の役割. 神奈川県麻酔科医会第 54 回学術集会, 2023. 

11) 橋口さおり. がん性疼痛マネジメント～オピオイドと鎮痛補助剤の話題を含めて～. 第 5回川崎南緩和医療研究会, 2023. 

② その他                

1) 櫛野宣久. がん患者の不眠にどうアプローチするか？. がん患者の不眠について考える会, 2022. 

2) 橋口さおり. がん性疼痛のマネジメントについて～基本的緩和ケアの普及に向けて～. Palliative Care Web Seminar,  

2022. 

3) 橋口さおり. 診断時からの緩和ケア-Patient-friendly な鎮痛の重要性-. ジクトルテープ 75mg 発売 1 周年記念 Web 講演会 

, 2022. 

4) 橋口さおり. 緩和ケアにおけるチーム医療の重要性～がん終末期における排便管理～. 第 6 回便秘ゼミ～便秘治療の実際を 

考える～, 2022. 

5) 橋口さおり. がん疼痛緩和の創意工夫-緩和ケアチームがタコツボ化しないために-. みやざきホスピス緩和ケアネットワ 

ーク第 22 回学術集会, 2022. 

6) 橋口さおり. がん性疼痛マネジメント～オピオイドと鎮痛補助剤の話題を含めて～. 緩和ケア地域連携 Web セミナー 

, 2022. 
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7) 橋口さおり. がん疼痛マネジメント～オピオイドと鎮痛補助剤の話題を含めて～. 痛みの治療トータルマネジメント Web  

Seminar, 2022. 

8) 橋口さおり. がん性疼痛マネジメント～オピオイドと鎮痛補助剤の話題を含めて～. 北武蔵 緩和ケアと疼痛病診連携セ 

ミナー, 2022. 

9) 橋口さおり. がん性疼痛のマネジメント～オピオイドと鎮痛補助剤の話題を含めて～. がん性疼痛について考える会, 2022. 

10) 橋口さおり. 今、必要とされている緩和ケア-診断時から慢性期まで-. 近畿「がんプロ」コンソーシアムがんプロセミナ 

ー, 2022. 

11) 橋口さおり. 早期からの緩和ケアの実践をめざして. がん患者サポートセミナー2022, 2022. 

12) 橋口さおり. がん性疼痛マネジメント～オピオイドと鎮痛補助剤の話題を含めて～. がん患者さんの痛みについて考える 

Web seminar, 2022. 

13) 橋口さおり. がん性疼痛マネジメント～オピオイドと鎮痛補助剤の話題を含めて～. がんのトータルケア WebSeminar, 2023. 

14) 橋口さおり. がん性疼痛のトータルケアマネジメント～オピオイドと鎮痛補助薬について～. 痛み治療の未来に向けてト 

ータルマネジメント WEB セミナー, 2023. 

15) 橋口さおり. がん性疼痛マネジメント～オピオイドと鎮痛補助剤の話題を含めて～. がん診療における疼痛管理を考える 

, 2023. 

16) 橋口さおり. がん性疼痛マネジメント～オピオイドと鎮痛補助剤の話題を含めて～. エキスパートから学ぶがん診療 Web セ 

ミナーin 栃木～患者さんに悩みを我慢させない治療を目指して～, 2023. 

17) 橋口さおり. がん性疼痛マネジメント～オピオイドと鎮痛補助剤の話題を含めて～. 在宅患者の疼痛管理を考える, 2023. 

18) 橋口さおり. がん性疼痛マネジメント～オピオイドと鎮痛補助剤の話題を含めて～. WebSeminar～血液疾患を包括的に考 

える～, 2023. 

19) 橋口さおり. 緩和ケアにおける排便困難への対応. 緩和における排便管理セミナー, 2023. 

20) 橋口さおり. がん性疼痛マネジメント～オピオイドと鎮痛補助剤の話題を含めて～. 消化器がんトータルマネジメント 

Webseminar～胃癌診療と神経障害性疼痛～, 2023. 

21) 橋口さおり. がん性疼痛マネジメント～オピオイドと鎮痛補助剤の話題を含めて～. Diverse Disease Seminar～COVID-19 

と疼痛治療の今を知る～, 2023. 

22) 橋口さおり. がん疼痛マネジメント～オピオイドと鎮痛補助剤の話題を含めて～. がん性疼痛カンファランス, 2023. 

23) 橋口さおり. がん性疼痛マネジメント～オピオイドと鎮痛補助剤の話題を含めて～. 湘南の緩和ケアを考える会, 2023. 

                 

     
和

文 

英

文 
            

 著  書   2               

 論  文  原著   1             

    解説又は総説 3               

    症例報告                 

    その他 1               

 学会発表  国内学会 11               

    国際学会                 

    その他 23               
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医学教育文化部門（人文・社会科学）              

                 

学術論文[和文] 
① その他                

1) 小田武彦. カトリック信者にとっての「幸い」と「死」. 新薬と臨牀, 2022;71(7)：70-80. 

                 

学会発表 
① その他                

1) 小田武彦. 2023 年 シノドスが目指すもの. 2022 年度横浜教区修道女連盟総会, 2022. 

                 

     
和

文 

英

文 
            

 著  書                   

 論  文  原著                 

    解説又は総説                 

    症例報告                 

    その他 1               

 学会発表  国内学会                 

    国際学会                 

    その他 1               
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医学教育文化部門（医学教育研究）              

                 

学術論文[和文] 
① 総説又は症例解説               

1) 伊野美幸. 設問 7. スキルスラボ（シミュレーションセンター）. 2021 年度（令和 3 年度）医学教育カリキュラムの現状 

, 2022;：220-220. 

2) 伊野美幸. 2021 年度（令和 3 年度）医学教育カリキュラムの現状序文. 2021 年度（令和 3 年度）医学教育カリキュラムの現 

状, 2022;：1-1. 

3) 伊野美幸, 望月篤, 信岡祐彦, 黄世捷, 東郷建, 松本伸行. 【精神科医療における女性医師の役割と期待】医学部教育の 

視点から 現行の医学部教育および大学の女性医師支援について. 精神科治療学, 2022;37(5)：525-531. 

② その他                

1) 伊野美幸. 令和 3 年度新型コロナウイルス感染拡大への対応に関する調査序文. 令和 3 年度新型コロナウイルス感染拡大へ 

の対応に関する調査, 2022;：1-1. 

2) 田嶋ティナ宏子. はげたかジャーナルの実際. 聖マリアンナ医科大学雑誌, 2022;50(2)：55-59. 

3) 望月 篤. 医科大学におけるキリスト教精神に基づく医師の養成. 医学と福音, 2022;74(9)：24-27. 

4) 伊野美幸. 総合討論「Student Doctor のための診療参加型臨床実習」. J.M.E.F, 2023;(43)：72-73. 

                 

学会発表 
① 国内学会                

1) ◎磯部真倫, 松島加代子, 青松棟吉, 石原慎, 石丸裕康, 伊野美幸, 落合甲太, 近藤昭信, 安井浩樹, 高橋誠. 臨床研修 

を練る会議 2021. 第 54回日本医学教育学会大会, 2022. 

2) 春田淳志, 伊野美幸, 石川さと子, 内山靖, 大槻眞嗣, 加藤博孝, 後藤道子, 後藤亮平, 内藤知佐子, 野呂瀬崇彦, 前野 

貴美, 吉見憲二, 安井浩樹. 医学生の多職種連携コンピテンシーを評価する OSCE を経験する. 第 54回日本医学教育学会大 

会, 2022. 

3) 青木恵美子, 三輪敬蔵, 望月篤, 東郷建, 黄世捷, 佐野政子, 星野紀子, 松田隆秀, 信岡祐彦, 伊野美幸. 医科大学で 

SDGs に取り組む意義と課題. 第 54 回日本医学教育学会大会, 2022. 

② その他                

1) 伊野美幸. ワークショップのやりかた. 令和 4 年度防衛医科大学校医学教育ワークショップ, 2022. 

2) 伊野美幸. パフォーマンス評価. 令和 4 年度防衛医科大学校医学教育ワークショップ, 2022. 

3) 伊野美幸. 方略. 第 6回一般教養・基礎社会医学系教員のためのカリキュラムプランニングワークショップ, 2022. 

4) 伊野美幸. リーダーシップ. 第 19 回リーダー養成ワークショップ, 2022. 

5) 伊野美幸. コーチング. 第 19 回リーダー養成ワークショップ, 2022. 

6) 伊野美幸. モチベーションマネジメント. 第 19 回リーダー養成ワークショップ, 2022. 

7) 伊野美幸. 指導医のリーダーシップとモチベーション. 第 47 回全国済生会臨床研修指導医のためのワークショップ, 2022. 

8) 伊野美幸. 分野別認証評価受審に向けて. 北里大学 2022 年度 Advanced FD 講演会, 2022. 

9) 伊野美幸. コーチング. 第 20 回リーダー養成ワークショップ, 2022. 

10) 伊野美幸. モチベーションマネジメント. 第 20 回リーダー養成ワークショップ, 2022. 

11) 伊野美幸. リーダーシップ. 第 20 回リーダー養成ワークショップ, 2022. 

12) 伊野美幸. コーチング. 第 25 回初期臨床研修指導医養成ワークショップ, 2022. 

13) 伊野美幸. 最新の医療者教育について. 第 91回認定実務実習指導薬剤師養成ワークショップ in 東海（三重）, 2022. 

14) 伊野美幸. 必修科目ローテーションでの到達目標達成. 令和 4年度プログラム責任者養成講習会（3クール）, 2022. 

15) 望月 篤、田嶋ティナ宏子、伊野美幸. 医学教育モデル・コア・カリキュラムの改訂と本学が目指すプロフェッショナリ 

ズム教育の方向性. 第 82回聖マリアンナ医科大学医学会学術集会, 2022. 

16) 伊野美幸. 必修科目ローテーションでの到達目標達成. 令和 4年度プログラム責任者養成講習会（4クール）, 2022. 

17) 伊野美幸. 職場のメンタルヘルスとサイコロジカル・セーフティ. 済生会宇都宮病院令和 4 年度医長セミナー, 2022. 

18) 伊野美幸. 指導医のコーチング. 第 18回北里大学病院初期臨床研修指導医養成ワークショップ, 2022. 

19) 伊野美幸. 指導医のリーダーシップとモチベーション. 第 48 回全国済生会臨床研修指導医のためのワークショップ, 2022. 

20) 伊野美幸. アイスブレーキング. 第 47回医学教育者のためのワークショップ, 2022. 

21) 伊野美幸. 到達目標. 第 47 回医学教育者のためのワークショップ, 2022. 

22) 伊野美幸. プロフェッショナリズム. 第 31 回青森県医師臨床研修対策協議会医師臨床研修指導医ワークショップ, 2023. 

23) 伊野美幸. 研修目標. 第 31 回青森県医師臨床研修対策協議会医師臨床研修指導医ワークショップ, 2023. 
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24) 伊野美幸. リーダーシップ・コーチング. 第 31 回青森県医師臨床研修対策協議会医師臨床研修指導医ワークショップ 

, 2023. 

25) 伊野美幸. コーチング. 聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院指導者研修会, 2023. 

26) 伊野美幸. 医療者のリーダーシップ. 聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院指導者研修会, 2023. 

27) 伊野美幸. 卒前教育の新しい流れ. 第 167回全自病協・国診協臨床研修指導医講習会, 2023. 

28) 伊野美幸. 医療人のリーダーシップ. 三重県 MMCブラッシュアップセミナー, 2023. 

29) 望月 篤. 医学教育、これからの 50 年. 第 83 回聖マリアンナ医科大学医学会学術集会, 2023. 

30) 伊野美幸. 職場のメンタルヘルスケアと psychologigal safety（心理的安全性）―コミュニケーションを手掛かりに―.  

第 83回聖マリアンナ医科大学医学会学術集会, 2023. 
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    解説又は総説 3               
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医学情報学                

                 

学会発表 
① 国内学会                

1) 早川 智絵, 稲山 久美子, 干川 晶弘, 井村 穣二, 荻野 正宗, 沖津 駿介,  宇杉 美由紀, 上野 隆彦, 相田 芳夫.  

膵領域における良悪性の鑑別方法と診断上の落とし穴. 第 63 回日本臨床細胞学会総会, 2022. 

                 

     
和

文 

英

文 
            

 著  書                   

 論  文  原著                 

    解説又は総説                 

    症例報告                 

    その他                 

 学会発表  国内学会 1               

    国際学会                 

    その他                 
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応用分子腫瘍学                

                 

学術論文[和文] 
① 総説又は症例解説               

1) 太田智彦. 遺伝性乳癌に対する遺伝子修復不全標的治療. 乳癌診療 state of the art - 科学に基づく最新診療, 2022; 

：26-30. 

                 

学術論文[英文] 
① 原著                

1) Tencer AH, Liu J, Zhu J, Burkholder NT, Zhang Y, Wu W, Strahl BD, Ohta T, Kutateladze TG. The ZZ domain of  

HERC2 is a receptor of arginylated substrates. Scientific Reports, 2022;12：6063. 

2) Zhu J, Wu W, Togashi Y, Nihira NT, Johmura Y, Zhu D, Nakanishi M, Miyoshi Y, Ohta T.. Alteration of Trop-2  

expression in breast cancer cells by clinically used therapeutic agents and acquired tamoxifen resistance.  

Breast Cancer, 2022;29：1076-1087. 

3) Mori Tomoharu, Okamoto Yusuke, Mu Anfeng, Ide Yoshimi, Yoshimura Akiyo, Senda Noriko, Kawata Inagaki Yukiko,  

Kawashima Masahiro, Kitao Hiroyuki, Tokunaga Eriko, Miyoshi Yasuo, Ohsumi Shozo, Tsugawa Koichiro, Ohta  

Tomohiko, Katagiri Toyomasa, Ohtsuru Shigeru, Koike Kaoru, Ogawa Seishi, Toi Masakazu, Iwata Hiroji, Nakamura  

Seigo, Matsuo Keitaro, Takata Minoru.. Lack of impact of the ALDH2 rs671 variant on breast cancer development  

in Japanese BRCA1/2-mutation carriers. Cancer Medicine, 2022;12(6)：6594-6602. 

                 

学会発表 
① 国内学会                

1) ◎仁平直江. 免疫チェックポイント分子 PD-L1 の核内移行阻害剤は抗 PD-1 抗体による抗腫瘍効果を向上させる. 第 30回日本 

乳癌学会学術総会, 2022. 

② 国際学会                

1) ◎Tomohiko Ohta. Does Trop-2 expression really not matter for the sensitivity to sacituzumab govitecan?. Best  

of San Antonio Breast Cancer Symposium (SABCS) 2022 in Kyoto, 2023. 

③ その他                

1) ◎太田智彦. Critical role of KDM4B phosphorylation in DSB repair. 第 9 回 DNA 損傷応答ワークショップ, 2022. 

2) ◎太田智彦. トリプルネガティブ乳がん治療・夜明けの予感 -anticipated game changers-. 第 30回乳癌基礎研究会 

, 2022. 

3) ◎仁平直江. PD-L1 の細胞内機能の解明と治療への応用. Breast Cancer Expert Meeting in Chiba, 2022. 
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    国際学会   1             
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難治性疾患病態制御学               

                 

学術論文[和文] 
① 総説又は症例解説               

1) 大橋彩香, 上村 悠, 新井文子. Epstein-Barr Virus による T,NK細胞の腫瘍化のメカニズム. 日本臨牀, 2023;81(増刊 

３)：107-111. 

                 

学術論文[英文] 
① 原著                

1) Kimura M, Yamauchi J, Sato T, Yagishita N, Araya N, Aratani S, Tanabe K, Horibe E, Watanabe T, Coler-Reilly  

A, Nagasaka M, Akasu Y, Kaburagi K, Kikuchi T, Shibata S, Matsumoto H, Koseki A, Inoue S, Takata A, Yamano  

Y.. Health-related quality of life evaluation using the Short Form-36 in patients with human T-Lymphotropic   

leukemia virus type 1-associated myelopathy. Frontiers in Medicine, 2022;9：879379. 

2) Ayaka Ohashi, Yu Uemura, Mayumi Yoshimori, Naomi Wada, Ken-Ichi Imadome, Kazuo Yudo, Takatoshi Koyama, Norio  

Shimizu, Miwako Nishio and Ayako Arai. The Plasma Level of IL-1β can be a Biomarker of Angiopathy in  

Systemic Chronic Active Epstein-Barr Virus Infection. Frontiers in Microbiology, 2022;13：874998. 

3) Arai Hidenori, Bujo Hideaki, Masuda Daisaku, Ishibashi Toshiyuki, Nakagawa Satoshi, Tanabe Kenichiro,  

Kagimura Tatsuo, Kang Hyun-Jae, Kim Moo Hyun, Sung Jidong, Kim Sang-Hyun, Kim Cheol-Ho, Park Jeong Euy, Ge  
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astrocytopathy. Clinical and Experimental Neuroimmunology, 2022;14(1)：61-68. 

                 

学会発表 
① 国内学会                

1) ◎新谷奈津美, 荒谷聡子, 八木下尚子, 山内淳司, 佐藤知雄, 山野嘉久. HTLV-1関連脊髄症（HAM）の病態形成機構. 第 63 

回日本神経学会学術大会, 2022. 

2) ◎伊佐早健司, 柴田宗一郎, 飯島直樹, 平川経晃, 伊藤歩, 西村直, 福田隆浩, 佐々木諒, 藤井伸治, 佐藤知雄, 山野嘉 

久. 成人 T 細胞白血病移植後の神経障害例 2 例の検討. 第 63 回日本神経学会学術大会, 2022. 

3) 梅沢陽太郎，山下敦己，森美佳，足利朋子，長江千愛，秋田美恵子，鈴木典子，山崎哲，松井宏晃，杉山誠，高山成伸， 

瀧正志. 糖質コルチコイドはヒト肝類洞内皮細胞における凝固第 VIII 因子 mRNA 産生を直接亢進する. 第 44 回日本血栓 

止血学会学術集会, 2022. 

4) ◎新谷 奈津美、荒谷 聡子、八木下 尚子、山内 淳司、鷹尾 直誠、佐藤 知雄、山野 嘉久. HTLV-1 関連脊髄症(HAM)の神 

経障害機構の解析. 第 8 回日本 HTLV-1 学会学術集会, 2022. 

5) ◎倉光 球、石塚 賢治、久保田 龍二、佐藤 知雄、山野 嘉久、橋倉 悠輝、梅北 邦彦、野坂 生郷、長谷川 寛雄、 

三浦 清徳、宇都宮 與、高 起良、相良 康子、蕎麦田 理英子、佐竹 正博、浜口 功. イムノクロマト法による新規 

 HTLV-1 抗体検査法の性能評価―多施設共同研究. 第 8回日本 HTLV-1 学会学術集会, 2022. 

6) ◎菅田 謙治、タン ベンジージェックヤン、ホサイン ベラル、ラジブ サミウルラジ、レダ オムニア、徳永 雅仁、野村  

隼也、増田 曜章、佐藤 知雄、植田 光晴、宇都宮 與、山野 嘉久、佐藤 賢文. HAM 患者末梢血および脳脊髄液のシング 

ルセル解析による HAM 病態解明と疾患サロゲートマーカーの探索研究. 第 8 回日本 HTLV-1学会学術集会, 2022. 

7) ◎伊佐早健司, 柴田宗一郎, 飯島直樹, 平川経晃, 伊藤歩, 福田隆浩, 佐々木諒, 藤井伸治, 佐藤知雄, 山野嘉久. 成人 T 

細胞白血病移植後の神経障害例 2例の検討. 第 8回日本 HTLV-1 学会学術集会, 2022. 

8) ◎鷹尾直誠, 佐藤知雄, 山内淳司, 八木下尚子, 新谷奈津美, 荒谷聡子, 山野嘉久. HAM の排尿障害における臨床症状評価 

と治療効果判定の標準化スケールの確立. 第８回日本 HTLV-1 学会学術集会, 2022. 

9) ◎佐藤 知雄, 斎藤 益満, 和田 悠作, 長谷川 寛雄, 松平 崇弘, 今泉 芳孝, 内丸 薫, 渡邉 俊樹, 山野 嘉久. HTLV-1  

クロナリティ定量検査 RAISING-CLOVA を用いた ATL 発症リスク評価法の開発. 第 8 回日本 HTLV-1学会学術集会, 2022. 
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10) ◎佐藤知雄. オンライン相談の実際. 世界 HTLV デー記念講演会, 2022. 

11) ◎廣井朋子, 金子英恵, 大滝正訓, 那和雪乃, 坪野谷真朗, 松本直樹, 佐藤知雄, 松井宏晃. ヒト中枢型トリプトファン 

水酸化酵素（TPH2）の exon3 には７５塩基対の翻訳抑制配列が存在する. 日本薬学会 第 143 年会, 2023. 
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疾患バイオマーカー・標的分子制御学              

                 

学術論文[英文] 
① 原著                

1) Suzuki S, Imamura M, Mouri M, Tsuchida T, Tomita H, Matsuoka S, Takita M, Kakinuma K, Kawasaki T, Sakurai K,  

Yamazaki K, Kurokawa MS, Kunishima H, Matsuda T, Mineshita M, Takemura H, Fujitani S, Ooka S, Sugihara T,  

Kato T, Kawahata K. Serum gasdermin D levels are associated with the chest computed tomography findings and  

severity of COVID-19. Respiratory Investigation, 2022;60(6)：750-761. 

                 

学会発表 
① 国内学会                

1) 黒川 真奈絵, 佐藤 利行, 佐藤 政秋, 永井 宏平, 内田 貞輔, 有戸 光美, 高桑 由希子, 大岡 正道, 末松 直也, 川畑  

仁人, 山野嘉久, 加藤 智啓. 再発性多発軟骨炎のバイオマーカー候補となる血清ペプチドの解析. 第 66回日本リウマチ学 

会総会・学術集会, 2022. 

2) 佐藤政秋, 加藤 正樹, 佐藤 利行, 土屋 貴大, 表山 和樹, 有戸 光美, 末松 直也, 加藤 智啓, 黒川 真奈絵. 潰瘍性大 

腸炎の新規血清ペプチドバイオマーカーの網羅的探索. 第 95 回 日本生化学会大会, 2022. 

3) Suzuki S, Imamura M, Mouri M, Tsuchida T, Tomita H, Matsuoka S, Takita M, Kakinuma K, Kawasaki T, Sakurai K,  

Yamazaki K, S.Kurokawa M, Kunishima H, Matsuda T, Mineshita M, Takemura H, Fujitani S, Ooka S, Sugihara T,  

Kato T, Kawahata K.. Pyroptosis-apoptosis imbalance affects the severity and chest CT findings in COVID-19.  

第 62回日本呼吸器学会学術講演会, 2022. 
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医療情報処理技術応用研究               

                 

著書 
1) 小林泰之，平原大助，高屋英知.  サクッとわかる医療 AI 2022;1(1):1-140. 

                 

学術論文[英文] 
① 原著                

1) Tomita Hayato, Kuramochi Kenji, Fujikawa Atsuko, Ikeda Hirotaka, Komita Midori, Kurihara Yoshiko, Kobayashi  

Yasuyuki, Mimura Hidefumi. Effects of model-based iterative reconstruction in low-dose paranasal computed  

tomography:a compoarison with filtered back projection and hybrid iterative reconstruction. Acta Medica  

Okayama, 2022;76(5)：511-517. 

2) Shibata S, Sakurai K, Tachikawa K, Ko R, Hino S, Fukano T, Isahaya K, Haraguchi T, Yamauchi J, Tanabe K,  

Nagasaka M, Hagiwara Y, Shimizu T, Akiyama H, Kobayashi Y, Hasegawa Y, Yamano Y. The Utility of Automated  

ASPECTS in Acute Ischemic Stroke for Intravenous Recombinant Tissue Plasminogen Activator (IV-rtPA) Therapy.  

Neurology International, 2022;14(4)：981-990. 

3) Kobayashi T, Haraguchi T,  Nagao T. Classifying presence or absence of calcifications on mammography using  

generative contribution mapping. Radiological Physics and Technology, 2022;15(4)：340-348. 

4) Takaya E, Haraoka M, Takahashi H, Yairi E I, Kobayashi Y. Effect of Super Resolution on Low-Resolution MRI  

Segmentation. Journal of St. Marianna University, 2023;13(2)：95-100. 

5) Haraoka M, Takaya E, Kobayashi T, Haraguchi T, Hirahara D, Kobayashi Y. A Predictive Model for the Success of  

Endoscopic Combined Intrarenal Surgery by Machine Learning Using Medical Record Information and Diagnostic  

Image Findings. Journal of St. Marianna University, 2023;13(2)：101-111. 

                 

学会発表 
① 国内学会                

1) ◎小林泰之. AI/ICTを活用した人間中心の次世代医療の実現に向けて：診療放射線技師の皆さんが今すべきこととは. 日 

本放射線技術学会東京支部 第 76回東京支部春期学術大会, 2022. 

2) ◎小林泰之. Web3 時代の放射線科医を目指して. 第 7回 Advanced Medical Imaging 研究会（SAMI2022）, 2022. 

3) ◎小林泰之. Basic knowledge of medical information necessary for radiologists in the age of artificial  

intelligence. 第 58 回日本医学放射線学会秋季臨床大会, 2022. 

② その他                

1) ◎小林泰之. 熱い思いで未来の医療を創る：僕と聖マリアンナ医科大学の挑戦. AI データと個人情報保護 第８回研究会 

, 2022. 

2) ◎小林泰之. 熱い想いで未来の医療を創る！. AI コンソーシアム WG 合同イベント, 2022. 

3) ◎小林泰之. スマートホスピタル. 第 12 回豊橋ライブデモンストレーションコース, 2022. 

4) ◎小林泰之. 統計ってなに？. 未来の医療を創る “医療人 2030”育成プロジェクト 【スペース 1】 医療データサイエン 

ス講座, 2022. 

5) ◎小林泰之. 本学の DX への挑戦：AI・ICTを活用した次世代医療の実現に向けて. Hokuso Spine Joint Meeting, 2022. 

6) ◎小林泰之. 今年度の医療人 2030 育成プロジェクトについて. 未来の医療を創る“医療人 2030”育成プロジェクト 【ス 

ペース 2】 医療人 2030育成プログラム, 2022. 

7) ◎小林泰之. 次世代医療を創る新時代の医療人材を育成するために. 第 17 回医療系ｅラーニング全国交流会, 2022. 

8) ◎小林泰之. 医療従事者に必要な Web3 基礎知識：国家戦略の”Web3”って何？医療に役立つものなの？. 未来の医療を創 

る“医療人 2030”育成プロジェクト 【スペース 3】 Web3/DAO/NFT×メタバースを活用したインタープレナー・コミュニ 

ティ, 2023. 

9) ◎小林泰之. AI/ICTを活用した次世代医療を実現する“自分の夢を実現する、自分が変わる”. 千葉県放射線技術フォー 

ラム（CRTF）, 2023. 
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先端生体画像情報研究講座               

                 

学術論文[英文] 
① 原著                

1) Kataoka Y, Baba T, Ikenoue T, Matsuoka Y, Matsumoto J, Kumasawa J, Tochitani K, Funakoshi H, Hosoda T,  

Kugimiya A, Shirano M, Hamabe F, Iwata  S, Kitamura Y, Goto T, Hamaguchi S, Haraguchi T, Yamamoto S, Sumikawa  

 H, Nishida K, Nishida H, Ariyoshi K, Sugiura H, Nakagawa H, Asaoka T, Yoshida N, Oda R, Koyama T, Iwai Y,  

Miyashita Y, Okazaki K, Tanizawa K,  Handa T, Kido S, Fukuma S, Tomiyama N, Hirai T, Ogura Ti. Development  

and external validation 

of a deep learning-based computed tomography 

classification system for COVID-19. Annals of Clinical Epidemiology, 2022;4(4)：110-119. 

2) Shibata S, Sakurai K, Tachikawa K, Ko R, Hino S, Fukano T, Isahaya K, Haraguchi T, Yamauchi J, Tanabe K,  

Nagasaka M, Hagiwara Y, Shimizu T, Akiyama H, Kobayashi Y, Hasegawa Y, Yamano Y. The Utility of Automated  

ASPECTS in Acute Ischemic Stroke for Intravenous Recombinant Tissue Plasminogen Activator (IV-rtPA) Therapy.  

Neurology International, 2022;14(4)：981-990. 

3) Kobayashi T, Haraguchi T,  Nagao T. Classifying presence or absence of calcifications on mammography using  

generative contribution mapping. Radiological Physics and Technology, 2022;15(4)：340-348. 

4) Haraoka M, Takaya E, Kobayashi T, Haraguchi T, Hirahara D, Kobayashi Y. A Predictive Model for the Success of  

Endoscopic Combined Intrarenal Surgery by Machine Learning Using Medical Record Information and Diagnostic  

Image Findings. Journal of St. Marianna University, 2023;13(2)：101-111. 

                 

学会発表 
① 国内学会                

1) ◎柴田宗一郎, 櫻井謙三, 太刀川慶史, 髙梨世子, 日野栄絵, 深野崇之, 伊佐早健司, 原口貴史, 石橋麻希, 小林泰之,  

山野嘉久. 脳梗塞における人口知能(AI)を用いた頭部 CT 画像読影の検証. 第 63 回日本神経学会学術大会, 2022. 

2) ◎原口貴史、後藤由香、古谷悠子、瀧下茉莉子、津川浩一郎、印牧義英、小林泰之. Axillary lymph node metastasis  

prediction with FFDM and s2D mammography based on machine learning. 第 30 回日本乳癌学会学術総会, 2022. 

3) ◎原口貴史. 画像診断領域 AI の最新動向. 第 42 回日本画像医学会 学術集会, 2023. 

② その他                

1) ◎小林泰之. AI/ＩＣＴが実現する医療の未来：このために我々はどのように行動するべきか. 令和４年度医療関連産業支 

援セミナー, 2022. 
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分子神経科学                

                 

学術論文[和文] 
① 原著                

1) 山田雄介, 徳田直人, 重城達哉, 塚本彩香, 豊田泰大, 北岡康史, 高木均. ブリモニジン酒石酸塩・ブリンゾラミド配合 

点眼薬の有効性について. 臨床眼科, 2022;76(5)：695-699. 

2) 豊田泰大, 徳田直人, 塚本彩香, 山田雄介, 北岡康史, 高木均. 血管新生緑内障に対する緑内障チューブシャント術（プ 

レートのあるもの）の中期成績. あたらしい眼科, 2022;39(11)：1539-1543. 

3) 原飛鳥, 徳田直人, 塚本彩香, 豊田泰大, 荒川明, 北岡康史, 高木均. 緑内障チューブシャント手術（プレートのないも 

の EX-PRESS®）の術後中期成績. 臨床眼科, 2023;77(1)：134-140. 

                 

学術論文[英文] 
① 原著                

1) Tokuda N, Kitaoka Y, Tsukamoto A, Toyoda Y, Yamada Y, Sase K, Takagi H. Comparison of minimally invasive  

glaucoma surgery with trabecular micro-bypass stent and microhook ab interno trabeculotomy performed in  

conjunction with cataract surgery. International Journal of Ophthalmology, 2022;15(7)：1082-1088. 

                 

学会発表 
① 国内学会                

1) ◎藤田直輝, 佐瀬佳奈, 塚原千広. 有薗生吹, 高木均, 北岡康史. 高眼圧モデルラットに対するペマフィブラート内服に 

よる神経保護効果. 第 126 回日本眼科学会総会, 2022. 

2) ◎遠藤誠子, 徳田直人, 塚本彩香, 豊田泰大, 山田雄介, 北岡康史, 高木均. 水晶体再建術併用眼内ドレーン挿入術の有 

効性について～iStent®と iStent inject®の比較～. 第 14 回神奈川眼科学会, 2022. 

3) ◎豊田泰大, 徳田直人, 塚本彩香, 山田雄介, 北岡康史, 高木均. オミデネパグ・イソプロピル点眼液 0.002％の眼圧下降 

効果、副作用について. 第 33 回日本緑内障学会, 2022. 

4) ◎佐瀬佳奈, 塚原千広, 藤田直輝, 有薗生吹, 高木均, 北岡康史. TNF誘発視神経障害モデルにおけるｐ38阻害剤の保護作 

用. 第 33 回日本緑内障学会, 2022. 

5) ◎遠藤誠子, 徳田直人, 塚本彩香, 豊田泰大, 山田雄介, 佐瀬佳奈, 北岡康史, 高木均. 同一症例における白内障手術併 

用 iStent inject 挿入術と線維柱帯切開術眼内法の術後早期成績. 第 33回日本緑内障学会, 2022. 

6) 北岡康史. オートファジーと軸索変性. 第 33回日本緑内障学会, 2022. 

7) ◎塚原千広, 佐瀬佳奈, 藤田直輝, 有薗生吹, 北岡康史. NFATｃ阻害剤の軸索保護効果における 1Ｌ－１βとＮＦＡＴｃ1 

発現の検討. 第 42回日本眼薬理学会, 2022. 

8) ◎北岡康史, 藤田直輝, 塚原千広, 有薗生吹, 佐瀬佳奈. ULK と高眼圧モデル. 第 42回日本眼薬理学会, 2022. 

9) ◎佐藤圭司, 関根伶生, 重城達哉, 河越龍方, 向後二郎, 北岡康史. 糖尿病黄斑浮腫と赤血球ヘマトクリット値との関連 

についての検討. 第 55 回神奈川県眼科臨床談話会 （ハイブリット開催）, 2023. 

10) ◎楠島志帆, 徳田直人, 遠藤誠子, 塚本彩香, 豊田泰大, 山田雄介, 佐瀬佳奈, 北岡康史. 白内障手術併用眼内ドレーン 

挿入術後の検討. 第 55 回神奈川県眼科臨床談話会 （ハイブリット開催）, 2023. 

11) ◎吉村雅弘, 徳田直人, 重城達哉, 遠藤誠子, 山田雄介, 豊田泰大, 塚本彩香, 北岡康史. アイケア ic200 手持眼圧計によ 

る眼圧測定値と他機種による眼圧測定値との比較検討. 第 55 回神奈川県眼科臨床談話会 （ハイブリット開催）, 2023. 

12) ◎花田真由, 河越龍方, 山田瑛子, 北岡康史. 小児の非典型 Cogan症候群の一例. 第 55 回神奈川県眼科臨床談話会（ハイブ 

リット開催）, 2023. 

13) ◎楠島志帆, 徳田直人, 遠藤誠子, 塚本彩香, 豊田泰大, 山田雄介, 佐瀬佳奈, 北岡康史. 白内障手術併用眼内ドレーン 

挿入術のステント位置が術後眼圧に及ぼす影響について. 第 46 回日本眼科手術学会学術総会, 2023. 

② その他                

1) 北岡康史. 眼疾患と疑わしき神経疾患. Novartis Web Symposium, 2023. 
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医療情報実用化マネジメント学寄附研究部門            

                 

著書 
1) 菅又昌実、柏崎英樹、渡邉俊樹、大曲貴夫、長谷川秀樹、他 22 名. 成人 T 細胞白血病ー発症の分子基盤理解の進展と発症予 

防法開発の試み 日本の感染症−明らかにされたこと のこされた課題 2022;:99-108. 

                 

学術論文[英文] 
① 原著                

1) Kimura M, Yamauchi J, Sato T, Yagishita N, Araya N, Aratani S, Tanabe K, Horibe E, Watanabe T, Coler-Reilly  

A, Nagasaka M, Akasu Y, Kaburagi K, Kikuchi T, Shibata S, Matsumoto H, Koseki A, Inoue S, Takata A, Yamano  

Y.. Health-related quality of life evaluation using the Short Form-36 in patients with human T-Lymphotropic   

leukemia virus type 1-associated myelopathy. Frontiers in Medicine, 2022;9：879379. 

2) Wada Y, Sato T, Hasegawa H, Matsudaira T, Nao N, Coler-Reilly A, Tasaka T, Yamauchi S, Okagawa T, Momose H,  

Tanio M, Kuramitsu M, Sasaki D, Matsumoto N, Yagishita N, Yamauchi J, Araya N, Tanabe K, Yamagishi M,  

Nakashima M, Nakahata S, Iha H, Ogata M, Imaizumi Y, Uchimaru K, Miyazaki Y, Konnai S, Yanagihara K,  

Morishita K, Watanabe T,  Yamano Y, Saito M.. RAISING is a high-performance method for identifying random  

transgene integration sites. Commun Biol, 2022;5(1)：535. 

3) Sagara Y, Nakamura H, Satake M, Watanabe T, Hamaguchi I. Increasing horizontal transmission of human T-cell  

leukemia virus type 1 in adolescents and young adults in Japan. Journal of clinical virology : the official  

publication of the Pan American Society for Clinical Virology, 2022;：DOI-10.1016/j.jcv.2022.105324. 

4) Nakashima M, Utsunomiya A, Watanabe T, Horie R, Uchimaru K. The oncogenic driving force of CD30  

signaling-induced chromosomal instability in adult T-cell leukemia/lymphoma. Cancer Science, 2023;： 

doi-10.1111/cas.15706. 

5) Kameda T, Kataoka K, Kamiunten A, Hidaka M, Miyoshi H, Nakano N, Nosaka K, Yoshimitsu M, Yasunaga JI, Kogure  

Y, Shide K, Miyahara M, Sakamoto T, Akizuki K, Hidaka T, Kubuki Y, Koya J, Kawano N, Yamashita K, Kawano H,  

Toyama T, Maeda K, Marutsuka K, Imaizumi Y, Kato K, Sugio T, Tokunaga M, Tashiro Y, Takaori-Kondo A, Miyazaki  

Y, Akashi K, Ishitsuka K, Matsuoka M, Ohshima K, Watanabe T, Kitanaka A, Utsunomiya A, Ogawa S, Shimoda K.  

Integrated genetic and clinical prognostic factors for aggressive adult T-cell leukemia/lymphoma.  

Haematologica, 2023;：doi-10.3324/haematol.2022.281510. 

6) Imaizumi Y, Iwanaga M, Nosaka K, Ishitsuka K, Ishizawa K, Ito S, Amano M, Ishida T, Uike N, Utsunomiya A,  

Ohshima K, Tanaka J, Tokura Y, Tobinai K, Watanabe T, Uchimaru K, Tsukasaki K. Validation of the iATL-PI  

prognostic index in therapeutic decision-making for patients with smoldering and chronic ATL: a multicenter  

study. International Journal of Hematology, 2023;117(2)：206-215. 

② 総説又は症例解説               

1) Kamoi K, Watanabe T, Uchimaru K,  Okayama A, Kato S, Kawamata T, Kurozumi-Karube H, Horiguchi N, Zong Y,  

Yamano Y, Hamaguchi I, Nannya Y, Tojo A,  Ohno-Matsui K. Updates on HTLV-1 uveitis. Viruses, 2022;14(4)：794. 

2) Nakano K, Watanabe T. Tuning Rex rules HTLV-1 pathogenesis. Frontiers in Immunology, 2022;13:959962： 

DOI-10.3389/fimmu.2022.959962. 

                 

学会発表 
① 国内学会                

1) 中島 誠, 宇都宮 與, 渡邉俊樹, 堀江良一, 内丸薫. CD30 シグナルが誘導する染色体不安定性の促進機構. 第 81回日本癌 

学会学術総会, 2022. 

2) ◎堀部恵梨佳, 相良康子, 山野嘉久, 内丸薫, 浜口功, 渡邉俊樹. JSPFADアンケート調査による HTLV-1水平感染の現状.  

第 8 回日本 HTLV-1学会学術集会, 2022. 

3) ◎相良康子, 中村仁美, 堀部恵梨佳, 入田和男, 山野嘉久, 渡邉俊樹. ウェブサイト・トラフィック -HTLV-1 ウェブサ 

イトの検証と解析-. 第 8回日本 HTLV-1 学会学術集会, 2022. 

4) 渡邉俊樹. 我が国の HTLV-1 感染対策の現状と WHO の HTLV感染対策. 第８回日本 HTLV-1 学会学術集会, 2022. 

5) ◎佐藤 知雄, 斎藤 益満, 和田 悠作, 長谷川 寛雄, 松平 崇弘, 今泉 芳孝, 内丸 薫, 渡邉 俊樹, 山野 嘉久. HTLV-1  

クロナリティ定量検査 RAISING-CLOVA を用いた ATL 発症リスク評価法の開発. 第 8 回日本 HTLV-1学会学術集会, 2022. 
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6) 田部亜季, 高橋良明, 那須智博, 由井杏奈, 中木戸誠, 内丸薫, 渡邉俊樹, 津本浩平, 中野和民. 新規抗 CADM１抗体を用 

いた成人 T 細胞白血病・リンパ腫細胞に対する抗体薬物複合体の開発. 第８回日本 HTLV-1 学会学術集会, 2022. 

7) 登坂充, 山岸誠, 水池潤, 草柳世奈, 久世裕太, 田中勇悦, 渡邉俊樹, 鈴木穣, 内丸薫. HTLV-1 感染細胞で形成される 

Tax-転写因子複合体の同定と機能的意義の検討. 第８回日本 HTLV-1 学会学術集会, 2022. 

8) 草柳世奈, 山岸誠, 久世裕太, 鈴木佳子, 水池潤, 登坂充, 田中勇悦, 中野和民, 渡邉俊樹, 鈴木穣, 内丸薫. シングル 

セル RNA／エピゲノム解析で得た HTLV-1感染初期の知見. 第８回日本 HTLV-1 学会学術集会, 2022. 

9) 瀬賀亜里沙, 中島誠, 山岸誠, 水池潤, 宇都宮與, 渡邉俊樹, 内丸薫. ATL における CD30 発現機構の解析.  

第 8 回日本 HTLV-1学会学術集会, 2022. 

10) 中野和民, 田部亜季, 高橋良明, 山本菜央佳, 津本浩平, 渡邉俊樹, 内丸薫. 新規 CADM1抗体-FoxM1 阻害剤複合体による 

ATL細胞への標的治療の試み. 第８回日本 HTLV-1 学会学術集会, 2022. 

11) 中島誠, 川俣豊隆, 南谷泰仁, 宇都宮與, 渡邉俊樹, 内丸薫. Membrane CD30と Soluble CD30の二重解析による CD30 発現評 

価法の検討. 第８回日本 HTLV-1学会学術集会, 2022. 

12) 高橋良明, 田部亜季, 中野和民, 渡邉俊樹, 津本浩平. 新規抗 CADM1 モノクローナル抗体の作製：clone YTH-W-2C2. 第８ 

回日本 HTLV-1 学会学術集会, 2022. 

13) 亀田拓郎, 片岡圭亮, 日高道弘, 三好寛明, 木暮泰寛, 宮原正晴, 高折晃史, 宮崎泰司, 赤司浩一, 大島孝一, 石塚賢治 

, 松岡雅雄, 渡邉俊樹, 宇都宮與, 小川誠司, 下田和哉. Aggressive ATL における臨床的予後因子と遺伝的予後因子の統 

合. 第８回日本 HTLV-1 学会学術集会, 2022. 

14) Hidekatsu Iha, Shanaz Irwani Binti Sabri, Omar Kwang Kugan, Saliz Mazrina Binti Shaharom, Mohammad Saffree  

Jeffree, Kimberly Fornace, Daisuke Mori, Takaaki Yahiro, Isao Hamaguchi, Toshiki Watanabe, Akira Nishizono,  

Kamruddin Ahmed. Epidemiological evidence of human T-lymphotropic virus type 1 prevalence in the northern  

area of Borneo, Malaysia: The latest update in 2022. 第 63 回日本熱帯医学会大会・第 26 回日本渡航医学会学術集会 

, 2022. 

② 国際学会                

1) Mizuike J, Yamagishi M, Tosaka S, Tanaka Y, Watanabe T, Suzuki Y, Uchimaru K. Interactome and epigenetic  

functions of HTLV-1 Tax. 20th International Conference on Human Retrovirology: HTLV and Related Viruses,  

2022. 

2) Utsunomiya A, Nakano N, Tokunaga M, Odawara J, Miyazono T, Fujino S, Ito, Y, Yonekura K, Tashiro Y, Takatsuka  

Y, Takeuchi S, Uchimaru K, Watanabe T. Fluctuation of HTLV-1 provirus loads in long survival patients with  

ATL underwent allogeneic hematopoietic cell transplantation. 20th International Conference on Human  

Retrovirology: HTLV and Related Viruses, 2022. 

3) Yamagishi M, Kuze Y, Yokomizo A, Fukuda T, Watanabe T, Suzuki Y, Uchimaru K. Chronological genome and  

single-cell epigenome/transcriptome integration characterizes the evolutionary process of adult T cell  

leukemia-lymphoma. 20th International Conference on Human Retrovirology: HTLV and Related Viruses, 2022. 

4) Nakano K , Tanaka M , Uchida K , Watanabe T, Uchimaru K. Analysis in the mechanism of co-operative and mutual  

regulation among viral proteins in HTLV-1 infection. 20th International Conference on Human Retrovirology:  

HTLV and Related Viruses, 2022. 

5) Yamagishi M, Kuze Y, Nakashima M, Kobayashi S, Morishima S, Kawamata T, Makiyama J, Abe K, Imamura K,  

Watanabe E, Tsuchiya K, Yasumatsu I, Takayama G, Ito K, Nannya Y, Tojo A, Watanabe T, Tsutsumi S, Suzuki Y,  

Uchimaru K. Durable Clinical Impacts and Mechanisms of Action and Resistance in EZH1/2-Targeting Epigenetic  

Therapy. 64th ASH Annual Meeting and Exposition, 2022. 

③ その他                

1) 田部亜季, 田中勇悦, 那須智博, 内丸薫, 中野和民, 津本浩平, 中木戸誠, 由井杏奈, 渡邉俊樹. 成人 T 細胞白血病リンパ 

腫を標的とした新規抗体薬物複合体の開発. 日本レトロウイルス研究会 2022, 2022. 
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バイオインフォマティクス学               

                 

学術論文[和文] 
① 総説又は症例解説               

1) 津田桃子, 渡邊嘉行, 渡辺亮介, 東野真幸, 久保公利, 山本博幸, 加藤元嗣. 胃内視鏡廃液を用いた Qprobe法を原理とす 

る H.pylori遺伝子検出 POCT 試薬の臨床評価. 日本ヘリコバクター学会誌, 2022;24(1)：22-24. 

2) 津田桃子, 渡邊嘉行, 渡辺亮介, 東野真幸, 久保公利, 山本博幸, 加藤元嗣. 胃内 H.pyloriの CAM耐性変異率と除菌治療成 

績についての検討. 日本ヘリコバクター学会誌, 2022;24(1)：19-21. 

                 

学術論文[英文] 
① 原著                

1) Umemoto K, Yamamoto H, Oikawa R, Takeda H, Doi A, Horie Y, Arai H, Ogura T, Mizukami T, Izawa N, Moore JA,  

Sokol ES, Sunakawa Y. The molecular landscape of pancreatobiliary cancers for novel targeted therapies from  

real-world genomic profiling. Journal of the National Cancer Institute, 2022;114(9)：1279-1286. 

2) Watanabe Y, Matsuba I, Kunishima T, Takechi Y, Takuma T, Araki Y, Hirotsu N, Sakai H, Oikawa R , Danno H,  

Fukuda M, Futagami S, Wada K, Yamamoto H, Itoh F, Oda I, Hatori Y, Degawa H.. Heterogeneity assessment of  

vaccine-induced effect using the point-of-care test based surrogate neutralization test for severe acute  

respiratory syndrome coronavirus 2. Journal of clinical laboratory analysis, 2022;36(7)：e24545. 

3) Tanaka I, Ono S, Watanabe Y, Yamamoto H, Oikawa R, Matsumoto S, Kubo M, Nishimura Y, Shimoda Y, Ono M,  

Yamamoto K, Sakamoto N.. Long-term changes in aberrant DNA methylation and gastritis after Helicobacter  

pylori eradication focused on metachronous gastric cancer. Helicobacter, 2022;27(5)：e12915. 

4) Oikawa R, Watanabe Y, Yotsuyanagi H, Yamamoto H, Itoh F.. DNA methylation at hepatitis B virus integrants and  

flanking host mitochondrially encoded cytochrome C oxidase III. Oncology Letters, 2022;24(6)：424. 

5) Tsuda M, Watanabe Y, Watanabe Y, Higashino M, Kubo K, Yamamoto H, Kato M.. Clinical evaluation of a novel  

molecular diagnosis kit for clarithromycin-resistant Helicobacter pylori using gastric juice. Helicobacter,  

2022;27(6)：e12933. 

6) Mihara H, Uchida K, Watanabe Y, Nanjo S, Sakumura M, Motoo I, Ando T, Minemura M, Muhammad JS, Yamamoto H,  

Itoh F, Yasuda I.. Colonic TRPV4 overexpression is related to constipation severity. BMC Gastroenterology,  

2023;23(1)：13. 

② 総説又は症例解説               

1) Maehata Tadateru, Sato Yoshinori, Nakamoto Yusuke, Kato Masaki, Kawashima Akiyo, Kiyokawa Hirofumi, Yasuda  

Hiroshi, Yamamoto Hiroyuki, Tateishi Keisuke. Updates in the Field of Submucosal Endoscopy. Life, 2022;13(1) 

：104. 

                 

学会発表 
① 国内学会                

1) ◎荒木建一, 清川博史, 前畑忠輝, 飯島良彦, 薩田祐輔, 中本悠輔, 加藤正樹, 佐藤義典, 山本博幸, 安田 宏. 当院に 

おける十二指腸憩室出血に対する内視鏡的止血術の治療経験. 第 103 回日本消化器内視鏡学会総会, 2022. 

② 国際学会                

1) Momoko Tsuda, Yoshiyuki Watanabe, Ryosuke Watanabe, Masayuki Higashino,  Kimitoshi Kubo, Hiroyuki Yamamoto,  

Mototsugu Kato. Clinical evaluation of H. pylori molecular diagnosis POCT kit based on Qprobe using gastric  

juice. The 18th Japan-Korea H. pylori Joint Symposium, 2022. 

③ その他                

1) 山本博幸. 患者満足度の高い新型コロナ時代の慢性便秘症診療 A to Z. 慢性便秘症 WEB セミナー, 2022. 

2) 山本博幸. 患者満足度の高い新型コロナ時代の慢性便秘症診療 A to Z. 慢性便秘症 WEB セミナー in 藤沢, 2022. 

3) 山本博幸. 患者満足度の高い新型コロナ時代の慢性便秘症診療 A to Z. 慢性便秘症 WEB セミナー in東葛北部, 2022. 

4) 山本博幸. 患者満足度の高い新型コロナ時代の慢性便秘症診療 A to Z. 慢性便秘症 WEB 講演会, 2022. 

5) 山本博幸. 患者満足度の高い新型コロナ時代の慢性便秘症診療 A to Z. 透析疾患合併症フォーラム, 2022. 

6) 山本博幸. 患者満足度の高い新型コロナ時代の慢性便秘症診療 A to Z. 便秘 Web フォーラム in 千葉, 2022. 

7) 山本博幸. 患者満足度の高い新型コロナ時代の慢性便秘症診療 A to Z. 慢性便秘 Web セミナー, 2022. 

8) 山本博幸. 患者満足度の高い新型コロナ時代の慢性便秘症診療 A to Z. 慢性便秘 Web セミナー, 2022. 
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9) 山本博幸. 患者満足度の高い新型コロナ時代の慢性便秘症診療 A to Z. 慢性便秘 Web セミナー, 2022. 

10) 山本博幸. 患者満足度の高い新型コロナ時代の慢性便秘症診療 A to Z. 慢性便秘症 WEB セミナー, 2022. 

11) 山本博幸. シン・慢性便秘症診療 2022. 便秘診療ステップアップレクチャー, 2022. 

12) 山本博幸. シン・慢性便秘症診療 2022. 神奈川県慢性便秘 WEBチャネル, 2022. 

13) 山本博幸. シン・慢性便秘症診療 2022. 便秘治療を考える会, 2022. 

14) 山本博幸. シン・慢性便秘症診療 2022. 便秘診療ステップアップレクチャー, 2022. 

15) 山本博幸. シン・慢性便秘症診療 2022. 埼玉西部慢性便秘症セミナー, 2022. 

16) 山本博幸. シン・慢性便秘症診療 2022. 慢性便秘症ウェブセミナー, 2022. 

17) 山本博幸. シン・慢性便秘症診療 2022. 慢性便秘 Web セミナー, 2022. 

18) 山本博幸. シン・慢性便秘症診療 2022. 便秘診療ステップアップレクチャー, 2022. 

19) 山本博幸. シン・慢性便秘症診療 2022. 慢性便秘症治療 Web フォーラム, 2022. 

20) 山本博幸. シン・慢性便秘症診療 2022. グーフィス WEBチャンネル長野・山梨, 2022. 

21) 山本博幸. シン・慢性便秘症診療 2022. 慢性便秘症治療 STEP UP セミナー, 2022. 

22) 山本博幸. シン・慢性便秘症診療 2023. 生活習慣病フォーラム, 2023. 

23) 山本博幸. シン・慢性便秘症診療 2023. メディカルオンラインセミナー, 2023. 

24) 山本博幸. シン・慢性便秘症診療 2023. 女性疾患研究会, 2023. 

25) 山本博幸. シン・慢性便秘症診療 2023. 慢性便秘 Web セミナー, 2023. 

26) 山本博幸. シン・慢性便秘症診療 2023. 腎・透析から診る慢性便秘症治療 Seminar, 2023. 

27) 山本博幸. シン・慢性便秘症診療 2023. 東部地区慢性便秘症 WEB フォーラム, 2023. 

28) 山本博幸. シン・慢性便秘症診療 2023. 慢性便秘症治療を考える会 in 桜山, 2023. 

29) 山本博幸. シン・慢性便秘症診療 2023. 慢性便秘症 Webセミナー ～便秘治療を考える～, 2023. 

30) 山本博幸. シン・慢性便秘症診療 2023. 便秘診療ネットフォーラム, 2023. 

31) 山本博幸. シン・慢性便秘症診療 2023. 慢性便秘症治療を考える会, 2023. 

32) 山本博幸. シン・慢性便秘症診療 2023. 慢性便秘 Web セミナー, 2023. 

33) 山本博幸. シン・慢性便秘症診療 2023. 慢性便秘症 WEBセミナー, 2023. 

34) 山本博幸. シン・慢性便秘症診療 2023. 西三河慢性便秘症 WEBフォーラム, 2023. 

35) 山本博幸. シン・慢性便秘症診療 2023. 慢性便秘症 WEBセミナー, 2023. 
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